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　中庭の人だかりを見たとき、俺は足早にその場を去ろうとした。

　彼ら兄弟に、自分がまた嘲あざ笑わらわれるのではないか、そう思ったからだ。




　……俺は、ヒール・サンファレス。サンファレス王国の第一七王子だ。

　つまり、俺が避けようとしている兄弟たちも、サンファレス王国の王子や王女たちであり、すなわち俺の家族なのだ。

　なぜ、家族から逃げるのか……理由は単純、俺が自他共に認める無能だからだ。

　この世界における優れた人物は、必ず膨大な魔力か、卓越した能力を持ち合わせている。

　一方の俺は生まれつき持っている魔力も少なく、ろくな能力も持ってなかったので、父や兄弟から王室の恥と蔑さげすまれていた。

　物心ついたときから俺もそれは自覚していたし、それをなんとか克服しようと、昼夜を問わず剣技と魔法の修練に励んだ。

　王族たる者は強く優れていなければならないと、王たる父に教えられたからだ。

　サンファレス王国は、このバーレオン大陸における覇権国家である。大陸には五つの大国とその他の小国が割拠しているが、その中で最も裕福かつ強大な軍事力を有する国。

　そんな国だからこそ、統治者たる王族には、強くあることが求められる……そして俺はそれに応えようと、努力してきたつもりだ。

　だが、一五歳になった俺への評価は、〝王位継承者の中で最も無能な者〟という悲惨なものだった。

　俺が炎を起こす魔法で出せたのは、小ぼ火やにもならないほどの弱々しい炎だったのだ。

　魔法に必要な魔力は天性のものとされており、俺の魔力量はその後も全く伸びなかった。

　剣のほうは一般的な兵士並みには使えるようになっただろう。が、少しでも剣の腕に覚えのある者には遠く及ばない。

　俺の努力不足、そんな声が聞こえてきそうだ。だが、残酷にもこの世界には、俺がたとえ逆立ちしても勝てない決定的な理由がある。

　そもそも俺が蔑まれる理由の最たるものは、この右手の甲にうっすら浮かぶ〝紋章〟なのだ。

　人間は誰しも誕生するときに、紋章というものを持って生まれる。

　これは所有者に、身体能力向上や特殊な能力など、紋章に応じた恩恵を与えてくれるものだ。聞けば魔物でも紋章を持つ種があるとかないとか。

　王族ともなれば【剣神】や【魔導王】など、名前からして格好いいものが多く、その名に恥じぬ剣技や魔法の能力を所有者にもたらした。

　逆に言えば【剣神】の紋章を持たない者が剣を振るっても、【剣神】を持つ者にはかなわないのだ。

　そして兄弟たちがそんな素晴らしい紋章を持っている中、俺は【洞窟王】という効果不明の紋章を授かって生まれた。

　この【洞窟王】という紋章を持って俺が生まれたとき、宮廷の内外にとてつもなく大きな衝撃を与えたと聞いている。

　生まれた赤ん坊の紋章は、王国の紋章官が判断することになっているのだが、俺の紋章を判定した神官が不敬罪で処刑されそうになったらしい。あげくに、もっと酷ひどいものでは母である女王が不貞で生んだ子なのではと宮廷の内外で噂うわさされたほどだ。

　かくして俺は生まれつき、父と母、兄弟から疎まれ、馬鹿にされてきたのだ。




　だから、俺はこの場から可及的速すみやかに離れてしまおうとしている。

　とはいえこんなことは慣れたもの。足音を立てず、声を殺し、忍び足……いつも通りだ。

　回廊の日陰を進む俺に気がつく者は誰もいない……そう思ったときだった。

「おい、能無し！」

　いつものおぞましい罵声が聞こえ、俺は一瞬肩を震わせた。

　そして他の兄弟の笑い声が続く。

　だがいつも俺に向けられているそれらは、今日は別の方向に向かっていた。

　……なんだ？

　俺は柱に身を隠し、兄弟たちが声を浴びせる先を覗のぞく。

　そこには鎖に繋つながれた黒い翼の生き物がいた。

　人の頭ほどの丸っこい体は紫色の体毛で覆おおわれており、小さな手足と尻尾、そして二本の角を生やしている。

　魔物か……。

　なんという魔物かは分からない。が、この王国内では希少な魔物なのは確かだ。

　この王国では魔物は人間から敵視されており、それゆえに人間が住む町に魔物の姿は見られない。

　では、王国内に魔物がいないかと聞かれれば、それも違う。

　魔物たちは森や山など人里離れた場所を住処すみかとしており、たびたび人間の居住地に出てきては人々を襲うことができるくらいの勢力ではあるのだ。

　なので、数の多い魔物については、王国でもその特徴などがよく知られていた。俺も本などでその知識を得ている。

　そんな希少な魔物に、兄弟たちは汚い声を浴びせる。

「見れば見るほど醜いわね、こいつ」

「言葉が分かんねえのか、何もできねえしな……ほら、踊れ！」

　兄弟の一人が魔物に石を投げた。それに続くように、周りの者たちも次々と魔物へ石を投げつける。

　魔物は悲痛な声を上げるも、お構いなし。

　特段、珍しい光景ではない。この王国では上から下まで、魔物は悪あしき存在と呼ばれて、こういった扱いを受けているのだから。

　だが、俺は必ずしも魔物が悪いとは思えない。

　確かに人を襲う魔物はいるかもしれないが、それは逆も同じこと。

　年々、魔物との争いが増えているのは、人間が魔物の住処を奪っているからだ。特に人が足を踏み入れる必要のない山や森……。そこに、ただ己の名誉のためだけに討伐に向かう人間。

　争い自体を止めるのは簡単じゃないかもしれない。だが、もはや無抵抗の者をこうしていたぶることに何の意味があるのだろうか？

　俺は兄妹たちとは違う、そんな意味のないことはしない……そう自分に言い聞かせ、そこから去る。

　……分かっている。何を心で宣のたまおうと、それは無力な自分を慰めるためのものでしかない。結局は、自分より優れた父や兄に何一つ異論を唱えることもできないだけなのだ。

　逃げるように再び早足で去ろうとするも、本当にこれでいいのかと俺はその場から動けなかった。あるいは自分を、あの何も抵抗できない魔物の姿に重ね合わせたのかもしれない。

　このままでは、あの魔物は……。

　そう考えると、俺の足は自然とその場で止まってしまうのであった。悲鳴が響くのをしばらくぐっとこらえていると、やがて悲鳴と罵声の双方が収まった。

「やっぱ珍しいだけあって、頑丈だな」

「その分、楽しめるってことだろ。明日、またやろうぜ」

　どうやら兄弟たちは飽きたようで、檻おりの魔物を置き去りにして宮廷内へと戻っていく。

　それを慎重に確認して、俺は檻に走った。

　脱走させるなら今しかない。牢ろう獄ごくに戻されてしまえば、常に看守から見張られることになる。それに、このまま痛めつけられ続けたら……まだ体力のあるうちに逃がさなければならない。

　魔物は体を丸めながら、おそるおそる俺の顔を覗いている。

「待ってろ。今、出してやるからな」

　鍵は……これは施錠魔法か。

　つまり、この檻の錠を開けるには開錠魔法が必要になる。

　俺も開錠魔法は覚えている。しかし、俺の魔力はこの施錠を解くには、あまりに貧弱だ。

　いや、駄目で元々だ。

　俺は首を縦に振って頷うなずくと、錠に右手をかざし、開錠魔法《ピック》をかける。

　しかし、びくともしない。

「くそっ！　開いてくれ！」

　何度も体内にある全ての魔力を絞りだすように、魔法をかけ続ける。

　それでも、鍵は無情にもまったく動かない。

　くそ！　くそ！　魔法が駄目ならっ……。

　俺は素手で錠を無理やり外そうとする。

　だが当然、手を真っ赤にしても開かない。

　どこかに剣や斧おのは……いやとてもそんなもので壊せる錠じゃない。そもそも音が響きすぎる。

　やはり、俺ではどうにもならないのか。

　俺が肩を落としていると、魔物が逆に俺を心配そうに見つめているのに気がついた。

「ごめん、俺じゃどうにもできない」

　唇を噛かみしめながら、俺は言った。

　分かってはいたが俺は本当に無力だ。もっと魔力があれば、強力な紋章があれば……え？

　檻の向こうから、小さな手が俺の指を優しく包む。そして労わるように、俺の指を撫なでた。

　魔物は心配するような表情で俺を見ていた。

　その瞬間、頬ほおに涙が流れるのを感じる。

　何もできない自分への悔しさからだろう。

　魔物は涙を流す俺を見てか、さらにぎゅっと俺の指を握り返した。

「お前……」

　仲間と引き離され、檻に閉じ込められ、石を投げられる。俺よりもはるかに辛つらく不安なはずなのに、こいつは……。

　目の前の存在より恵まれた状況の俺が泣いてどうする。

「ごめん……」

　俺は涙を拭ぬぐい、右手を魔物にかざす。そして回復魔法をかけてやった。

　回復魔法といっても、俺の魔力では傷口をほんの少ししか癒いやせない。それでも、多少痛みが和らげば……その一心で俺は魔法をかけ続けた。

「はあ、はあ……」

　一〇分は経たっただろうか。とりあえず傷だけは治ったようだ。

　魔物は動けるようにはなったが、逆にくたくたの俺を心配してくれているようだ。

「ああ、大丈夫だよ……あっ」

　廊下のほうから人の声が響く。どうやら、この中庭に向かってきているようだ。

「このままじゃまずい……ごめん、明日また！　明日はご飯を持ってくるよ」

　俺は小さく手を振ってその場を去るのであった。

　その日から、俺は魔物のもとへ密ひそかに通った。食料を渡したり、傷を癒したり……その度に魔物は喜んでくれたし、俺も魔物が笑うのが嬉うれしかった。

　魔物は決して悪い奴ばかりじゃない。そう感じた出来事であった。
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　あれから二週間が経った今日、俺は王の間の玉座の前に傅かしずいていた。

「ヒール王子が治める土地は神託によって……ぶっ……シェオール岩礁と決まりました！」

　笑い声交じりの大神官の宣言が、大理石の壁と床に響いた。

　この日、父サンファレス国王と王族、国中の貴族が立ち会うなか、俺の領地授与式が執り行われていた。

　この国の王族は一五歳になると、成人として領地が授与される。

　つまり、王族にとっての晴れの日なのだが……俺や一部の王族にとってはそうではない。

　ここで与えられる領地は、神託として神が決めることになっている。

　だがもちろん、それは建前。

　国王が絶対的な権力を持つこの国で、王の意向を無視した領地の授与はありえない。王が与える領地を決めていることは万人の知るところだ。

　出来の悪い子には痩せた土地が、自慢の子には豊かな土地が与えられるのが慣例となっている。

　俺もその例に漏れず、荒れた土地を与えられる……それで済めば、どんなによかったか。

　俺は一週間前、ある不祥事を起こした。助けていた魔物についてのことだ。

　この件は瞬く間に宮廷内に広まったので、父であるサンファレス国王ルイの耳にも入ったはずだ。

　当然、俺はすぐさま処罰されると思っていた。だが、不気味に思うほどに父からは何も言われなかった。

　そうして迎えた今日、その沈黙の意味を理解した。

　この国で絶対である王、その血を引く者を表立って罰するわけにはいかない。

　だから、俺にシェオールという土地を与えたのだろう。

　周りにいる王子や王女たちは、俺を蔑み笑う。

「ぶっ……岩礁だってよ。まあ、あいつにはお似合いだな」

「あらあら。なんだか面白そうなところねえ。シェオール岩礁ってどこだったかしら？」

　そもそもそれはどこにあるのかという声も多く囁ささやかれた。

　シェオール岩礁……ほとんどの者が知らぬのも無理はない。

　ここ王都から南に船を走らせること約一〇日。大海のど真ん中にシェオール岩礁はある。

　商船も全く通ることのない航路上のため、それを襲う海賊すら寄りつかない場所。

　上陸できる浜は見当たらず草木も生えない──言ってしまえば、ただの巨大な岩なのだから。

　立派な白しろ髭ひげを蓄えた大男……我が父サンファレス国王ルイは玉座から立ち上がり宣言した。

「我が子……第一七王子ヒールに命ずる。シェオール岩礁に赴任し、サンファレス国王の名代として、かの地を統治せよ！」

　こうして俺は、一五年過ごした王宮を去ることになった。

　辺境の地、シェオール岩礁の領主となるため……。




　大陸から航海すること一〇日。

　俺は今、シェオール岩礁という土地へ小さなボートに乗り一人で向かっている。

　荒れ狂う波の中、オールを漕こいではボートを進ませ、己の領地へと。

　沖まで俺を乗せてきた帆船は、すでに王都の方向へ舵かじを切っていた。

　あいつら、人の上陸も確認しないで……。

　とはいえ、あんなただの岩山に送るのだ。遅かれ早かれ、死ぬと思うのが普通だろう。

　本来であれば恥を忍んで、父になんとか王宮に残してもらうよう頼むべきだったのかもしれない。

　というのは、普通、領地をもらったからといって、王族自身がその場に赴任する必要はないのだ。自分はおおまかな指示を出しながら、派遣した代理人に統治を任せればいい。

　しかしこれは領地授与という皮をかぶった死刑。そんなことを願い出ても、到底認められはしなかっただろう。

　あの時、暴行事件を起こさなければ、小規模ながらも最低限生きていける領地を授与されたかもしれない。

　いや、あの父のことだ。王族の汚点である俺を、あの一件がなくても最初からこうしようと決めていたのかも分からない。

　だが、俺に死ぬ気はさらさらないし、自身を疎む者たちしかいないあそこにもいたくなかった。

　もちろん、あんな岩のような島に行きたくもなかったが……。

　シェオール岩礁は遠くから見ると小さく感じたが、人間一人が住むとすれば十分大きい。

　平地であれば小さな家が百軒は建つ広さと、田舎の教会の塔ぐらいはありそうな高さ。

　もちろん島全体は小さな岩山が連なったような地形なので、家百軒など建てられないだろうが。

　水しぶきの中、俺はそびえたつシェオール岩礁にボートを寄せていく。

　ここがまず、第一の難関だな……。

　波が押し寄せ、ボートが岩に叩たたきつけられる恐れがある。

　このボートには一か月分の水と食料と、生活のための道具が積まれているのだ。生き永らえるためには、少しも失ってはいけない。

　なのでなんとか平へい坦たんに近い場所を探し、上陸しなければならない。

　良さそうな場所は……あった。

　相当に狭く、このボートがなんとか入るかどうかの幅しかないが、あそこから島へ移るしかないだろう。

　俺は船速を落とすため、風魔法《ウィンド》で船の進む先から風を起こす。

　しかし発生した風はそよ風のようなもの。

　そう……これが俺の魔法の実力だ。通常の風魔法であればもっと突風のごとき風を出せるが、俺の魔力量が少なすぎてそうはならない。

　半ば祈るようにして、俺は気休めの《ウィンド》を放ち続ける。

　そして片手では、お守りにしている胸元から下げた小さな壺つぼを握る。

　……もっとも、あいつがどこか天国のような場所にいたとしても、助けられなかった俺を守ろうとしてくれるかは分からないが。

「頼むぞ……よし！」

　俺の願いが届いたのかは分からないが、ボートはゆっくり滑るように接岸した。

　すぐさま岩礁に飛び移り、ボートが波に流されないように縄で岩へ結びつける。

「ふう……これで、とりあえず第一関門は無事に乗り越えたな」

　誰もいないが、俺は一人呟つぶやく。

　それはもちろん、孤独を紛らわすためだ。疎まれていたとはいえ、これまで俺は日に一言二言ぐらいは人と言葉を交わしていた。

　それに視覚で誰かがいると認識できていただけ、マシだったのだろう。

　今や、目の前には灰色の岩場があるだけ。

　もはや戻っても遅い。俺が乗ってきた帆船は、もう水平線の先。

　……いや、振り返るな。もう二度と帰らないと決めたんだ。

　俺は首を横に振って、せっせとボートから物資を島に運ぶことにした。

「どこか手ごろな保存場所は……」

　雨や波にあたれば、食料が濡ぬれて駄目になる。それに加えて寝る場所としても使えそうな場所を探さなければいけない。

「あの洞窟がいいか」

　少し小高くなっている場所に、洞窟の入り口があった。

　というより、他に風雨がしのげそうなところは見当たらないので、そこしか選択肢がない。

　水みず樽だるを持って、洞窟へ向かう。

　だが中を覗くや、その光景にぞっとした。

　うわ……。

　一〇人が寝られるかどうかの狭い洞窟には、白骨化した遺体が無数に横たわっていた。

　人だけでなく獣や魔物の遺骨もあるようだ。

　古びた道具や木箱などを見るに、皆ここで暮らしていたのだろう。

　俺と同じく島流しにあったか、漂流したか……最後には水も食料も底を尽き、ついに息絶えたのだろう。

　お前も同じ運命をたどるのだ──遺骨がそう語りかけてくる気がした。

　とてもじゃないが死者とは一緒に寝たくない。

　しかし、ここ以外に良さそうな場所はないし、少なくとも物資はここに置く以外の選択肢はないだろう。

「とりあえず、この場所に置いておくか……」

　それから一〇分ほどで、全ての物資を運び終えた。

　だが短い距離とはいえ、ごつごつした足場を移動して疲れてしまった。少し休むとしよう。

　俺は洞窟内に腰を下ろし、外を眺める。

　綺き麗れいな場所だな……。

　ここから見える海はなんとも美しい。王都とは違い、聞こえる音も波とカモメの鳴き声だけ。

　素晴らしい場所──こんな状態じゃなきゃ、そう思っただろう。

　俺は、追放されたのだ。家族である王や兄弟、生まれ故郷である王国から。
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　悲しいだけでなく、憎しみや悔しさもある。この場で泣き叫んだり、怒り散らしたいぐらいに。

「くそっ……」

　拳を振り上げ、俺は岩肌に八つ当たりしようとした。だが、なかなか振り下ろせない。

　……ここで手を痛めて、なんの得がある？　ここで誰かをずっと恨んでいても、何かが良くなるわけじゃないんだ。

　そうだ、生き延びるために今は少しの時間も無駄にはできない。現状を整理して、できることをすぐにでも始めるべきだ。

　俺は拳を解き、深呼吸する。

　ここに来るまでの船旅の間、俺は色々と今後のことを考えた。

　第一の計画としては、近くを通りかかった船に助けてもらうというもの。そして父たちが分からないような場所で、隠れて生きていく。

　だがこの計画には大きすぎる問題がある。

　そもそもどんな船にしても、この岩礁の近くを通る可能性は限りなく低い。この付近を通る貿易航路はなく、大陸から離れすぎているので漁船も来ない。

　仮に船が通りかかったとして、助けてもらう場合にも王国の船は駄目だ。俺をここから出してはいけないことを知っているはず。

　ならば外国船や海賊船を頼るわけだが……乗せてもらっても、奴隷として売られる可能性が非常に高い。

　つまりは神頼みのように船を待ちながら、運よく乗せてくれる船を捕まえ、上う手まく逃げ出すしかない。

　か細い希望であっても、今の俺にできることは、船が来るまで一日でも長く生き延びること。

「とはいえな……」

　水と食料はもって一か月。

　水については開けた樽を使えば、雨水を溜ためられそうだ。もちろん雨が降ればの話だが。

　非常時には、水魔法《ウォーター》で大気から水を集めることもできるかもしれないが、俺の魔力では水滴ほどの水がやっとだ……。

　食料は魚や貝を獲とることができそうだ。

　釣つり竿ざおや網も一応持ってきている。だが気をつけなければ、すぐに波に攫さらわれてしまうだろうし、最悪の場合は自分自身が海に呑のまれてしまうだろう。

　それ以外にやれそうなことといえば、この洞窟を整理することだろうか。

　骨と古びた道具が散乱しているので、過ごしやすいようにする必要がある。

　とはいえ、さすがに遺骨を乱雑には扱えないな……。どこかを掘って、墓にするべきか。

　俺は持ち込んだ道具のうち、ピッケルを持ってみる。

「これで、穴を掘ってみるか……」

　いや、よく考えてみろ。素人が岩を掘るなんて、体力の無駄でしかない……。墓を作るよりも他にやることがあるだろう。

　そう考え、ピッケルを置こうとした、その時であった。




《採掘が可能な道具を所有しています》




　突然、抑揚のない声が俺の頭に響く。

「……え？」

　俺は周囲を見回す。

　しかし誰もいない。ここにいるのは、骸骨ばかりだ。

　まさか、幽霊とかじゃないだろうな……こんな狭い空間なのに声が反響しなかったし……。

　しかも、耳というよりは頭に直接響いた感じだ。

　俺はこの声の主との会話を試みる。

「……もう一度言ってくれ」




《採掘が可能なアイテムを所有しています。採掘を始めますか？》




　やはり、こいつは俺の頭の中で喋しゃべっているらしい。

　なので、俺も頭の中で訊たずねてみる。

　……お前は誰だ？




《紋章【洞窟王】による助言者機能です。生体ではありません》




　【洞窟王】……俺が生まれながらに持っている紋章だ。

　俺は今までの人生ほとんどを、王宮とそれがある王都で過ごしてきた。だから王都の外にある自然や、洞窟に行くことはできなかったが、まさかこんな効果があるとは。

　他にも【洞窟王】による効果があったりするかもな……。

　助言者は俺の意図を汲くんだかのように答える。




《助言機能の他に、採掘速度向上などのスキルがあります。また洞窟で使えるスキルや、採掘に有用な各スキルを経験に応じて付与します》




　うむ……とりあえずは【採掘者】の上位版と考えればいいのだろうか。

　紋章が持つ様々な効果は俺も把握している。王侯貴族であれば、これら紋章の種類と効果は、幼少時から学ばされることだ。

　【採掘者】の紋章を持つ者は、採掘を効率よく行えるようになる。ピッケルを振るう速度が速くなったり、打ち付けたい場所への狙いの精度が上がるらしい。

　【洞窟王】は【採掘者】に色々な能力を付与したものだったというわけか。

　その名前だけあって、洞窟の中にいるときや採掘の際には、様々なことができるらしい。スキルという言葉は聞いたことがなかったが、能力という意味の言葉だそうだ。

　俺にも何か取とり柄えがあった……それだけでなんか嬉うれしいな。

　父や兄弟たちなら、そんなものは王族に相応ふさわしくないと言いそうだが……。事実、俺が紋章の能力を確かめようと、どこか洞窟に行ってみたいと要請した際も、一度たりとも許されなかった。

　とにかく、俺の紋章……【洞窟王】が採掘に特化してるのは間違いなさそうだな。

　力を試してみたいし、ここだけだと寝床には手狭だから、少し掘ってみるか。

　……採掘を始めたいんだが？




《承知しました。採掘スキルにより、最適化を始めます》




　……最適化？　え？　壁が光ってる？

　突如として、洞窟の壁や床、天上に、光る白い点が浮かんだのだ。

　目がおかしくなったのかと、何度か目を瞬しばたたかせるが、何も変わらない。どうやら俺の目は正常のようだ。




《白く光る部分は、ピッケルで叩くことを推奨する箇所です。壁を破壊しやすく、また落盤を防ぐように計算されています》




「……へえ。じゃあ、叩いてみるか」

　俺は早速、ピッケルで手近な白く光る場所を叩く。

　すると一回で、人の頭ほどの大きさで岩を掘り出せた。

　今日初めてピッケルを振る俺にしては、あまりに上出来すぎる……腕にかかる衝撃も少なかったし、どうやら助言は確かみたいだな。

「しかも、さっきから洞窟の中なのにやけに明るいな……これも【洞窟王】のスキルか？」




《はい。暗視スキルです》




「そうか。それもまた、だいぶ便利だな。とりあえず寝床のスペースを作ってみるか」

　再び俺は、ピッケルで岩壁を叩く。

　どこを掘ればいいか分かるので、リズムよく掘り出せる。岩が崩れる音がなんとも心地よい。

「なんか……楽しくなってきたぞ……」

　気づけば、俺は採掘に熱中していた。寝床分というのも忘れ、その何倍も掘り続けるほどに。しばらくすると、足元はすぐに岩や砂で一杯になった。

　いや、というか……一回で掘り出せる量が増えてきている？　出てきた岩も、前より大きくなってるような。




《採掘の経験を重ねたことで、採掘スキルが上昇。採掘速度および精度が向上しています》




　よく分からないが、技量が上達しているということなんだろう。

　しかし、掘れる量が増えたことで、足元が……。




《岩×一六八を回収しますか？》




　回収だって？




《紋章【洞窟王】の効果により、採掘物なら重量に関係なく保管できます》




　そう……それって、俺の体の中にとかじゃないよな？

　もし取り出せなくなったりしたら困ると思い、助言者に聞いてみると、人体への影響はないという。取り出しも随時可能だということなので、試しに回収を念じてみる。

　すると瞬く間に、辺りの掘り出した岩が光を放ってどこかへ消えていった。




《岩×一六八を回収。インベントリを作成します》




　俺の頭の中に、以下の情報がぽっと浮かぶ。





◇インベントリ　岩×一六八






「……す、すごいな」

　採掘物限定とはいえ、あれだけの岩を一度で収納した……。

　しかも、基準は不明だが数値化してくれたのだ。




《採掘したものを自動回収する機能もあります。自動回収を起動しますか？》




　お願いしますっ……！

　まさに至れり尽くせり。これで採掘に集中できるというものだ。

　俺は鼻歌交じりに、どんどんピッケルを振るう。

　だが岩礁は小さいから、このままだと向かい側にすぐ到着するだろう。

　なので、そろそろ斜め下の方向に向かって掘り進める。

　足元に落ちた採掘物は、即座に光に包まれ消えていった。

　自動回収……なんて、楽なんだ。

　気がつけば、外の明かりが遠い。

　助言者によれば、ここは採掘開始地点から、一〇ｍメートル掘り下げた場所らしい。

　ｍメートルという単位は初耳だが、俺が一ｍがどのくらいなのかを覚えればいいだけだ。

　そして知らないうちに、インベントリに色々なものが収納されている。

　鉄鉱石や銅鉱石……金鉱石まであるらしい。

　もちろん買い手がいない現状、金に価値などないが。

　また見知った鉱石だけではなく、見慣れないものもあった。

「……魔鉱石？」




《鉱石図鑑スキルを起動します。魔鉱石……使用者に保持魔力増大の恩恵を与える。増加量は石の大きさによる》




　鉱石図鑑？　つまり掘ったものの詳細が分かるってことだろうか。

　……というか、魔力を増やせるだって!?

　じゃあ、俺の少ない魔力量も増やせるっていうのか。

　俺の今までの苦労はなんだったんだ……これがあれば、俺も人並みに魔法が使えるようになっていただろう。

　少なくとも魔法について兄弟から馬鹿にされることはなかったはずだ。

　いや、魔鉱石という鉱物は初めて耳にした。王国では手に入らなかったものかもしれない。

　今は過去のことを言っても仕方がないな……うん？　これは？

　インベントリには、さらに見慣れない名前の採掘物があった。

　こっちの亀石タートルストーンってのは？




《亀石タートルストーン……使用することで寿命を一日増やすことができる》




　……じゅ、寿命っ!?

　色々と理解が追いつかない。ここまで簡単に採掘ができる【洞窟王】にも驚いたが、まさかここまで変わった石が手に入るとは……このシェオール岩礁、実はとんでもない領地なんじゃないか？

　いずれにせよ、こんな面白いことは人生で初めてだ。

　まだまだ奥には、もっと別の何かが眠っているかもしれない……。

「……よっしゃっ！　掘るぞおおお！」

　そんな好奇心が、俺にピッケルを一心不乱に振らせる。

　ただ一人、真っ暗な洞窟で叫び、収穫がある度に両手を上げて喜んだ。

「ルビーっ？　……こ、これはサファイアかっ!?」

　気がつけば、俺はもう通りかかる船を探すのも忘れて、ただ採掘に熱中するのであった。
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「にしても、随分掘ったな……」

　助言者によれば、現在の位置は地上から三〇ｍ下の場所らしい。

　続いて、俺はインベントリ情報を思い浮かべる。





◇インベントリ　岩×一二三〇　鉄鉱石×二一　銅鉱石×一九　銀鉱石×四　金鉱石×二

　石炭×一五　石灰岩×一〇……ルビー×〇・三　サファイア×〇・二　魔鉱石×九〇

　亀石タートルストーン×六






　一に満たないものがあるのは、採掘物を一㎏のインゴットの大きさで保管しているかららしい。

　また亀石タートルストーンなど特殊な効果があるものは、使用できる回数で示されている、と助言者は語る。

　金インゴットが二つ……たった数時間でそれだけの金が採れるのだ。掘り続ければどうなることやら。まあ、ここから出られなければ使い道もないだろうが。

　それよりも気になるのは、魔鉱石と亀石タートルストーンだ。どちらも俺が初めて目にし、耳にしたものだ。

　寿命を一日延ばすという亀石タートルストーンは、非常時の延命に使えるのかもしれない。

　また魔鉱石は魔力を増やしてくれるらしい。俺の魔力は脆ぜい弱じゃくだったが、魔法の知識だけは自信がある。これで中位魔法や上位魔法が使えるようになるといいのだが。

　で、どう使うのだろう？




《魔鉱石×九〇を使用しますか？》




　早速、助言者が囁ささやいた。

　どうやらインベントリから出す必要はないようだ。

　もちろんと俺は頷うなずく。




《魔鉱石×九〇を使用します》




　助言者はそう言うが、いつまで経たっても特に何も異変を感じない。

　ええっと……もう使ったの？

　はい、と助言者は答える。

　どうやらこれで魔鉱石が、俺に使用されたらしい。

　実感は湧かないが、魔力量が増えたところで体に何かが起こるわけもないか。

　魔法使いでも、優秀な者は魔力の流れを察知できるというが、もちろん俺にそんな高等な技術はない。

　魔力の確認なら、素人はやはり魔法を使ってみるに限るだろう。

　俺は掘り進めてきた洞窟内の塵ちりを掃くついでに、風属性の低位魔法《ウィンド》を使ってみることにした。

　先ほどの上陸の際も使ったが、俺が《ウィンド》で起こせる風はそよ風ぐらい。以前はこの魔法を使うたび、王宮で馬鹿にされたものだ。

　少しでも、よくなっていればいいが……。

「《ウィンド》！　……っ!?」

　俺が右手を前に掲げて魔法名を口にすると、瞬時に塵が吹き飛ばされた。やがて竜巻のように塵が渦巻くと、洞窟の道の途中で綺き麗れいに一か所に集まる。

「え？　……え？」

　思わず後ろを見るも、誰もいない。

　今の《ウィンド》は、紛れもなく俺が放ったものだ。

「おいおい……嘘うそだろ？」

　俺は確認するように、何度も同じ《ウィンド》を放つ。しかし、いずれも突風のような音が響き、俺の髪を激しく揺らした。

　兄弟にも魔法が達者な者は多かったが、すでに彼らと変わらないほどの風だ……どうやら俺の魔力は、相当強化されたらしい。

　数時間で得られた魔鉱石九〇個でこれだ。もっと集めれば、上位魔法も使えるようになるんじゃないか？

　これは……掘らずにはいられない！

　気がつけば、俺の手は再びピッケルを振り回していた。

「よしっ！　このまま掘り続けるぞ！　なんなら地獄まで掘って……うん？」

　一人で気合を入れるように叫んでいると、足元に何やらプルプルとした青い液体があることに気がつく。

「なんだ、これ？」

　動いているから、ただの液体じゃないのは確かだ。

　こいつは……たしかスライムという魔物だ。

　見たことはなかったが、王宮で読んだ文献の特徴にそっくり。暗くじめじめとしたところを好む魔物で、基本はおとなしいが攻撃的な個体もいるという。

　これは俺を攻撃しているのか？

　いや、ただ俺の周りをぐるぐる回ったり、ぴょんぴょん跳ねたり、こちらの様子を見てるだけだ。

　恐らくは、さっきの風魔法に驚いて出てきたのだろう。

　こうやって勝手に洞窟を掘り進めているわけだし、騒がしく思ったのかもしれない。

　どうしようか、こいつ？　害はないから、このまま気にせず採掘を続けてもいい。邪魔になることもないだろうし……。

　ペットみたいに考えておけばいい、そう思ったとき、助言者が口を挟む。




《テイムが可能な魔物がいます。テイムしますか？》




　テイム？

　たしか魔物を従える契約のことだ。人間なら、誰しもこのテイムを行うことができる。

　だが、そもそも魔物は敵対的なものが多いので、よほど変わり者の魔物相手でなければテイムできない。

　またサンファレス王国では、魔物が国内を歩くことは許されなかった。魔物は見つけ次第、王国軍によって討伐されていた。

　仮にいたとしても、兄弟たちにいじめられていた魔物のように、見世物目的で連れてこられるのがほとんどだ。

　なので王国でこの契約を行う者は、まずいないはずだ。

　とはいえ今ここで魔物を従えたところで、咎とがめる者など誰もいない。

　俺は弱い人間だ。なんとかこの孤独を紛らわしたい。もちろん、このスライムは何かを喋しゃべれるわけではなさそうだ。

　……でも、誰でもいいから近くにいてほしい。それに俺はもっと魔物のことをよく知りたい。

　俺は助言者に、頼むと念じた。




《テイムの完了には命名が必要です》




　名前か……。

　ここはシェオール岩礁に因ちなんで、シェオル……うーん捻ひねりがないな。

　少し変えて、シエルなんてどうだろう？




《命名完了。シエルをテイムしました》




　そうはいうが、特に俺とスライム……シエルに異変はない。

　シエルはただそこで跳ねているだけだ。

「よろしくな、シエル」

　挨拶をしてみるが、特にシエルは反応を示さない。

　当然だ。人間の言葉なんて理解できるはずもないし、喋ることもできないはずだ。

　だが、動く生き物が側そばにいるというだけで、俺もなんかほっとする。

　俺はシエルを自由にさせたまま、ピッケルをまた握った。

「それじゃ気を取り直して、採掘に戻るとするか！　岩が落ちるから、気をつけてくれよ」

　その後、疲れ果てるまで採掘を続けてしまった。

　俺は一人、魔鉱石が一〇〇個手に入ったとか、エメラルドが見つかったとか声を上げて喜ぶ。

　シエルはそんな俺を、ただ後ろから見つめるだけだった。




「あぁー、気持ちいいー……」

　俺は、洞窟の入り口でスライムを枕に寝ている。

　今はこのスライム……シエルをテイムしてから、三日が経った日の夜だ。

　この三日間、俺はひたすら採掘に励んだ。

　結果として、インベントリにある採掘物は、初日の三倍にもなった。

　魔力量を増やす魔鉱石だけはあまり増えていないが、これは手に入れたらすぐに消費するようにしているからで、もう五〇〇個近くは使ってるはずだ。

　だから、俺の魔力もその分、増えている。

　今では海に雷属性の魔法を放つだけで、狙った大魚が取れるほどだ。水属性の魔法なら、五樽たる分の水を降らすことができるだろうか。

　今の俺は中位魔法を軽々と使いこなせるようになったのだ。

　静電気だの、手汗だのと馬鹿にされていたのが今となっては信じられない。

　こうして俺は、早くも水と食料の問題を解決してしまった。

　しかもありがたいことに、テイムしたスライム、シエルは教えたことをすぐに覚えた。

　言葉は理解できないようだが、俺の身振り手振りを真似してくる。ベッドになってくれたり、洞窟内の移動の際に俺を乗せてくれたりと、至れり尽くせりだ。

　また、シエルの他にスライムを一〇体ほどテイムできた。

　残念ながら、彼らはシエルとは違って意思疎通が難しく、好き勝手にそこらへんをうろうろしてるだけだ。

　というより、このシエルが特別なだけかもしれないけど。

「シエル……その肩のところも頼む」

　俺が自分で揉もんでほしい部分を手で示すと、シエルは体をうねらせて肩を揉んでくれる。

「あー……そこ。そこだ……」

　とにかくだ。今俺はこの島でとても快適に過ごしている。

　生命の危機を脱した上に、〝採掘〟という生き甲が斐いができた。

　もちろん食事が魚ばっかじゃ飽きるし、あれこれ魔法で工夫したいところだが……。

　気がつけば俺はもう、採掘のことしか考えてなかった。

　希少な鉱物が、ピッケル一つでザクザク掘れてしまうのだ。こんな楽しいことは他にはない。というより、この島でできることって、現状それぐらいなのもある。

　……とにかく、明日も掘るぞ！

　俺はひんやりとしたシエルの上で、気持ちよく眠りにつくのであった。




　……うん？　なんだ？

　頬ほおをつんつんとされたので、俺は目を開く。

　起こしたのはどうやら、シエルのようだ。

　起き上がって外を見ると、まだ朝焼けの時間。波も穏やかで、気持ちのいい目覚めだった。

「おはよう……俺を起こしてくれたのか？」

　シエルは体を伸ばして、矢印の先端のような形を海側に向ける。

「何かあったのか？　あれは……」

　岩場には難破したボートがあった。俺の乗ってきたものではなく、木片が散らかっている。

　そしてその周囲には、人ならざる者が三体ほど横たわっていた。

　緑の肌の者……ゴブリンか。

　周辺に大型船は見えないから、どこからか漂流してきたか。身につけている毛皮もぼろぼろだ。

　ここも岩場とはいえ陸地だ。海を彷徨さまようよりは、はるかに安全。食料や水も手に入るかもしないと考え、上陸しようとしたのだろう。しかし、波に呑のまれてしまったか……。

　ボートの壊れ具合を見るに、相当な速さで岩に叩たたきつけられたようだ。

　これは死んでいてもおかしくないが、一応、生きてるか声をかけてみよう。

　こちらを襲ってくるかもしれないが、今の俺は中位魔法が使える。恐れることはない。

　俺は早速シエルを従えて、ゴブリンたちのところに向かった。

「……おーい、大丈夫かー？」

　大きな声で問いかけるも、誰も反応を示さなかった。

　よく見れば、皆血を流している……これはもう駄目かもしれない。

　一応、一体ずつ息があるか近寄って確認する。すると意外にも、三体とも息があった。

「……まだ、生きてるな」

　なんとか助けてやりたいが、相手は魔物のゴブリンだ。

　ゴブリンは部族を形成して生活しており、基本的に人間と敵対関係にある。だいたいの人間はゴブリンを見たら殺せと教わるし、逆もしかりだ。

　しかし一方で、人間と友好的な部族もいるという。どちらかの区別は難しい……。

　まあ今の俺なら魔法で対抗できるし、活動している洞窟の中は真っ暗で道も複雑。採掘中に後ろから襲われるなんてことはないだろう。

　それにこのまま見捨てるなんて、とてもできない。

　俺はすぐに回復魔法《リカバリー》を、ゴブリンたちにかけた。

　ゴブリンを白い光が包む。すると流血が止まり、息の調子も穏やかになった。

　専門家じゃないのでなんともいえないが、回復したのは確かじゃなかろうか？

　さて、やがて潮も満ちてくるだろう。このままでは彼らは波に攫さらわれてしまう。陽も強くなってくるし、洞窟に寝させてやるか。

　まずは……あいつが運びやすそうだな。

　人間の幼児のような大きさで、黒ずんだ緑の肌をしているゴブリンに俺は目をつける。三体の中では一番小さく、体も丸っぽいので楽に運べた。

　次にそのゴブリンより少し背丈の高い者を運ぶ。葉っぱのような青々とした緑の肌をしているが、皺しわも目立つので老人かもしれない。こちらもやせ細っていて、運ぶのは簡単だった。

　そして最後が困った。

　ゴブリンは小さいことで有名だが、こいつは俺よりも背丈が高い。

　しかも筋骨隆々で、ゴブリンというよりオークを思わせる見た目だ。

　どう持ち上げようか……うん？

　迷っていると、シエルが自分の体を広げ、この大きなゴブリンを洞窟まで運んでいった。

「いやあ。シエル、助かったよ」

　シエルはなかなか察しが早くなってきたようだ。

　こうして俺たちは、ゴブリン三体を洞窟の入り口に運び終えた。

　さて、どうするかな？

　俺は早く採掘に向かいたい……。

　看病の必要があるならさすがに行けないが、もう外傷も見当たらない。

　水と食料はあるわけだし、起きたら勝手に飲み食いしてくれるだろう。

　俺の手は自然とピッケルを握っていた。

「シエル……こいつらに何かあったら、教えてくれるか？」

　シエルは俺の声に頷いたりはしない。

　だから身振り手振りで、なんとなく伝えてみる。それが上う手まく伝わったのか、俺が洞窟を降りても、シエルはその場にとどまってくれた。

　……これで心置きなく採掘ができるぞ！

　俺は今日も、ピッケルで岩壁を叩くのであった。




　ゴブリンたちを救助した後、俺は地下深くで採掘に励んでいた。

「ふう……一度叩いただけでだいぶ掘れるようになったな」

　額の汗を拭ぬぐいながら、俺は呟つぶやいた。

　今の俺は、ピッケルをひと振りするだけで小さな寝室ほどの大きさを掘り出せるのだ。採れる資源も、一度で岩×一〇〇以上が普通になってきた。

「何か珍しいものは採れたかな……」

　昨日、新たに採れた資源は大理石ぐらい。そろそろ何か見たことのないようなものがあれば面白いが。

　俺はインベントリの情報を、助言者から聞き出す。

　すでに得ていた鉱石も着実に増えているが……二つほど見慣れないものがあるな。

　俺は助言者に頼んで、【洞窟王】の効果の一つ、鉱石図鑑を発動させる。




《輝石……輝きを失わない石》




　なるほど、つまりはずっと光る石ってことか。

　これは、洞窟を照らす松明たいまつ代わりになるかもしれない。

　俺には【洞窟王】による洞窟内での暗視スキルがあるので必要ないが。




《禊みそぎ石いし……使用することで、あらゆる呪いを解く》




　呪いか……。

　闇属性の魔法にはいくつか、呪いと分類される術がある。

　毒のように体を徐々に蝕むしばんで破壊していく〝浸しん蝕しょく〟という魔法が、その代表例だ。

　通常これらの呪いを解くには、神官が得意とする聖属性の魔法が必要になる。だが、呪いの種類や毒によって解呪法も違うので、魔力だけでなく高度な専門知識も必要なのだ。

　……とはいえ、こんな場所でこれが必要になるかな？

「まあいい、とにかく新しい石を手に入れたんだからな」

　そう、使えるか使えないかはあまり重要じゃない。見たこともない新しいものを手に入れるということが、快感なのだ。

「さあ、続けるか！　……うん？」

　肩を鳴らして張り切っているところに、液体が零こぼれるような音が響く。

　この音は……スライムが跳ねている音だ。

　俺が振り返ると、やはりぴょんぴょんとこちらに向かうスライムがいた。

「シエルか、ゴブリンたちに何かあったか？」

　スライムのシエルは頷くこともなく、早く乗れと言わんばかりに体を広げた。

　とりあえず一いっ旦たん中断して戻るとしよう。そろそろ腹も減ったことだし。

　俺はシエルに乗って、洞窟の入り口に戻るのであった。

　外の光が見えるようになったところで、野太い声が響く。

「離してくだせえ、姫！」

　それに応えるかのように、弱々しい叫びが響いた。

「やめてください、将軍！　勝手に誰かの食料に手をつけようなど！」

「姫の仰おっしゃる通り！　まずは交渉してからにすべきですぞ、将軍！」

　低い声の者も同調するように言った。

　何やら言い争っているらしいが、恐らく俺の食料についてだろう。

　俺はシエルから下りて、彼らの前に姿を現す。

　彼らはやはり先ほど救助したゴブリンだった。

　ゴブリンたちは皆、こちらに顔を向ける。

「だ、誰だ!?」

　野太い声のゴブリン──オークのような大柄のゴブリンが短刀を向けてくる。将軍と呼ばれていたのはこいつか。

　その顔は敵対的というよりも、俺を恐れているような感じだった。

　残りの小さく丸っぽいゴブリンや、しわくちゃのゴブリンも怯おびえているようだ。

　だが丸っぽいゴブリンは、すぐに弱々しい声で将軍を諫いさめる。

「しょ、将軍！　この方は私たちを助けてくれたのでしょう！　武器を下ろしなさい！」

「姫……それはできません。こいつは……やばい奴です」

　姫と呼ばれた丸っぽいゴブリンの呼びかけにもかかわらず、大柄なゴブリンは短刀を俺に向け続ける。
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　言葉が互いに通じるのは、彼らはサンファレス王国があるバーレオン大陸に住んでいたゴブリンだからだろう。

　バーレオン大陸には、いくつかの人間の国が存在する。

　だが、山脈や深い森などは人の手が及ばず、魔物の住処すみかになっていたりするのだ。

　そのバーレオン大陸で、人間と魔物双方で多く使われているのがバーレオン語。サンファレス王国の公用語もこれだ。

　しかし、やばい奴とは心外な。

　とにかく、敵対する意志がないことを伝えよう。

「ちょっと待ってくれ。俺はお前たちに何かしようなんて思ってないぞ」

「人間の言葉など、信じられるか！」

　ゴブリンは声を荒らげた。

　人間が信用ならない……彼らは人間を嫌うゴブリンなのかもしれない。

　でも、姫と呼ばれるゴブリンと、もう一体のしわくちゃのゴブリンは、将軍とやらを諫めるのに必死だ。争いを好まない可能性もある。

「何かを企たくらんでいるはずだ……でなければ、なぜさっきからお前は俺たちを笑っていやがる!?」

　将軍の意外な問いに、俺は首を傾かしげる。

「……え？」

　別に笑ってなどいないが……。

　俺はシエルを持ち上げて、体をまっすぐ伸ばさせる。

　すると、鏡のようにシエルは俺の顔を映し出した。

　そこには目をかっと開いて、口角をぎゅっとあげた男がいた。口は常に開いており、異常なほど猫背になっている。たしかに、この顔で敵意はないと言われても、信じる奴は誰もいないだろう。

　俺が王国にいるときは、こんな恐ろしい顔ではなかったはずだが……。

　恐らくだが、まだ数日とはいえ俺はここで一人だった。そして何かに取り憑つかれたかのように、ピッケルを振るった。他人の目もなく、採掘だけが楽しみで、もはや普通の人間ではなくなりつつあったのだろう。

　俺はいかんいかんと首を横に振って、表情と姿勢を正した。

「……すまん、失礼した。そんなことより腹減ってるだろう？　食料なら、そこの食べていいからさ」

　そう言っても、将軍は少しも表情を緩めない。

「……毒でも入っているのだろう？」

　そりゃ、そう思うか……。

　あんなヤバそうな顔した人間が、ピッケル片手に真っ暗闇から現れたのだから、簡単には信用してもらえないだろう。俺だって信用しない。

「うーん、じゃあこれならどうだ」

　俺は食料の入った樽から、パンを出して食べてみせる。

　そしてもう片方の手で、将軍にパンを差し出すが……受け取ってくれない。

　毒が入ってないと証明したつもりだったが、これでも駄目か。

　じゃあ今度は、と洞窟から出て、雷属性の中位魔法《サンダー》を海に放つ。

　すると魚が浮かんでくるので、それを《ウィンド》でこちらまで吹き寄せた。俺の目前で、魚が数匹ぴちぴちと跳ねる。

「これならいいだろう？」

　魚を手にして振り返るが、将軍はさらに難しい顔をしていた。

「それだけの魔法を使える人間がなぜ、俺たちをすぐに殺さない？　殺すなら、すぐに殺せ！」

　困ったな……魔法のせいでさらに不信感を強めてしまったか。

　俺、説得が下手だな。

　だが、どうすれば……。いっそのことこのまま洞窟に戻ってしまい、放置してみるか？

　俺が途方に暮れていると、姫と呼ばれたゴブリンが怒りを露あらわにする。

「将軍！　あなたはなぜ、いつもそう決断を早まるのです……うっ」

　姫と呼ばれたゴブリンは、言葉の途中で突如その場に倒れてしまった。

「姫！」

　将軍はすぐに姫の体をゆする。

「姫！　姫！　起きてください、姫！」

　しわくちゃのゴブリンも声をかけるが、姫は起き上がらない。

　二体のゴブリンは唖あ然ぜんとした顔になる。

「……将軍。残念ながら、もう姫は限界なのだろう。ここ最近、姫は何度も意識を失われていた。かつて隣の部族にかけられた、寿命を縮める呪いのせいであるのは疑いない……。もう、ワシらもここらでよろしいでしょう」

「だが……姫は我が族長の御息女であり、王族の唯一の生き残り……ここで諦めたら」

「そうだが、これ以上姫が苦しむのをワシは見とうない……将軍もそう思われませぬか？」

　しわくちゃのゴブリンは声を震わせた。

　将軍は涙を流しながらも、やがて決心したように頷いた。

「……ああ。せめて俺らの手で楽にして差し上げよう。そしてあの世で、俺たちはご先祖様たちから、罰を受ければいい……」

　えっと……なんだか全員で自殺する流れになってる？　事情はよく分からないが……そういや、呪いがどうとか言ってたな。

　俺はすぐに割って入る。

「待った待った！　呪いなら治せるかもしれないぞ」

　突然の俺の発言に、二体のゴブリンは目を丸くした。

　だが、将軍のほうはすぐに憤慨した。

「嘘をつくな！　俺たちはなあ、どんなことでも試したんだ！　人間に頭を下げたことすらあった……。だが、それでも……それでも、駄目だったんだ！」

　将軍は唇を噛かみしめる。

　敵対する人間にすら頭を下げる……この姫と呼ぶゴブリンを助けるためなら、どんな相手にも助けを求めたのだろう。

　……が、現実は無情。

　呪いは闇魔法の一種。術者の魔力によって、その威力も変わるのだ。きっと、とてつもなく強力な魔力が込められた呪いだったのだろう。

「……それは辛つらかったな……でも、まだ諦めるのはまだ早いんじゃないか？」

「何も知らねえ人間が、分かったようなことを言いやがる！　俺たちがお前ら人間に、どれだけ苦しめられたと思ってるんだ!?」

「ここで俺を殴って気が済むなら、そうすればいい。でも、その前にこいつを助けさせてほしいんだ」

　俺は助言者に、先ほど手に入れた禊みそぎ石いしを姫に使用すると伝える。

　すると、姫の体が光に包まれた。

「……な、なんだ今の光は？　お前、姫に何しやがった!?」

　胸ぐらを掴つかむ将軍に、俺は姫の様子を見ながら答える。

「落ち着け。今の光は、禊みそぎ石いしっていうあらゆる呪いを解く石を使ったからだ。俺も使うのは初めてで、どこまでの効果があるかは分からないが……」

「……石？　そんなものどこに？」

「ああ、えっと……それは後で話すよ」

　説明すると長くなる。というより、インベントリなんて信じてもらえないだろう……。

　そんなことより、姫の様子だ。一瞬、薄く黒い靄もやが体から抜けた気がしたが、起きる気配がない。

　効かなかったか、それとも効き目が表れるまで時間がかかるか。いや、待てよ……。

「確か、もう寿命も短くなってるんだったな。ちょっと待て……」

　そういえば、寿命を延ばす亀石タートルストーンというものがあったはずだ。呪いですでに寿命が減っていってしまったとしても、延命できるはずだ。

　非常用に一〇個残して、後の七九個を使うとしよう。




《亀石タートルストーン×七九を使用しますか？》




　ああ、頼む。

　使った……ようだな。インベントリから亀石タートルストーンが減っている。亀石タートルストーンは、使っても光などの反応は見られないようだ。

　代わりに、姫が「うん？」と目を覚ました。

「え……どうして？　私……もう、死んだんじゃ？　……」

「姫ぇっ！　ああ、俺らの姫が再び！」

　将軍は泣きながら、その場で崩れる。

　しわくちゃのゴブリンも、涙を拭い「よかった」と呟く。

「い、一体何が……え？」

　姫は、はっとした顔になった。何に驚いてるのかと思えば、すぐに自分の体のあちこちを触り始める。

「体が……痛くない？」

「今、なんと？　呪いで痛まないのですか？」

　しわくちゃのゴブリンも驚いたような顔で、姫に訊たずねた。

「ええ……やはり、私は死んでしまったようです。私たちはきっと、天国にいるのでしょう」

　姫は小さく笑みを浮かべると、やがて涙を流した。

「……これが……これが、痛くないってことなんだ」

　それからというもの、しばらくの間ゴブリンたちはただただ泣き続けるのであった。




「すっんませんしたっ！」

　将軍と呼ばれたゴブリンが、勢いよく地面に頭を下げた。

「我らを助けてくださったにもかかわらず、武器を向けるとは！　ああ、なんで俺はいつもこうバカなんだ!?」

　将軍は何度も頭を地面に打ち付ける。

「ま、まあまあ。俺も笑ってすまなかったよ……」

「何を謝られる！　俺らの姫の呪いを解いてくださったのです！　俺たちが謝り、感謝することはあれど、あなた様……あっ」

　将軍は俺の名前が分からないので、言葉に詰まったようだ。

「……ヒールだ。なあ、まずは自己紹介がてら食事といかないか？　俺も腹が減っていてさ」

「こ、これは失礼しました！　俺はベルダン族の将軍エレヴァンです！」

　それに続くように、姫と呼ばれたゴブリンも名乗る。

「私はベルダン族の王ローダンの王女〝リ〟です……」

「ワシはベルダン族の祈祷師シャーマン、バリスと申します」

　ベルダン族という名は聞いたことがある。

　サンファレス王国東部にあるベルダン樹海を住処としているゴブリンの集団だ。

　多数のゴブリンを抱えた一族で、地元の軍隊もおいそれと手が出せなかったはずだが、どうしてこんな場所にいるのだろうか。しかも、さっき王族の唯一の生き残りだとか……。

　まあ、質問よりも前に、こっちもちゃんとした自己紹介をするべきだな。

「俺は……その前に、こいつはシエル。スライムは、他にも洞窟にいっぱいいるから、よろしくしてやってくれ」

　俺は隣にいるシエルを撫なでながら続ける。

「……で、さっきも言ったが、俺はヒール。この島の一応の領主で、サンファレス王国の王子……だった人間だ」

　過去形なのは、今俺が王子なのかは不明だからだ。とっくに死亡者扱いされているかもしれないし。

　将軍エレヴァンが口を開く。

「王子？　なるほど、それであのような魔法の数々を」

「いや、魚を獲とったときは魔法を使ったけど、最後のは魔法なんかじゃないんだ。あれは採掘した石の効果なんだよ」

「石？」

「まあ、見えなきゃそう思うよな……よかったら、後で見せるよ。そんなことより、お前たちはどうして、このシェオール岩礁に？」

　エレヴァンは悲痛な顔で答えてくれた。

「それは……我がベルダン族は、オークどもに故郷を焼き払われたのです。王やその子供は、ここにいる〝リ〟様を除いて、皆亡くなられた。それから我らはここ一年、住処を求めてバーレオン大陸を放浪しておりました。しかし、我らを受け入れる部族はなく、人間には追われ……残った八〇〇名の仲間と何隻かの船を造り、一か八か新たな大陸を目指すことにしたんです」

　だが、船は沈んで……というところか。

　ゴブリンの祈祷師シャーマンバリスが続ける。

「今では、ワシら以外の者たちの安否すら分かりませぬ。いや、元々あんなボロ船、すぐ沈むはずだったのじゃ。だから、ワシは止めたのに……」

　多分、計画を推し進めたのは、将軍のエレヴァンなのだろう。

　エレヴァンはそれに責任を感じているのか、暗い顔をしたまま何も言い返さなかった。

　そこに、姫である〝リ〟が口を開く。

「バリス、もうエレヴァンを責めないでください……どちらにしろ、私たちの運命は陸にいても同じだったでしょう」

「そうですな……姫、失礼しました」

　今度は俺に向かって、〝リ〟が頭を下げた。

「ヒール様。私を……私たちを助けてくださり、本当にありがとうございます！　このご恩は、とても返せるものではありません。そもそも、魔物である私たちにここまで親切にしてくださるなんて……」

　魔物、か。

　俺の手は、無意識のうちに胸にあるお守りの瓶を握っていた。

「……いや、いいんだ。それとだが、お前は……」

　仮に〝リ〟の本当の寿命が今日だったとして、亀石タートルストーンが延ばした日数は七九日。呪いは消えたらしいので、これ以上縮むことはないだろうが……。

　〝リ〟はうんと頷く。

「分かってます。どちらにしろ、私の命は長くないのでしょう……それでも、私はこんなに嬉うれしいことは初めてです。ずっと痛かった体が、今は全く痛くないのですから」

　〝リ〟は穏やかな顔で、胸の前に手をやった。

　エレヴァンやバリスは複雑な心境なのか、わずかに微笑ほほえむだけだ。

　ずっと苦しめられてきた呪いから解放された。それだけで、〝リ〟は嬉しいのかもしれない。

「……そうだな。今のままじゃ、確かにお前は長くないだろう。でも、この島にいればそれも解決できるかもしれないぞ」

「え？」

「まず呪いを解く禊みそぎ石いし、その次に、俺は寿命を延ばす亀石タートルストーンを使ったんだ。その亀石タートルストーンが、まだこの地下には大量に眠っているはずだ。これがあれば、いくらでも寿命は延ばせるかもしれない」

　俺の言葉に、エレヴァンが身を乗り出す。

「そ、それは本当ですかい、ヒールの旦那!?　そんなものがこの世にあると!?」

「ああ、実際にさっき使ってみせただろう？　それにちょうど俺の力で加速度的に採掘量が増えていたところだ。三日分でこれだ。この調子で一週間も掘れば、一年以上の寿命は稼げるんじゃないかな？」

　エレヴァンはバリスと顔を見合わせる。

　すると、バリスが俺に頭を下げた。

「ひ、ヒール殿……虫がいい話とは思いますが、その亀石タートルストーン、ワシたちにもどうか掘らせていただけないでしょうか？」

「ああ、いいよ」

　俺があっさり即答したことが、エレヴァンとバリスには信じられなかったようだ。

　だが、次第に理解したようで、二人ともその場で頭を何度も下げる。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　その一方で、〝リ〟は目を丸くして訊ねる。

「ど、どうして……そんな貴重な物を私たちに分けてくださるのですか？」

「いやいや、どうせ使う機会なんて、そうそうなかったし。俺は掘るのが目的で、使うのは目的じゃないんだ。それに、俺も一人じゃ寂しかっ……あ、えっと」

　俺は〝リ〟が涙を流していることに気がつく。

　そりゃ誰だって死にたくない。生きる希望が見えれば、嬉しいはずだ。

　〝リ〟は頭を下げて一言、「ありがとうございます」と言った。

「俺も一人だったから、話せる相手が来てくれて嬉しいよ。俺のほうこそ、ありがとう」

　俺がそう言うと、三人はいやいやと慌あわてる。事実、久々に誰かの声が聞けて嬉しいんだがな……。

「……しかし、どうするかな？」

　俺がここまでサクサク掘れるのは、ひとえに【洞窟王】の効果によるものだ。

　ピッケルはいくつかあるが、渡したところでたいして掘れないだろう。ましてや、変なところを掘って落盤でも起こされたら元も子もない。

　助言者……何か、いい方法はないかな？




《現在の【洞窟王】の効果により、テイムした魔物に能力の一部を与えることが可能です》




　具体的には俺同様、採掘スキル向上、採掘に有効なスキルが付与されるらしい。ただし、その効果は【洞窟王】を持つ本人ほどではないようだ。

　また、インベントリ、自動回収、暗視スキルなどは現時点では共有不可能だそうだ。

　なるほど……とりあえずはテイムの必要性があるってことか。

　しかし、ゴブリンはスライムとは違うし、人間にテイムされるのは、抵抗があるかもしれない。まあ、聞くだけ聞いてみよう。

「だが、掘るには条件がある。俺にテイムされてくれ」

「そ、それはつまり、ヒール様の配下になれと？」

「命令をするつもりはないが……。テイム自体が嫌なら、もちろん断ってくれていい。その場合、お前たちが安全に採掘できる保証がないから、掘るのは許可できないけど、俺が掘った亀石タートルストーンは好きなだけ分けるよ」

「いやいや！　ここまでしていただいて、さらにわがままを言うのです！　俺とバリスはもちろん、お仕えさせていただきます！　だが、姫だけは……」

　エレヴァンがそこまで言うと、〝リ〟も口を開く。

「ヒール様！　私も失礼でなければお仕えさせてください！」

　エレヴァンは待ったと口を挟む。

「ひ、姫！　しかし、あなたは王女ですし……」

「皆が私のために動いてくれるのです。私も何かしなければなりません。それに、ヒール様にはご恩もあります！」

　〝リ〟は俺のじっと見つめ、こう続ける。

「だから、ヒール様にお仕えして、ご恩をお返ししたい……。微力な私に何ができるかは分かりませんが……」

　〝リ〟の毅き然ぜんとした態度に、エレヴァンとバリスは驚いている。

「姫……」

「ヒール様。どうか、どうか私をあなたの配下にしてください。どうか新たな名を、私に」

　まだ人の幼児ぐらいの背丈である〝リ〟は、俺を真剣な眼差しで見つめた。

　新たな名前というからには、テイム自体がどういうものかは分かっているのだろう。

　弱ったなあ……こういうのは苦手なんだが。まあ、やめたくなったら、やめてもらえばいいだろう。

　テイムによって結ばれた主従関係は、主人側の意思でいつでも解除できる。逆に従えられた者は主人の許可なく関係を反ほ故ごにはできない。

　だけど、俺は〝リ〟たちが関係を解除したいと申し出れば、いつでも応じるつもりだ。

「……分かった。じゃあ、テイムさせてもらうよ」




《テイムが可能な魔物がいます。テイムしますか？》




　相手の同意も得られたようだ。

　さて命名だが、これはもちろんテイム前の名前のままでもいい。なので、そのままの名前で済ませる。

「これよりこのエレヴァン、ヒール殿を大将と呼ばせていただきます」

「このバリス、老齢なれど、精一杯お仕えいたしましょう」

「ああ、よろしく」

　そして最後に〝リ〟のテイムだが……。

「ヒール様、お許しいただけるなら、新たな名前を頂きたいのです。その、私の名前ではヒール様も呼びにくいかと思いますので」

「いやいや、そんなことないよ。それに前からの名前のほうが色々と……」

「駄目……でしょうか？　いえ、わがままを言って申し訳ございません！」

　〝リ〟は少し残念そうに、俺を見つめる。まあ、確かに俺からすると、〝リ〟は短すぎて呼びにくい。

「そこまで言うなら……うーん、そうだなー……リエナ、とかどうだろう？」

　俺がそう言うと、リエナが顔をにぱっとさせた。

「リエナ……リエナ！　それが……私の新しい名ですね。このリエナ、この身の全てを捧ささげて、ヒール様にお仕えいたします！」

「あ、ああ。三人とも、よろしくな！」

　こうしてリエナたちは俺にテイムされることとなった。

　皆、改めて俺に跪ひざまずく。

　部下にするつもりだったわけじゃないんだが……まあ、いいか。

「……まあさ、難しく考えるより、何か食べてから実際に掘ってみようじゃないか？」

「「「はい！」」」

　本心は、俺が採掘に早く戻りたいだけ。ピッケルを振ってないと……なんだか動どう悸きがするのだ。

　俺たちは魚を焼き、樽の堅パンを出して食事を始める。

「さあ、焼きあがったぞ！　いっぱい食べてくれ！」

「おお、焼いた魚だ……」

　エレヴァンはごくっと喉を鳴らした。

　バリスも感慨深そうに呟く。

「焼いた料理自体、久々ですからのう」

　リエナは焼き魚に目を輝かせ、頷いた。

「ええ……あの狭い船の上では、とても火は使えませんでしたからね」

「そうだったか。じゃあ、パンも焼き直すから、ちょっと待って……と、喉を詰まらすんじゃないぞ。急がなくても、まだまだいっぱいあるんだから」

　三人は魚やパンを口に運びながら、「はい！」と応じた。

「ああ、美お味いしい……！　いつぶりの食事だ！」

　エレヴァンは満面の笑みで、ばくばくと食べる。

「しょ、将軍。少しは遠慮を……。」

　エレヴァンの食べっぷりを申し訳なく思っているのか、一方のリエナはお行儀よく食べていた。

　だが、リエナもやはり空腹だったのか、すでに三匹ほどは口にしてるようだ。

　リエナは三匹目を食べ終えると、俺にぺこりとお辞儀した。

「ありがとうございます、ヒール様。でも、私たちはこんなもので……」

「配下の身で、あまり頂くのも失礼ですからのう」

　バリスがそう呟くと、エレヴァンがあっと言ってすぐに魚を食べる手を止めた。

「いやいや、好きなだけ食べてくれ」

「しかし……」

　遠慮するリエナの横で、エレヴァンは「ありがとうございやす！」とすぐにまた魚を頬ほお張ばるのであった。

「しょ、将軍！」

　リエナは将軍をなんとか遠慮させようと、あたふたとしている。

　なんというか、慎つつましい子だな……。

　俺はリエナに、新しい焼き魚を手渡す。

「はい。遠慮するなって。さっきも言ったが、魚はいっぱいあるからさ」

「ヒール様……何から何まで、ありがとうございます」

　リエナは目を濡ぬらすと、もう一回深く頭を下げ、俺から魚を受け取った。

「待ってて。今、パンも焼き直すからさ」

　俺はそう言って、もっとパンや魚を焼く。

　皆、相当腹をすかしていたみたいだな……よかった。

　三人は腹いっぱいになって食べ終わると、俺に向かって声を揃そろえる。

「「「ごちそうさまでした！」」」

「どういたしまして。それじゃあ、そろそろ行こうか？」

　俺は道具箱にあったピッケルを皆に渡して、地下へと進んだ。

　だが、バリスが言う。

「ひ、ヒール殿、明かりもなしに危険では？」

「え？　あ、そうか。暗視スキルは俺だけだったな……」

　明かりがないんじゃ、掘るのはなかなか難しいだろう。

　松明でも作るか……あ、そういえば。

「ちょっと待っててくれ」

　俺は入り口に戻り、持ってきた物資から松明用の木の棒を三本取り出す。

　そしてインベントリから、先ほど手に入れた輝石を三つ取り出した。

　消えない光を放つという輝石。これを使えば火種の交換の必要もないし、燃え広がったりする危険もない。輝石を紐ひもで棒の先に括くくりつければ……消えない松明の完成だ。

　普通の松明より、広く明るく照らせるようだ。リエナたちのためにも、道中に設置する用として大量に用意したいところだな。

「い、今、その石をどこから出されたのです？」

　バリスが恐る恐る訊ねる。

「えっと……説明すると長くなるな。降りながら話すよ。はい、これで周りも見やすくなるだろう」

　俺は松明を皆に配り、まずは地下に降りることにする。

　そしてインベントリの説明や、自動回収について教えた。

　だが、いまいち何を言ってるか伝わらないようで、みんな首を傾げる。

　無理もない。掘ったものが自動的に目の見えない場所に保管されるなんて、誰も信じないだろう。

「まあ、実際に見たほうが早いかな……ここらへんがいいだろう。ちょっと見てて」

　俺は岩壁の前で立ち止まり、ピッケルを振り上げる。

「白い光が見えるか？　そこを叩けば安全だから、そこに振るうんだが……えい」

　早速、掘ってみる。

　すると、小さな個室ほどの岩が一気に崩れた。そしていつものように、岩はすぐに光に包まれ、どこかへと消える。

　皆、驚いたような顔でそれを見ている。あまりに大きく岩が崩れたのが信じられないのか、何度か目を見開いたり、周囲を見回したりして消えた岩を探している。

　まあ、そんな反応になるよね……俺から見ればもういつもの光景だが、普通じゃ考えられないもんな……。

　リエナが訊ねる。

「い、一体何が!?」

「これが、俺の紋章【洞窟王】の力だ。普通じゃ考えられないぐらいの大きさの岩を掘れるし、岩を未知の空間に保存できる」

「紋章？　紋章なんかで、このようになるのですか!?」

　リエナは驚くように言った。

　リエナたちも紋章のことは知っているらしい。

　紋章は人だけのものではなく、一部の魔物も生まれながらに授かる。彼らもまた、紋章を持っているのだろう。

　あとでそれぞれの紋章を聞いてみるかな。

「ああ、この紋章の力のおかげだ。この力を皆に分けるために、テイムが必要だったんだ。最初からこうはいかないだろうけど、慣れれば皆もこれぐらいは掘れるようになると思うぞ」

　俺が言うも、皆、理解が追いつかないような顔をする。

「とにかく皆も掘ってみればいいさ。あ、でも自動回収はできないんだった。俺が近くにいれば回収できるだろうけど……」

　すぐに回収する必要はないかもしれないが、足元が危険だしな……うーん。

　俺はそこらへんでたむろしているスライムに気がつく。

　そしてその中には、シエルもいた。

「……シエル、ちょっといいか？」

　その言葉に、シエルは俺の前に進み出た。

　またもや身体言語で、俺はシエルにあることを頼む。

　シエルは何も言わず、スライムたちのもとに戻った。

　理解したかは、実際に行動してみないと分からないな。

「よし、とにもかくにもやってみようぜ。習うより慣れろだ」

「はい！」

　俺の声にピッケルを振るい始めたゴブリンたち。

　俺はというと、少し離れてそれを見守った。

「うんうん。その調子だ！　お？」

　スライムたちがゴブリンの足元に落ちた岩を俺の近くに運んでくる。なので、俺は自動回収機能で、それらを回収した。

　うん、どうやら上手くシエルに伝わったようだ。他のスライムたちに、俺の近くまでゴブリンの採掘物を運ばせるよう伝えてくれたらしい。

　ゴブリンたちもピッケルを振るいながら、スライムの働きに感心している。

　これで、足元の心配もなくなったな。

「よーし！　どんどん掘るぞ！　疲れたら、各自勝手に寝るなり休むなりしてくれ！」

　ゴブリンたちは俺のかけ声に、おうと応じる。

　それからしばらく、俺たちは採掘に勤いそしむことになった。

　この日から、洞窟内は一気に賑にぎやかになるのであった。
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「はあー、ひと働きした後の水はやっぱ最高だな！」

　俺は水をごくっと飲み干して、そう言った。

　ゴブリンたちを仲間にして三日目の夜。

　洞窟の入り口で、俺たちはこれから晩御飯にしようとしていた。

　大柄なエレヴァンが、同調するように頷うなずく。

「ええ！　水が酒のように美お味いしく感じますぜ！　まさか採掘がこんなに楽しいことだとは、思いもしませんでした！」

「うんうん、そうだろ、そうだろ」

　エレヴァンも採掘にハマったことに、俺は思わず嬉うれしくなる。

　また、俺たちと一緒に輝石の山を囲んでいるバリスも上機嫌だ。

「まさか、ワシのような老人でもここまで掘れるとは思いませんでした。姫の寿命も順調に延びていますし、掘り甲が斐いがあるというものですな」

「ああ、リエナの寿命を延ばすって目的があると、また違う達成感があるかもな……。そういや、今日の亀石タートルストーンはどれぐらい掘れたかな」

　俺はインベントリを開いてみる。

「輝石は順調……亀石タートルストーン……おお、結構採れてるぞ」

　亀石タートルストーンだが、一昨日と昨日の収穫分はその日のうちにすぐリエナに使った。今日の分を合わせれば、リエナの寿命は二年を超えるはずだ。

「皆さん、お待たせしました！　今日はリンゴのパイですよ！」

　そう言いながら、リエナは岩場に設けた調理場から戻ってくる。

　この三日で、俺は島にいくつか施設を作った。

　一つは調理場。

　岩を積み上げた簡単な台所だ。小さな窯もあって、そこで火をおこせるようになっている。

　二か所目は、手洗い。

　洞窟の一か所に横穴を設け、下に穴を開けた個室を作った。定期的に、俺が火属性の魔法で全てを焼き払っている。

　そして最後に貯水池。

　俺一人なら、水を飲むときも体を洗うときも、ただ水魔法を使えばよかった。しかしリエナたちは魔法を使えないので、皆が使いやすいように水を溜ためておくことにしたのだ。

　まあ施設とはいったが、採掘した鉱石を使用しているだけで、正直そんな大層なものじゃない。

　しかも、見事に灰色ばっかだしな……。

　ここには圧倒的に植物由来の資源が不足している。持ち込んだ物資や流木からでないと、薪まきや木材が得られないのだ。

　それは、食材も同じだ。

「お、姫のアップルパイですか！　こりゃ楽しみだ！」

　エレヴァンは、待ってましたと両手を上げた。

　俺も同調するように呟つぶやく。

「おお、今日も美味しそうだな！」

「ヒール様のお口に合えばよろしいのですが……」

　そう言って、リエナはアップルパイを乗せた皿を俺に差し出した。

　どうやら、リエナは調理が得意のようで、とてつもなく料理が美味しいのだ。

　一昨日は魚と野菜のスープ、昨日はエビと貝のグラタンだったが、いずれも絶品。

　俺は料理なんて、何かを焼くか煮るしかできないから、これは本当に嬉しい。

「昨日も一昨日もあんなに美味しかったんだ。口に合わないわけがないよ」

　早速、俺は焼きたてのアップルパイを頬ほお張ばる。

　……うん、美味しい。確実に、そしてはるかに、俺が食べてきた王宮のどんな料理よりも美味しい。どうしたら、こんなにリンゴが甘くなるのだろう？　リエナはやはり、料理の天才だ。

　だがこれは、俺が持ち込んできた食材から作られている。

　バターや砂糖、小麦粉──父である王が手た向むけとして俺に渡したものだ。もちろん、料理が分からない俺に、食材は宝の持ち腐れ。あのままでは単に食材をそのまま食べるしかなかった。

　しかし、リエナが来てくれたことで、この食材は大いに活かされることとなった。

「リエナ、小麦粉ってもうあまりないよな？」

「そうですね……同じパイを作るとしたら、あと二回分かと」

「そうか……」

　せっかく美味しい食事がこれからも食べられると思ったのに、材料がないんじゃな……。

　そう、食料も圧倒的に不足しているのだ。

　厳密に言えば、食料の種類というべきか。食べるものという意味では、魚はいくらでも取れるのだから。

　でも、さすがに毎日魚だけでは飽きる。何かほかに、この島でも取れる食材が欲しいが。

　しかしここは、岩肌が剥むきだしの孤島。

　木も小麦も取れないどころか、土がないので育てることもできない。

　島にないものは、どっか島の外から手に入れるしかないよな。でも、船もなかなか通らないし……。

　頭を悩ます俺に、リエナはこう元気づける。

「わ、私、魚や貝だけでも、ヒール様にご満足いただけるように頑張りますから！」

「リエナ……ありがとう。でも、無理はしないでくれよ。採掘も俺たちに任せてくれたっていいんだから」

「いいえ、採掘も料理も、精一杯頑張ります！」

　リエナは体型が丸っぽい、薄暗い緑の肌のゴブリンだ。

　エレヴァンやバリスが明るい緑の肌をしていて、比較的端正な顔立ちをしているのと比べると、いまいちぱっとしない。でも、愛あい嬌きょうがあって頑張り屋なのが、なんだか可愛かわいらしい。

「なら、俺ももっと頑張らないとな……よーし、腹ごなしにひと掘り行ってくるか」

　俺は立ち上がり、体を伸ばす。

　すると、エレヴァンが言った。

「大将、俺もお供いたします！」

「私も行きます！」

「ワシも行きましょうぞ」

　リエナとバリスも、同調するように立ち上がろうとした。

「おいおい、俺と皆じゃ採掘の疲労を軽減する効果も違う。もう、へとへとだろう。スライムたちもお疲れ気味だし、今日はもう休め」

　しかし、と口にする三人に、俺は冗談っぽく「領主命令だ」と言ってみる。

　三人とも、輝石の周りでだらんと伸びているスライムたちを見て、俺に渋々頷いた。

　エレヴァンが少し残念そうにしながら口を開く。

「かしこまりました……それでは、お言葉に甘えさせていただきますぜ」

「うん、よろしい。それじゃ、俺はちょっとひと掘り行ってくる」

　俺はピッケルを片手に、再び奥へと潜るのであった。

　途中、スライムのシエルが乗れと誘うので、それに甘える。

　そして深くまで潜ると、俺は一心不乱に採掘を……できなくなっていた。

　ピッケルを振りつつも、採掘に集中できないのだ。

　さっきも考えていたように、複数人で暮らしていくなら、もっと資源が欲しい。食料や木材の不安もそうだが、いずれ俺の服もぼろぼろになるはずだ。

　うーん、まさか一周回って領主みたいな悩みが出てくるとは……。

　とりあえずやれることを増やすためにも、新たな石を狙ってみたり、魔鉱石で魔力を増やそう。

　あとは交代で、やはり船が通るか見張りをしてもいいかもしれない。宝石などとの交換で、食料や物資を得ることもできるだろうし。

　そんなことを考えながら、ピッケルを振ったときだった。

　いつものように岩が崩れたが、その前には広い空洞があったのだ。

　何だここ？

　空洞に入って周囲を見渡すと、天井と壁は夕日のように光る石で埋め尽くされていた。

　そして足元が柔らかいことに気がつく。

　これは……土か？

　足元は、なんと土になっていた。

　王国の神官が言っていたところによると、土は太陽の恵みで出来ており、地表にしかないはずだが……え？

　突然、黒い物体が目の前に現れたので、俺は思わず顔を上げた。

　するとそこには……俺の何倍もの大きさの黒い蜘く蛛もが。

　蜘蛛はいくつもある赤い目で俺を凝視してくる。

　これは死んだ、間違いなく死んだ。元々俺、蜘蛛は苦手なんだ……。

　だが、立ち止まっているわけにもいかない。俺はとっさに右手を蜘蛛に向け、魔法を放とうとする。

　攻撃してくるか？

　しかし、そんな予想とは裏腹に、蜘蛛は慌あわてて空洞の奥へ逃げていった。

　そこには、小さい、といっても俺と同じぐらいの大きさの蜘蛛がいた。

　なるほど、子供を守ろうと戻ったのか。だが、まさか俺みたいな小さい人間に怯おびえるなんて……。向こうから仕掛けてくる気配はないな。

「え、えっと……なんかごめん。ここ、君たちの住処すみかだった？」

　声をかけるが、怯える蜘蛛の代わりに助言者の声が聞こえる。




《テイムが可能な魔物がいます。テイムしますか？》




　え、魔物だったの？　というより、どうして可能になった!?




《魔物は戦意を喪失。テイムが可能です》




　いやいや、まだ何もしてないけど……。

　だが、人見知りというか人間慣れしてないだけかもしれない。

　ううむ。どうしようか？　このまま、見なかったことにするか？　だが、どうせなら……。

「えっと……俺の仲間にならないか？」

　俺はピッケルを置いて、蜘蛛の前に歩み出た。

　すると蜘蛛は恐る恐る、俺に前脚を差し出す。

　ふさふさの黒い毛におおわれた前脚が俺に触れる。体は、意外にもふもふしているようだ。

　最初は蜘蛛が苦手ということもあり、怖く見えた。

　しかし、よく見れば体や脚に白い縞しま模も様ようが入っており、なんだか可愛らしい。

「えっと、いいってことかな？　よし、じゃあ……タランなんてどうだろうか？」




《命名完了。タランをテイムしました》




　よく分からないが、蜘蛛の魔物が仲間になってくれた。

　そして助言者によれば、タランの子供たちもテイムできるらしい。

　なので、他の蜘蛛三体も仲間にする。

　三名分の名前を考えるのは、意外に時間がかかるな。

　そんなことを思っていると、助言者から新たなスキルを付与すると告げられた。

　どうやら一定以上の経験を得たため、【洞窟王】でできることが増えたようだ。

　それで、新たなスキルというのは……。




《工房ワークショップスキルを付与。インベントリ内の採掘物を加工、合成できます》




　本当か!?　すると、鉄鉱石を普通の鉄にできたりする？

　鉄に加工できれば、もっと大きいピッケルを作ったり、軽いピッケルを発明したり、格好いいピッケルを生み出せる！




《鉄鉱石を鉄に……製鉄と認識。製鉄が可能になるには、更なる経験が必要です》




　なんだ……それじゃあ、何ができるんだ？

　期待していた効果は得られず肩を落とす俺に、助言者は現時点で可能な加工と合成の品目を表示してきた。

　頭に浮かんだそれらの品目は──石材、砂、大理石材。

　え？　それだけ？

　拍子抜けする俺だが、説明を聞くと石材だけでも奥が深かった。

　石材を作るためには、採掘物の岩を消費する。

　その際、大きさや形を自分好みに指定できるらしい。

　通常、インベントリの岩×一は、一㎏という単位の石材に相当するという。

　例えばこれを組み合わせて、さらに大きなものを作ることもでき、形も真四角から細長いもの、球や円柱など様々な形を選べた。

　自分の頭に思い描いた、複雑な形も作成可能だ。

　つまり、石像やおしゃれな柱なども作れる。

　とはいえ、俺のセンスでは大したものは作れそうもないが……。

　まあ、とにかくだ。

　これならもう、何かを作るときに不ふ揃ぞろいの岩を慎重に積み上げる必要もなくなる。

　大理石材も、石材同様に自由なものを作れるようだ。

　また砂も岩から作ったものと他の採掘物とを組み合わせることで、色や手触りを変えることもできるらしい。

　加えて、この作った石と砂を合成することで、砂利を作れるという。

　石材と砂かと、最初はつまらなく思った。

　しかし工夫次第では島の面積を広げることだってできる。

　そもそも、加工に人手がいらないということが何よりの強みだろう。ただ岩を四角にするだけならまだしも、大岩を削って柱にするのは結構な時間がかかるはずだ。

　そして助言者は、もう一つのスキルを説明する。




《彫刻デザインスキルを付与。採掘の際、手で触れている箇所を自由な形に成形できます》




　今、採掘した後の場所は、ごつごつとしている。

　だが、これを使えば、壁や地面を平へい坦たんにできる。

　もちろん、意図的に傾斜をつけることもできるだろうし、階段にすることも可能だ。

　つまり、上陸の難しいこの島の岩場も綺き麗れいにできるってことか？




《【洞窟王】によるスキルは、現在は洞窟内のみでしか発動しません。経験を重ねることで解放されます。また、工房ワークショップスキル、およびインベントリからの取り出しは、洞窟外でも可能です》




　そっか……でも、とりあえずは十分すぎるぐらいだな。

　岩場には砂を撒まいて、なだらかにしたっていい。

　いずれにせよ、これらのスキルも加わったことだ。ちょっと島の改造計画を練ってみるか。

　ちなみにテイムしている魔物たちにも、暗視スキルが付与されるようになったらしい。これで、彼らもより明るい環境で作業ができるだろう。

　……っと、その前にこいつらのことを忘れてたな。

　新たにテイムした蜘蛛の魔物たちが、じっとこちらを見ている。

「ああ、悪い悪い。俺はヒールっていうんだ。とりあえず、俺は地上に戻るよ。もしよかったら皆にも紹介するから、ついてきてくれ」

　って、通じるわけないか……。

　まあ興味が湧いたら、勝手に出てくるだろう。

　テイムの契約では、従魔がテイマーへ危害を加えようとする行為を禁止している。また、同じテイマーの従魔同士が互いを傷つけることはない。

　命令に従うか従わないかはテイマーと従魔の関係次第だが、この二つは契約によって強制されていることだ。だから、この蜘蛛がゴブリンやスライムを攻撃することは不可能なのだ。

　現に、スライムのシエルは、蜘蛛の頭に乗ったりして戯れている。

　蜘蛛も、そんなシエルの柔らかい体を長い前脚で軽くつつくだけだ。

　テイムの制約ということ以上に、互いに興味があるらしい。

　とりあえずリエナたちにも知らせに行くか。元々軽いひと掘りのつもりだったし、新しいスキルが手に入ったから今日はもういいだろう。

　空洞を出て振り返ると、そこにはトコトコとついてくる蜘蛛たちが。

　どうやら一緒に来るらしい。

　だが、この坂道。子はまだしも、親は狭そうである。

「あー……ちょっと、待っててくれ」

　俺はさっそく新しい彫刻デザインスキルを試すことにした。ピッケルで坂を少し掘り下げ、道を広くしながら登っていく。その際に、中央を階段状、脇をなだらかな斜面にしながら。

　これで蜘蛛も通れるし、俺もより歩きやすくなるな。

　そうして入り口に着くと、まだゴブリンたちが輝石を囲んでいた。

「おお、大将！　徐々に近くなる、ピッケルの心地よい音色が聞こえましたぜ！　俺もやっぱりひと掘りしに行こうかと思ってたところです」

　エレヴァンがにっこりと俺に振り向く。

　だがすぐに、その顔は恐怖へと変わった。

「え……え？　うっ、うわあああああっ!?」

　エレヴァンだけじゃない、リエナやバリスも怯えている。

　ど、どうしたっていうんだ？　あ、後ろの奴か……。

　振り返れば、赤く光る眼がいくつもあった。言うまでもなく、タランたち蜘蛛の目である。

「た、大将っ！　後ろ！　後ろ!!」

「落ち着け、エレヴァン。こいつらは今しがた俺の仲間になった奴らだ」

「な、仲間っ!?　こいつらがですかい？」

「ああ。掘った先に空洞があってな。そこにいたんで、仲間にしたんだ」

「そ、そうでしたか……すいません、俺、蜘蛛が苦手で」

　ほっと、エレヴァンは胸を撫なで下ろす。

　リエナとバリスも、なんだそういうことかと安心した様子だ。

　一方のスライムたちは、タランの頭に乗ったシエルの真似をしようと、蜘蛛たちに向かっていた。

　そんな中、バリスが不思議そうに呟く。

「……それにしても、驚きましたぞ。彼らはケイブスパイダーかと思いますが、まさかここまで大きなものたちがいるとは」

「とすると、大陸のケイブスパイダーはもっと小さいってことか？」

「いかにも。普通のはワシとそう変わらぬ高さです」

　バリスが言うには、俺の腰ほどの高さが、普通なのだそうだ。

　それでもだいぶ大きいと思うけどね……。

「俺はケイブスパイダー自体、今日初めて見たからなあ。確か、洞窟や廃坑に出る魔物だったっけ」

「ええ。非常に凶暴で強力な毒を持っています。吐き出す糸は鉄よりも強度が高く、しかしよく伸びると言われておりますな。我々ゴブリンもよく洞窟を隠れ家にしましたが、彼らに殺された人間や魔物の骨はよく見ました」

「へえ……」

　おとなしい奴らかと思いきや、実際は結構凶暴らしい。

　まあ、見た目は確かに怖いしな……大きいし。

「ゴブリンの間では、洞窟の奥に土があったら気をつけろとよく言われております。その土は実はケイブスパイダーの……その……」

　バリスは知恵者だから、言葉を選ぼうとしてるのだ。

　要は土の正体は、この蜘蛛たちが排出したものなのだろう……。

「だいたい分かるよ……空洞の下は一面、それだったからな」

　まあ特に匂いもないし、実際本当の土みたいだった。蜘蛛の出したものだし、そこまで気にはならない。

　バリスは頷く。

「そうでしたか……。ですが、それは朗報ですな」

「え？」

「彼らのそれは、普通の土よりもよく作物が育つと言われております。太陽がなくても小麦が育つなどと言われているぐらいです。さらに蜘蛛糸を混ぜ込んでおるので水が抜けにくく、砂漠に混ぜても育つとか」

「ほう。でも、なんでわざわざ蜘蛛糸を混ぜるんだろうな？」

「ケイブスパイダーはキノコを自分で栽培するのですよ。人間や魔物の肉も食べますが、主食はきのこです」

　人の肉も食べるのか……。

　リエナは挨拶がてら「お腹すいてませんか？」と焼き魚をタランに差し出している。

　するとタランは遠慮することもなく、一瞬で焼き魚を前脚で掴つかみ取った。

　それを見たタランの子供たちも、リエナに群がり魚を求める。

　リエナは少し怯えるが、すぐにあたふたと新たな焼き魚を用意しに行った。

　キノコがあれば生きていけるが、肉や魚も嫌いじゃないということか。もちろん、あの空洞の中じゃ、肉も魚も食べられなかっただろうが。

「なるほど……だから、あんな隔絶された中でも、あいつらは生きてこられたんだな」

　そしてバリスが朗報と言ったのは、この島でそんな土が手に入れられたからだ。

　前も言ったが、この島は岩がむき出しの島。土がないので、植物も生えない。

　そこに少量とはいえ、質の良い土が手に入ったのだ。種子があれば、何かを育てることもできるだろう。

　まあ、その肝心の種子が、今のところ果物のものぐらいしかないが。

　だいたいの果物は木が育つまで数年、収穫を待つ必要があることは俺も知っている。

　でも、何かの機会に種が手に入る可能性だってある。種を持った野菜や穀物が漂流してくるかもしれないし。

　色々と植物を育てることができるというだけで、気分も違うな。

「せっかくだし、簡単な畑を作ってみるか。それにはこの狭い島も広げないと……」

　新たなスキルとケイブスパイダーのおかげで、やれることが一気に増えたな。

　蜘蛛糸も上う手まく加工すれば、繊維が作れるはずだ。そこから、服や魚網も作れるかもしれない。

　とにかく採掘に専念したいのが本音だが、共同生活である以上、皆のことも考えないと。

　まあ、とにかく今は──。

「とりあえず、歓迎会だな。狭い島だし、皆で仲良くしようぜ。……リエナ、手伝うよ！」

　俺は魚を取って、リエナと一緒に焼き魚を作り、ケイブスパイダーたちとの交流を深めるのであった。
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　タランたちを仲間にして数日後。

「おお、いいじゃないか！」

　俺は海岸で新しいピッケルを掲げてみた。

　すると、バリスがぺこりと頭を下げる。

「ありがたきお言葉です、ヒール殿」

　このピッケルは、バリスとエレヴァンが協力して作ったものだ。バリスがどう作るかを指示し、エレヴァンが実際に作業をした。

「されど、ワシの知識ではこれが限界でした……とてもではございませんが、元々のピッケルの質には及びません」

「いやいや、こんな場所で鉄が作れたってだけですごいよ」

　俺はバリスが設計した高炉や設備などを見る。

　俺自身、製鉄には全く詳しくない。

　また俺の知る限りでは、ゴブリンたちの技術力は決して高くなく、武器はあくまで狩猟用なので、未いまだに石器を使う部族もいる。鉄を作る余裕があるのは豊かな部族だけ。

　ベルダン族は、人間にそれなりに名前が知られていたほどで、勢力があった。なので、多少は鉄を作る余裕もあったのだ。

　バリスは祈祷師シャーマンというだけあって、知識が豊富。鉄を作る設備や方法を俺に教えてくれた。

　俺はその教えてくれた設備を石材で組み上げただけ。

　俺ももっと勉強しておけばな……さすがに製鉄についての技能が求められるとは思わなかったが。

　この島には、専門知識やスキルを持つ者も不足していると言えそうだ。

「二人とも、よくやってくれた。俺も鉄を作るのに参加できればよかったんだが……」

「まさか！　大将に採掘以外のことでお手を煩わせるわけにはいきませんぜ！」

　エレヴァンはどんと自分の胸に手を当てる。

　ありがたい話だ。

　とはいえ、やはり俺が掘るのが一番効率がいい。それはエレヴァンたちも知っている。

　未だ短いリエナの寿命のため、寿命を延ばす亀石タートルストーンがたくさん必要なのだ、そしてそれを一番効率よく掘れるのは俺だ。

　すでにリエナは、五年以上の寿命を得ている。

　だが、リエナはまだ一五歳。人間とゴブリンの平均寿命は同じぐらいらしいので、もっと延ばしてあげたい。

　それにはピッケルが必要……エレヴァンたちに渡したピッケルは、もう壊れそうになっていた。

　一方の俺のはエレヴァンのより長く使っているはずなのに、まだまだ大丈夫そうだ。

　これは【洞窟王】の力で、無駄な力がピッケルにかかってないからなのかもしれない。

　ともかくピッケルはもうないので、作らないといけない。

　二人にはピッケルを作ってもらう一方で、仲間になってもらったケイブスパイダーたちには、親のタランを筆頭に、島の一区画へ土を運ばせている。

　小さいながらも農園を造るためだ。

　それとは別に蜘く蛛も糸いとも出してもらっている。

　リエナによればこの蜘蛛糸は非常に丈夫で、長さも太さもそのまま糸として使えるものらしい。

　彼女はこれを使って、まずは魚を獲とるための網を作っている。

　漁なら、俺が雷属性の魔法でやればいいのだが、なるべく俺に頼らずにというのがゴブリンたちの総意だ。

　俺にはやはり採掘に集中してほしいのだろう。

「じゃあ、俺はまた洞窟に戻るよ。……〝あの石〟も、それなりに使えそうだからな」

「はい！　俺たちもある程度作ったら、また坑道に戻りますので！」

「そっか。じゃあ、待ってるぞ」

　俺はそう言い残して洞窟へ向かい、坂道を降りようとする。

　しかし、スライムのシエルが俺の前に現れ、体の形を変えていく。

　次第に、シエルの体は舟のような形になった。

　地下へと続く坑道は、中央が階段状になっており、脇が坂道となっている。

　シエルは自分に乗ってその坂道を下れ、と言いたいようだ。

「お、シエル。今日も悪いな」

　するとシエルは、手のように体の一部分を伸ばし、それを振った。

　気にするな、か……俺とゴブリンのやり取りを見て、手振りを学んだのだろうか。

「じゃあ、頼む！」

　俺はシエルに乗って、その体をしっかりと掴つかむ。

　するとシエルは一気に坂道を滑り落ちていき、本当に一瞬で、タランたちのいた空洞に到着した。

「ふう、ありがとう。やっぱ速いな。……まあ、ちょっと怖いけど」

　俺はシエルをポンポンと叩たたいて、空洞へ入った。

　さて、もう半分だな。

　俺は空洞に残るオレンジ色の石を見る。

　ここ三日にわたって、普通の採掘の合間に、この石も採掘していた。

　この日光のような暖かみを持つ石は──。




《太陽石……使用することで、生物の成長を促進させる》




　しかもこの〝生物〟というのには、人間などの動物や植物も含まれるらしい。

　ここで暮らしていたケイブスパイダーが大陸よりも大型なのは、恐らくこの石のせいなのだろう。

　急な成長をすることで何か悪影響があるのかどうかは分からない。なので、自分やリエナたちにこれを使うのはちょっと怖い。

　しかし作物を育てるだけなら、これは非常に役立つだろう。

　どれぐらい成長促進できるか分からないが、上の農園が完成したらリンゴの種でも植えて試すつもりだ。

　じゃあ、今日も始めるか……うん？

　俺は空洞に入ってきた巨大な黒い蜘蛛に気がつく。

　ケイブスパイダーのタランだ。

　タランは、合計で四本のピッケルを持っていた。

　彼女の足は八本なので、そのうちの前側四本に挟むようにしてピッケルが握られている形だ。

「どうした、タラン？　ピッケルは一本あるから、まだいらないが……」

　エレヴァンに持ってけと頼まれたのだろうか。

　だが、俺がピッケルを壊しにくいことを、ゴブリンたちは知ってるはずだ。まさか……。

「お前……俺とやろうってのか？」

　タランはただその六つの赤い目を向けて応える。

　嬉うれしいような、恐ろしいような……体がぞくぞくしてくる。従魔の身でありながら、こいつは、あの四本のピッケルでこの俺に挑むつもりだ。

「いいよ、受けてやるよ……」

　俺はピッケルを構えた。

　そして……。

「……行くぞぉっ！」

　勢いよくピッケルを太陽石の岩壁に振りかざす。

　と同時に後方から、ピッケルが四連続で叩きつけられ、それぞれが岩を砕く音が響いた。

　タランはピッケルを四本持っている。

　それで採掘をするのだから、一本しか扱えない人間など敵ではない。

　にしてもあそこまで悠々と扱えるのは、この三日間俺の動きを見ていたからだろう。自分ならできる……いや、もっと上う手まくできると思ったのかもしれない。

　だが俺も【洞窟王】の紋章を持つ者。まだ始めたてのタランに負けるわけにはいかない。

「うおおおおおっ！　負けるかあああああぁあっ！」

　俺がさらに速くピッケルを振り回すと、タランもそれに合わせるようにペースを上げる。

　競争の結果、その日のうちに、太陽石は回収し終えることができた。そればかりか、もっと奥のほうまで岩壁を掘り進めてしまうくらいだ。
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　俺はこの島に来て、初めてへとへとになった。

　シエルになんとか入り口まで運んでもらうも、まだ息が荒い。

「はあ、はあ……なんて速さだ。タラン、お前すごいよ」

　俺は同じく戻ってきたタランの健闘を称たたえる。

「だが、掘り進めた長さは俺の勝ちだったな……」

　とはいえ、初めてであの速度だ。しかもスライムたちによる運搬が追いつかず、足場が悪くなることもあった。成長すれば、いずれ俺すらも……。

　タランを末恐ろしく思う俺のもとに、小さなゴブリン──リエナがやってくる。

　リエナは白い手て拭ぬぐいを持ちながら、俺に頭を下げた。

「ヒール様、お疲れさまでした！」

「お、リエナか。ありがとう」

　俺はリエナから差し出された真っ白な手拭いで、汗を拭ぬぐう。

　……あれ？　こんな綺き麗れいでさらさらな布なんて、持ってきてたっけ？

　気持ちよさそうにしていた俺に、リエナはほっと息をついた。

「……ああ、気に入ってくださってよかった。魚網を作り終えたので、蜘蛛の糸で手拭いを編んでみたのです」

「おお、そうだったのか。絹で編まれてるんじゃないかと思うぐらい、気持ちよかったよ。リエナは編み物もできるんだな」

　蜘蛛糸を使って色んなことができないか、リエナが試してくれていたようだ。

　俺は手拭いを両手で引っ張ってみるが、結構な強度と伸縮性があるのが分かる。

「はい！　色々と作れますが……もしよろしければ、お布団なども作りましょうか？」

「布団か！　いいな！　シエルにずっと布団になってもらうのも悪いし。頼めるか？」

「はい、お任せください！」

「楽しみにしてるぞ……っと、今日の亀石タートルストーンを渡さないとな」

　俺は自分の手のひらから、その豆粒ほどの亀の甲羅のような石を、近場にあった木箱の上に放出していく。

　リエナは複雑な表情で、その緑色の瞳を石に向けていた。

「約三〇〇個……今日も大漁だったな」

　俺は全ての亀石タートルストーンを出し終え、満足そうに語った。

　すると、リエナが深刻そうな顔で口を開く。

「ヒール様。言おうと思っていたのですが……」

「うん？　どうした、リエナ？」

「私は……もういっぱい使わせていただきました！　それに、こんな貴重な石を私が使うのは、本来はおかしいことです」

「お、おかしい？　どうして？」

　リエナは申し訳なさそうに続ける。

「私はなにもできないですし……私に使うのは、もったいないからです」

「リエナ……」

　何もできない、か……。

　王宮にいた頃の俺も、同じようなことを思っていた。

　役に立たない紋章を持つ俺は、自他共に認める無能であった。自分は生きている意味のない人間だと信じていたのだ。

　でも、今は自分の生きている意味が見いだせている。それは他人がどう見ているかじゃなくて、単純に俺が、この島で生きていきたいという目標を持ったからだ。

「リエナは……何か、願い事とかないの？」

「願い事、ですか？」

「うん。どんなことだっていい。なにか欲しいとか、なにかできるようになりたいとか……」

「私がしたいこと……」

　リエナは少しの沈黙のあと、はっきりとした口調で答えた。

「……あります！　私にも願い事が」

　リエナは俺の目を見て続ける。

「これらかも、もっとヒール様のお役に立ちたいです」

「俺のため？　いや、俺なんかのためなんて」

「いえ、これが私の願いです！」

　リエナは強い口調で返した。

　俺なんかの、役に立ちたい……俺はそんなことをされるほど、リエナに何かやってるわけじゃないのに。

　でも、それがリエナの願いだというのなら、俺が否定するのもおかしい。

「もっといい願い事があると思うけど……まあ、そもそも俺にできないことをリエナはできるんだ。もっと自信を持っていいんじゃないか？」

「え？」

「だって、リエナは料理もできるし……こうやって編み物もできるだろ？」

　俺は先ほどリエナが渡してくれた手拭いを見せる。

「俺はどっちもできない。バリスは分からないけど、エレヴァンもできないだろう？」

「そ、それはそうですが……」

「こんな島だ……皆で協力していかないと。俺にはリエナが必要なんだ」

　俺が亀石タートルストーンを手渡すと、リエナは目をうるうるとさせた。

「ヒール様……ありがとうございます」

　リエナは深く頭を下げて、その小さな手で亀石タートルストーンを受け取る。

　そして涙を拭い、笑顔で言った。

「私、もっと頑張ります！」

「俺も頑張るよ」

　俺たちは互いに力強く頷うなずくのであった。
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　タランとの激闘があった翌日の昼。

「す、すごい、もう芽が！」

　島の片隅に造った小さな農園の前で、リエナは言った。

　驚くのも無理はない。今さっき植えたリンゴの種が、ほんの十数秒で芽を出したのだ。

　それも全て、太陽石のおかげである。この石はケイブスパイダーのいた空洞で採掘したもので、あらゆる生き物の成長を促進させるのだ。

　にしても、こんな早くにょきっと目の前で生えてくるんだな……。

　俺はリエナに頷うなずく。

「一個でこれだもんな……さらに使ってみるとしよう」

　そう言って、俺はインベントリ内の太陽石を数個出し、芽に向けてそれの使用を念じた。

　太陽石は優しい暖かな光を発すると、ただの灰色の石になってしまう。

　すると、芽は見る見るうちに伸びていった。そしてついには、俺の背よりも高い木となる。

　見上げるとそこには、青々とした葉っぱと真っ赤なリンゴが。

　周りにいたエレヴァンやバリスも驚いたようで、何度も目をぱちくりとさせる。

「す、すげえ……」

「え、ええ……まさか、ここまですぐに成長するとは思いませんでしたな」

　バリスは冷や汗をかきながら頷いた。

　かくいう俺も、あまりのことに声を出せない。

　まあ、寿命を延ばす石とか、魔力を増やす石が出てきた時点で、今さらではあるが……。

　だが、あの空洞の太陽石は取り尽くしてしまった。しかも、今のところあそこ以外では得られていないのだ。次いつ採れるかは分からないし、無駄使いはできない。

　残りの太陽石は六七八個で、今リンゴの木を一本育てるのに使ったのが一一個だ。つまり、あとリンゴの木が約六〇本育てられることになる。

　空洞に生えていた小さなキノコは、太陽石一個で一口大の大きさに成長させることができた。なので、育てる植物の種類によって、使う太陽石の数も違ってきそうだ。

　とはいえ、久々に目にする緑に、俺はなんだか心が癒いやされる。ただの木に、まさかここまで感動するとは。この岩礁では基本、ずっと岩と海ぐらいしか見なかったからな。

「それに、とっても美お味いしそうですね！　取ってもよろしいですか？　今夜は焼リンゴを作ろうと思います」

「もちろん、どんどん取ってくれ。やっぱ甘い物は欲しいからな」

　もう少しで持ってきた食材が底を尽く。この太陽石がなければ、魚だけで生きていかなければならなくなるところだったのだ。

　生きていくためとはいえ、しょっぱい魚ばかりだと飽きてしまうだろう。

「はい！　とりあえず、二〇個ほど取りますね！」

　リエナは鼻歌交じりで、りんごを木の棒でつついて落とす。

　彼女は採掘よりは、料理関係のほうに興味があるのだろう。

　よし……。

「リエナ、ちょっといいか？」

　小躍りしそうなほど喜んでいるリエナは、リンゴを溢あふれんばかりに抱えながらこちらに振り向く。

「はい？　なんでしょう、ヒール様？」

「これから太陽石をどう使うかは、お前に任せるよ」

　農園計画だが、料理に無知な自分が考えるより、リエナが担当したほうがいいと思えた。

　それに、リエナの紋章は【農家】だという話だ。

　【農家】は農民の家に生まれた者が授かることが多い紋章で、作物の成長を早める力がある。

　といっても、その効果はあるのかないのか分からない程度とされていた。

　しかし、ないよりはきっといいはずだ。しかも、リエナはベルダン族にいた頃から、作物を育てていたらしい。

「入り口近くの木箱に入れておくから、必要なときに使ってくれ」

「わ、私がですか？　でも、そんな貴重なもの……」

「こういうのは、料理を担当する奴が考えたほうがいいだろう？」

「でも私……いえ、ヒール様が仰おっしゃるなら……私、必ずヒール様のご期待に応えてみせます！」

「ああ、楽しみにしてるよ！」

　そんな難しく考えないでほしいが、実際期待はしているし、少なくとも料理については間違いなく期待を裏切らないものを作ってくれるだろう。

　といっても、持っている種は主に果物ばかり。育てられるものは限られるので、主食になるようなものの種子を早めに外部から手に入れたいが……。

　まあ、まずはできることからやっていくとしよう。

「それじゃ、俺はまた掘りに行ってくるよ」

　ゴブリンたちのいってらっしゃいという声を背に、俺は今日も採掘に向かうのであった。

　奥ではすでに、タランやその子供たちもいっしょにピッケルを振るっていた。

　シエルたちスライムは、その採掘物を俺に持ってくる。

　シエルはスライムたちのリーダー的存在のようで、俺やゴブリンたちの意思をスライムたちに伝達する役目を担っている。

　俺が休んでいるときも変形したりして、スライムに訓練のようなものを行っているらしい。

「うんうん。皆、やってるな」

　通じるはずもない言葉をかけて、俺も岩壁にピッケルを打ち付ける。いつものように崩れる岩。だが、その中に白い石があった。

「うん？　今のは？」




《竜球石……遺体から死者を蘇よみがえらせることができる》




　これまたずいぶんと、強烈な効果の石があったものだ。




　寿命を延ばすときて、今度は蘇生とは。だが、これがあれば更なる保険となるだろう。万が一誰かが死んでもこれで安全。といっても使わずに済むのが一番なんだろうが。

　そしてもっと言えば、他に生き返らせたい者がいれば生き返らせられるということだ。

　俺の胸にある瓶。その中には、ある助けられなかった者の遺骨が入っている。

　これがあれば……。

　だが果たして、〝彼〟は生き返ることを望んでいるのだろうか？　死にたくなかったとは思う。だが、今となっては全てが俺の推測でしかない。

　すぐに結論は出せない……少し考えてみるとしよう。今の状況における保険として、これがあったほうがいいのは事実だし、たくさん採れてからまた考えればいい。

「……よし、もっと掘るぞ！」

　俺は再びピッケルを振るい始めた。

　だが、結構掘り進めたはずなのに、二個目の竜球石が手に入ることはなかった。

　それなりに希少な石なのだろうか。

　まあ、蘇生し放題となったら、もう怖いものなしだからな……死んでも大丈夫だ、と危険な行為をするようになってしまうかもしれない。

　俺はインベントリから竜球石を出す。

　俺が死んだとき、インベントリに入ったままなら、もう取り出せなくなる可能性もある。入り口に置いておいて、緊急時に対応できるようにしておこう。

　そんなことを考えていたとき、遠くから声が響いた。

「大将！　大将！　大変だ！」

　エレヴァンの声だ。入り口から叫んでいるのだろうか。焦るような声からして、緊急事態のようだ。

「今行く！」

　俺も力いっぱい叫んで、坂を登っていく。

　途中、シエルが乗っけてくれたので、一分もかからずに入り口に到着する。そこにはエレヴァンが顔色を変えて立っていた。

「エレヴァン、どうした？」

「た、大将、大変です！　俺たちの仲間の船がそこまで！　来てください！」

「おう！」

　俺は入り口近くにある木箱の上に、先ほど掘った竜球石を置く。持ち歩いてどっかに落とさないようにだ。

　しかし急いでいたため竜球石は洞窟の外に転がっていってしまい、入り口の脇辺りで止まった。

　あっ！　まああそこなら、どこかへ紛れてしまうこともなさそうだし、後でも問題ないか。

　俺は竜球石の場所だけ確認して、岩場に向かった。

　岩場に着くとそこには、沖にいる帆船に向かって即席の白旗を振るリエナとバリスがいた。

　向こうの帆船でも、ベルダン族の旗らしき、斧おのが描かれた黒い旗を振っている。

　どうやら、こちらに気がついているらしい。

「そうか、仲間が生きてたんだな」

　俺の声に、リエナが振り返る。

「はい！　もう皆死んだと思ってましたが、本当によかった……」

　涙ぐむリエナを見て、バリスもエレヴァンも同様に嬉うれし涙を流した。

「ああ、本当によかった……あの船には俺の子供も乗ってるんです」

　エレヴァンはおーいと、船に向かって手を大きく振る。

　自分の子だ。一刻も早く会いたいだろう。

「エレヴァン、あの船じゃここに近づくのは危ない。俺のボートに乗っていったほうがいい」

「はい！　ですが、いいのですか？」

「どうせ、もうボートなんて俺は使わない。問題ないよ。あとこれを……」

　俺はインベントリから、サファイアなどの宝石を取り出し、それをエレヴァンに差し出す。

「大将、これは？」

「餞せん別べつだ。持ってけ。これだけあれば、どんな大陸でもベルダン族をもう一度立て直すこともできるだろう」

「え？　何を言ってるんで？　大将？」

「何をって……仲間の船が来たんだ。当然、こんな辺へん鄙ぴな場所、出てったほうがいいだろう？」

　その声に、ゴブリンたちは驚いた顔を見せた。

　エレヴァンが、少し不満そうに口を開く。

「出ていく？　そんなまさか。俺たちはもう大将にこの身を捧ささげました。船に行くのは、奴らにも大将に忠誠を誓わせるためです。俺たちはそんな恩知らずじゃありませんぜ」

「そうです！　私たちはもう、ヒール様の配下です！」

「ワシらはもう、ヒール殿を主あるじとすることに決めたのです」

　リエナに同調するように、バリスも深く頷いた。

「ちょ、待て待て。それは嬉しいが、これを持ち帰れば土地にしろ武器にしろ、何でも買えるだろう。わざわざこんなところに住まなくても……」

「では、ヒール様もご一緒に来ていただけますか？」

「え……そ、それは……」

　リエナの問いかけに、俺は返事を詰まらせた。

　思えば、最初はそんなつもりもあった。ここから船で抜け出す。今なら、それができる。

　……だが、俺はもうここ以外でやっていくことなど考えられない。ここで採掘し続けることが、俺の生き甲が斐いとなってしまったのだ。

　それにこの島には、シエルたちスライム、タランたちケイブスパイダーもいる。あの小さな船では皆乗れないだろうし、俺が行けば必然的に別れることになるだろう。

　俺がいなくなって、もし王国人がやってきたら、誰が彼らを守るのか。

　そして何より、俺は彼らと別れたくないし、これからも一緒にこの島を発展させたいのだ。

「いや、俺は……」

「それならば、私もここから離れたくありません」

　リエナの言葉に、エレヴァンもバリスも頷いた。

　俺が逆の立場だったら、こんな場所じゃなくて、もっと楽に生きられる道を選ぶ。

　でも、こいつらはここに残りたいという。俺と一緒に。

　そんなことを言ってくれる奴がいるなんて思いもしなかった。親兄弟から疎まれていた俺は、常に孤独だった。

　そんな俺と、一緒にいたいなんて……。

「お前ら……ありがとう」

　俺の言葉に、エレヴァンは首を大きく横に振った。

「お礼なんて、とんでもないですぜ。そうしたら、ちょっくらボートで上陸について連絡してきやす」

「ああ、そうだな。あっ……」

　目の前で、高波を受けた帆船がくるんとひっくり返る。

　俺の驚きょう愕がくした顔を見て、リエナたちも船のほうに目を向ける。

「ああっ！」

　ゴブリンたちは皆、悲鳴に近い嘆きを上げる。

　沖でひっくり返った帆船……すでに、一〇名以上が海面から顔を出していた。

「ま、まずい……あいつら、ほとんど泳げないんだ」

　エレヴァンは焦るようにそう言うが、どうしたらいいか分からないようで、その場から動けない。

　だが、リエナだけはボートへと走っていた。

「ボートで救助を！」

　その言葉に、バリスもエレヴァンもボートに向かおうとする。

　だが、あんな小さいボートで全てのゴブリンが救えるか？　かといって、このままではいけない。【洞窟王】のスキルで何か……いや、救助に役立つものはなさそうだ。

　ならば……。俺はインベントリにある、魔鉱石×八八七九を使用することにする。

　最近は使うことも忘れていたので、だいぶ溜たまっていた。




《魔鉱石×八八七九を使用します》




　この難局を乗り越えるには、もう魔法しかない。

　俺は右手を、帆船の近くに向ける。

　すると、エレヴァンが焦るような顔で訊たずねてくる。

「た、大将、何を!?」

「泳げないなら、ボートで行ったって間に合わない……ここは魔法で救助する」

　どの魔法がいいか……これしかない。

「《フリーズ》っ！　っ!?」

　俺の手から、勢いよく白い冷気が放たれる。対象を凍らせる氷魔法《フリーズ》だ。

　それは、まっすぐに海を凍らせていき……転覆した船の近くまで氷の道を作る。

「な、何とっ!?」

　バリスは思わす声を上げた。

　リアナもエレヴァンも驚嘆している。

　しかし、誰よりも一番驚いているのは俺だ。

　思わず、本当に俺がやったのかと、自分の右手を見つめていた。

　しかも、まだまだ魔力的には余裕があった。今はあそこまでで止めたが、まだまだ広範囲を凍らせられそうだったな……。

　これが魔鉱石がもたらした魔力か……何とも恐ろしい。

　だが、今は突っ立てる場合じゃない。

「行くぞ！　タランもシエルも皆、来てくれ！」

　俺は氷の道を走り出した。

　ゴブリンとスライム、ケイブスパイダーも、総出で救助に向かう。

「急げ！　あっ……っ！」

　だが俺やゴブリンはすぐに滑って転んでしまうので、足も多く安定して動けるタランが体に乗せて、船のほうへ向かってくれた。

　到着すると、何名かのゴブリンは自力で氷に上がっている。

　だが、未いまだ数えきれないゴブリンが海に浮かんでいた。

　一刻の猶予もない、すぐに俺は指示を出す。

「タラン、蜘蛛の糸を海の中のゴブリンに向けて出してくれ！」

　タランらケイブスパイダーは、腹部から海面に蜘蛛の糸を繰り出す。

　すると、海に浮かぶゴブリンたちは泳ぎながら、必死にそれを掴つかんでいるが、自力で掴めないような者もいるらしい。ケガや病気の者たちだろう。

「シエル、いつもの頼めるか!?　他のスライムも一緒に」

　俺がそう言うと、シエルは舟の形になった。

　すると、他のスライムも同じ形を取る。

「リエナたちも、動けない奴を助けに行ってくれ！」

「はい！」

　俺たちはスライムの舟を浮かべて、それに飛び乗る。

　こうして、俺たちはゴブリンを救助し続けるのであった。

　それからしばらくして。

「ふう、一時はどうなることかと思ったな……」

　救助を終え、俺たちは岩場に戻っていた。

　俺が怪け我がや病気のゴブリンに回復魔法をかけて治療する一方、リエナは元気な者を集めて魚を焼いている。

　エレヴァンはというと、一人一人に話を聞いてまわっていた。誰が生きているかの確認をしていたようだが、過酷な航海の中で亡くなった者もいたようで時折、涙を浮かべていた。

　今は涙を流しながら、家族だろうか、小さなゴブリンに抱きついている。

「〝フ〟よ、よく生きていてくれた！　父は必ずまた会えると信じていたぞ！」

「お、お父さん……離してくれない？」

　エレヴァンの顔はぐちゃぐちゃだったが、〝フ〟は困惑するような顔であった。

　そんな中、ちょうど治療を終えた俺のほうへバリスが向かってくる。

　バリスの要望で、俺は手の空いたタランたちに、転覆した船を糸で引っ張るよう頼んだ。

　その後、引き揚げられた船の物資の確認や、ゴブリンたちの被害についてバリスが聞き込みを行っていく。

「ヒール殿。おかげさまで、溺れたゴブリンは一人もいませんでした。二〇五名、全員無事です。なんと、お礼を申し上げてよろしいやら……」

「いやいや、みんな無事でよかったよ」

「ええ。しかも、ヒール殿の治療で、先ほどまで歩けなかった重病人まで、元気を取り戻しているようです。一体、どんな手を……」

「ただの《リカバリー》と《キュア》っていう魔法だけど……まあ、強化された魔力のおかげだろうな」

　《リカバリー》は体力や体の内外の傷を、《キュア》は毒や病を治療する回復魔法だ。その回復の程度は、魔力に左右される。

　しかし俺も、《リカバリー》で重病人を治せるとは思わなかった。

　《リカバリー》は低位魔法なので、重病人を治療するには、中位魔法や高位魔法を使うのが普通なのだ。

　それでもここまで治せたのは、もう一万個以上使っている魔鉱石のおかげだろう。魔鉱石を消費することで、俺は膨大な魔力を手に入れたらしい。じゃなきゃ、あんな広範囲に海を凍らせることなんてできない。

「ところで、物資は何かあった？」

「お恥ずかしい話ですが、ワシらは元々貧乏。あの船もなけなしの資金で作りましたので、最低限の食料と道具しかありませんでした」

「そっか……まあ船もぼろぼろだしね」

　船は転覆したままだし、引き上げる途中で真っ二つになってしまった。修理するための設備もないし、とてもじゃないがもう使えないだろう。

　だけど、木材や物資が手に入ったと思えば大収穫だ。

　俺はバリスにこう続ける。

「まあそれはともかく……島がこれだけにぎやかになったのは俺も嬉しいよ」

「ヒール殿のご迷惑にならぬよう、気をつけさせます。また、ヒール殿さえよろしければ、ぜひ彼らも御おん身みにお仕えさせてください」

「俺はいいが……でも、嫌な奴もいるだろうし、無理強いはしないでくれ。ここから脱出したい奴は、手段も考えるから」

「そんなわけにはいきませぬ……必ず全員、お仕えさせます。それより……さっきから気になってましたが、その後ろの方は？」

　後ろ？　俺の後ろにいるのはシエルだけのはずだが……。

「へ？」

　振り返ると、おっさんがいた。

　そこには俺の腰ぐらいの高さの、恰かっ幅ぷくのいいおっさんがいたのだ。立派な口くち髭ひげ、あご髭を伸ばしたマッパのおっさんが。
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　え？　誰だ、このおっさん？

「いやいや、俺も知らない。ゴブリンの船に乗ってたんじゃないのか？」

「いえ、そんな報告はございませんでした。先ほどから治療するヒール殿を、後ろからずっと見てましたので、てっきり洞窟で仲間にされたのかと……」

「そ、そうか……タランたちにも採掘してもらっていたから、どっかで会ったのかもな」

　いや、そんな馬鹿な話があるわけない。洞窟を掘っていたら、そこにおっさんがいましたなんて。

　俺はバリスに訊ねる。

「あー……船の木箱に隠れてたとか、そんなんじゃないのか？」

「それは……まあ、ありえるかもしれませぬな」

「いや、絶対そうでしょ。密航しようとしてたんじゃないか」

　というか、見てるだけじゃなくて何か言ってくれよ……なんで裸なんだよ。

　俺は、こちらをじっと見る裸のおっさんに挨拶を試みる。

「お、俺はヒール。あなたは？」

　だが、俺の声を聞くなり、おっさんはふいっと調理場に行ってしまった。そして当然のように、リエナたちが焼いた魚をむさぼる。

　まあ魚はいくらでも取れるから別にいいが……ここに暮らしていくつもりなら、服はだけは着てもらうとしよう。

　こうして、シェオール岩礁に新たな住民が増えた。

　洞窟の入り口近くに竜球石がないことに気がついたのは、その夜のことであった。
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　ゴブリンたちを救助した翌日。

「ふう、終わった、終わった」

　俺は洞窟の入り口に戻って、そこで腰を下ろした。

　今日の仕事は、まずゴブリンの部屋を用意したこと。

　昨日、俺たちは二〇〇名以上のゴブリンを救助した。つまり、この島は一気に二〇〇名の領民を抱えたのだ。さすがに洞窟の入り口では寝床が足りなくなったので、新たな住処すみかを用意しなければならなかった。

　整備していた坑道から横道を広げていくように真四角の空間を掘り、作った石材で簡単な机やベッドを用意した。結局は採掘中心の仕事であったのはいつもと変わらない。

　代わりにゴブリンたちには、リエナの指導のもと、布団や服、漁網などをケイブスパイダーと一緒に作ってもらっている。

　それと並行して、引き揚げた船の残骸の解体もしていた。

　どこかと貿易するために船をもう一度作り直すつもりなのだが、バリスが言うには道具が少ないようで、思うように進んでいないらしい。

　そこで俺は、まず斧おのやピッケルなどの道具をゴブリンたちに作らせることにした。

　ここで見る限りは皆、真面目に働いているようだ。

　俺もゆっくりはしてられないな。ひと休みしたら、魚を取って採掘に戻るとしよう。

　そんなことを思いながらぼうっとしていると、リエナがやってくる。

「お疲れさまでした。ヒール様！」

　リエナは木の杯を持って、小走りでやってきた。

「そっちもお疲れさま。農園のほうは上う手まくいってるか？」

「はい！　さっそくですが、こちらを味見していただきたくて」

　リエナは俺に木の杯を差し出す。

　中は紫色の液体で満ちており、甘い香りが漂っていた。

「これは……ブドウか！」

「はい！　船にあったブドウの種子を土に埋めて、試しに一本、太陽石で成長させてみたのです」

「そうだったか……いや、うまいな」

「よかった！　おかわりもありますよ！」

「おお、それはありがたい。でも、俺はこれで十分。残りは皆で飲んでくれ。あまり、ブドウもないだろ？」

「ありがとうございます。皆、喜ぶと思います！　数年経たてば、いっぱいブドウも取れると思うのですけどね」

　数年後、か……。

　来た当初は、明日を迎えることすら絶望的だった。ましてやこんな新鮮な果物のジュースを、この島で飲めるとは思わなかった。

　でも、今は違う。

　仲間も増えたし、様々な石がある。来年、いやもっと未来をもこの島で迎えられる自信がある。

　数年後にたくさん実ったブドウを食す……実現できると思うし、楽しみに思えるのだ。

　俺はそんなことを考えながら、ぶどうのジュースを味わうように飲み干した。

「それは楽しみだな……そういえば」

　俺はここで、あることを思い出す。

　……そういえば、あの蘇生できるっていう竜球石どこいった？

　この島に来てから、物に執着することがなくなっていたので、すっかり忘れてしまっていたようだ。

　たしか入り口近くの木箱に置いたが、転がり落ちて……止まったのは入り口の近くだったな。

　しかし竜球石は見当たらない。周囲にもないようだ。

　だがよくよく考えてみると、あの石が転がった場所には、入り口に散乱していた遺骨を埋めて墓石として石柱を立てていたのだった。

　当初、様々な生き物の遺骨があったが、さすがに頻繁に行き来する場所なので埋葬して綺き麗れいにした。そのため逆に遮るものがなかったのだ。

　俺はその墓石があった辺りに向かう。竜球石が止まったと思おぼしき墓石の下には、他よりも一際大きな頭蓋骨を埋めたのでしっかり覚えている。

　誰かが片づけて、どっかに置いてくれたか。それとも、綺麗にして持っていってしまったか。

　というより、なんで墓石の前に穴が開いているんだ……誰かが掘り起こしたのか？

　まさか……。

　穴を覗のぞいてみると、そこにあったはずの大きな頭蓋骨が消えている。

　俺が頭を悩ませているとき、怒声が響いた。

「お前、さっきから何じろじろ見てやがる！　文句があるのか!?」

　声を上げたのは、新たに仲間になったゴブリンだ。

　バリスの造った鍛か冶じ場ばでピッケルや斧を作っていたようだが、どうやら昨日急に現れた小さなおっさんに怒っているらしい。

　小さなおっさんは現れてからというもの、一人で魚を食ったり、勝手に洞窟をうろうろとしていた。俺が採掘をしてるのを見て、少し驚いているようでもあった。

　……全て、真っ裸のままで。

「おい、裸のおっさん！　偉そうにただ見てるだけじゃなく働け！　何様のつもりなんだ!?」

　ゴブリンが声を荒らげるのも無理はない。

　おっさんは腕を組んで、ただ見てるだけ。汗水たらして働いている者からすれば、なんなんだという話になるだろう。

　ゴブリンはおっさんに詰め寄り、金かな槌づちを手渡した。

「暇だったら手伝えよ！　全然ピッケルも斧も足りないんだ」

　そう言って、ゴブリンはピッケルや斧を見本として差し出す。

　すると、おっさんはふてぶてしく歩いて、火入れ前の炉に向かった。そしていきなり炉の石を勝手に動かしていく。

「お前！　何やってんだ！」

　ゴブリンの制止も聞かず、おっさんは満足したような顔で炉に火を入れた。そして横に置いてある鉄塊を燃え盛る炉の中へ放り投げ、すぐさま熱した鉄を取り出す。

　おっさんは金槌を手にすると、その鉄を見てニヤリと笑った。すると次の瞬間、目にもとまらぬ速さで鉄を打ち付けていく。

　その速度があまりにも速すぎたので、俺はもちろんゴブリンたちは口をぽかんとさせる。

　もっと驚いたのは、ほんの数十秒でピッケルの頭を完成させてしまったことだ。

　おっさんは口角を上げ、さらに作業を続けており、斧の頭も作ったりしているようだ。

　気づけば俺は、おっさんの近くまで足を進めてしまった。

「な、なんだよ、これ……」

　ゴブリンはそう言いながら、ピッケルの頭を拾う。

　おっさんが作ったピッケルの頭は、細く優美な曲線を描いており、芸術品のように美しかったのだ。

　だが、ゴブリンは首を横に振って、

「け、こんな細いので岩が掘れるわけないだろ！　すぐ折れちまう！　今すぐ作りなおせ！」

　と、おっさんの作業を無理やりやめさせようとした。

　だが、俺はそれを止める。

「待て！　俺がこいつの出来を試してみよう、あいつには続けさせるんだ」

「へ？　へい！」

　ゴブリンはすぐにピッケルの頭を棒に付けて、俺に手渡す。

　早速これを使ってみよう。

　ただ単に速いだけか、それとも……。

　ピッケルを持って俺は洞窟に向かう。先ほどの声を荒らげたゴブリンやバリス、エレヴァン、リエナも一緒だ。

　いつものように石壁に向けて、とりあえず軽く振ってみる。

「な!?」

　俺は自分の目を疑った。

　今までのピッケルの倍以上の岩が、一度で崩れたのだ。

　念のため、今まで使っていたほうも試してみるが、やはりおっさんが作ったものの半分も掘れなかった。

「同じ鉄のピッケルのはずだが……あのおっさん、何者なんだ……」

　俺は足早に鍛冶場に戻る。

　すると、そこには大量のピッケルと斧がもう出来上がっていた。

　おっさんはどうだと言わんばかりに、真っ裸で俺にどや顔を向ける。

　いや、すごいよ？　すごいけども……服着ようよ。まあ、裸とはいえ、鍛冶に関しては凄すご腕うでなのは間違いないか。

　俺はおっさんの近くまで歩いていき、インベントリから銅、鉄、銀、金、錫すず、石炭などの鉱石を中心に採掘物を取り出した。

「これを使って、他のものも作れるか？」

　俺の声に、おっさんは鉱石を凝視してにやにやと笑う。

　目がその……なんだか変質者みたいだ。真っ裸だし。

　まあ、危害を加えてくるような奴ではなさそうだ。

「あ、というか……」

　おっさんは頭が非常に大きい。俺の二倍はあるだろうか。そしてちょうど、竜球石と一緒に消えた巨大な頭蓋骨も、おっさんの頭と同じぐらいだった。

　もしかして、竜球石がなくなったのって、あのおっさんが復活したからか？

　その可能性は高い。しかし、なぜこんな場所にいて、死んでしまったのだろうか。

　聞いてみたいが、喋しゃべれないのでは聞きようもないな……。

　とはいえ、会話はできなくてもなんとなく意思疎通はできるみたいだし、後で色々聞いてみるか。

　他の遺骨についても、何か知ってるかもしれない。

　なんにせよ、竜球石は諦めたほうがいいだろう。こいつを復活させたかった気持ちもあるのだが……。

　俺は胸に下げている、魔物の遺骨の入った瓶を握る。

　また、竜球石は掘ってみせる。今は、この島に心強い仲間が増えたことを喜ぼう……。

　俺は気持ちを切り替えて、ピッケルを手に再び洞窟に戻る。

　ゴブリンたちに聞いたところ、このあとも、おっさんは様々な道具を作ってくれたらしい。

　たださすがに裸のままでいさせられないので、後日半ば強引に、蜘く蛛もの糸で編んだ腰こし巻まきは身につけさせた。

　しかしその時にはもう、おっさんの呼び名はマッパに定着してしまっていたのであった。
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「うおおおおお！」

　俺は、おっさんことマッパの作るピッケルで、さらに洞窟を掘り進めていた。

　ゴブリンたちやケイブスパイダーたちも、マッパの道具で採掘をする。

　また、さらにこの数日で多くのスライムをテイムした。全部で八八体。皆、洞窟を掘ったら出てきた。

　シエルもそうだったが、このシェオールの地下の地層にはスライムたちが眠っているようだ。

　彼らはシエルの指導のもと、採掘物の運搬を担当している。

　地上では上陸しやすいように、俺が作った砂や岩で少しずつ岸を埋め立てながら、砂浜を作ることも始めていた。

　全てが順調……のはずだったのだが、俺はインベントリを見てあることに気がつく。

　もちろん、今まで手に入れてきた鉱石類はほとんどが順調に増えてきている。だが、一つ増えないものがあるのだ。

　竜球石が一個も取れない……のは、あまり気にしてない。そんなものが溢あふれていたら、むしろ怖い。

　そうではなく、寿命を延ばす亀石タートルストーンの出が悪くなっているのだ。

　つまりこのままだと、リエナの寿命が頭打ちになってしまう。

　すでにリエナは、俺の計算だと一〇年以上の寿命を亀石タートルストーンで得てはいるが、今一五歳ということを考えると、やはり本来得られるべき寿命にはほど遠い。

　多く出た場所まで戻って採掘したいが、落盤の恐れがあるのか、【洞窟王】はあまりそこで白い光を示してはくれない。

　リエナには、今の状況を正直に打ち明けたが……笑って、もう私は十分ですよと答えてくれる。

　だが、その顔があまりにも健けな気げで、俺は心が苦しい。

　生きていれば誰だって長く生きたい、そう思う……いや、皆が皆本当にそうかは分からない。

　リエナを助けたい、というのはきっと建前なんだろう。実際は俺がリエナともっと一緒にいたいのだ。もっと一緒に色々掘って、島を発展させて……一緒に成し遂げたいことがあるんだ。

　気づけばそんなことを頭の隅で考えながら、俺は掘り進めていた。

　そんなときだった。

　突如、白い壁の空間にぶち当たる。

　【洞窟王】によれば、三ｍほどの高さで、人が五、六人は横になれそうな広さの部屋。

　俺はその中へ、恐る恐る歩みを進める。

　真四角の部屋で、壁と床は白い大理石で出来てるようだ。部屋の中央には散乱した岩石と、青く光る小さな石がある。部屋の奥に目を移せば、壁と同じ白い大理石で出来た祭壇のようなものがあり、そこに金色の石が置かれていた。

　誰かの墓というには、棺ひつぎも像も見当たらない。何かの神殿か？

　俺はまず中央に落ちている岩を、インベントリに回収していく。

　ほとんどはただの岩。しかし、青い石を回収すると、インベントリに一つ見慣れない文字が増えた。

「……偽心石ハートストーン？」




《偽心石ハートストーン……使用することで、造生物の核とすることができる。……偽心石ハートストーン獲得により、【洞窟王】で、人形ドール作成が可能になりました》




　へ？　人形ドール？




《【洞窟王】では、偽心石ハートストーンで人形ドールを作成できます。インベントリの各物質を組み合わせ、人形ドールを作成、改造できます》




　とすると、これでまた仲間を増やすこともできるということか。

　この周りにあった岩を見ると、この部屋には岩でできた人形ドールがいたのかもしれない。そして何かしらの要因で、壊れてしまったというわけか。

　何にせよ、こちらとしては貴重な働き手が得られそうではある。

　どんな人形ドールが作れるかは分からないが、使い道は後々考えるとしよう。

　俺はさらに奥に進み、金の石を回収してみた。

　……昇魔石チェンジ・ストーン、か。どんな石だろう？

　壊れていた人形ドールは、これを守るように配置されていたはず。恐らくは重要なものだと思うが。

　そう思っていると、助言者が昇魔石チェンジ・ストーンの解説をする。




《昇魔石チェンジ・ストーン……使用することで、魔物を進化させることができる》




　進化？　これまたよく分からない言葉が出てきたな……。




《魔物を、更なる別の種の魔物に進化させます。年齢、記憶や人格は引き継がれますが、体は新たなものに取り換えられます》




　ふーん。ということは、寿命とかも変わったり？




《健康な体に進化することで、さらに寿命を延ばすこともできます》




　へえ……とすると、リエナが寿命で悩むこともなくなるか。

　とはいえ、体を変えるなんて得体の知れないことをやらせるのは気が引けるな……。

　とりあえずこの部屋はそのままにして、一度入り口まで戻ろう。今日はもう遅いし、こんな収穫があったと皆に報告したい。

　俺は入り口に戻ると、バリス、エレヴァン、リエナと一緒に輝石を囲んだ。

　シエルは俺の膝に座り、呼んでもいないのにマッパも焼き魚片手にやってくる。

「ふむ、人形ドールですか……申し訳ないですが、ワシも初めて聞く言葉です」

「そっか、バリスも知らないか」

　エレヴァンもリエナももちろん知らない。

　マッパも、むしゃむしゃ焼き魚を食べているだけだ。

「まあ、これはちょっと自分で色々試してみるよ。それよりも……」

　俺は本命の金色の石、昇魔石チェンジ・ストーンを出す。そしてこれが魔物に進化をもたらす石だと説明した。

「とまあ、体を変えることで寿命を延ばせるらしいんだが……進化なるものがよく分からなくてな」

　だが、バリスはこの進化という言葉を知っていたようだ。

「進化ですと!?　これが、その進化をさせる石だというのですか!?」

「うん？　バリスはこれを知っているのか？」

「ワシはもちろん、姫も将軍も知っておりましょう。何せ、我らゴブリンの神話にも出てきますから」

　その言葉にリエナは頷うなずいたが、エレヴァンは「え？」と首を傾かしげる。

「将軍……ワシが昔、あれほど語ってあげたではないですか……」

「わ、悪い……神話とか、全然覚えてなくてな。はは……」

「はあ……まあよろしい」

　バリスはエレヴァンに呆あきれながらも、俺にこんな問いを投げかける。

「ヒール殿は、我らゴブリンに似た種をご存知ではないですか？」

　ゴブリンの亜種か……図鑑でしか見たことがないが、結構な種類があったな。

「……似た種族？　代表的なのはホブゴブリンや、リーフゴブリンとか？」

「はい、仰おっしゃる通りです。例えば、体がオークに近いホブゴブリンは、元は我ら普通のゴブリンでした。ですがあるとき、人間との戦いで力不足を感じたゴブリンが、人間に勝る腕力を持つ体を欲したのです。そこで、この石を手にして……」

「体の大きなホブゴブリンに、進化したってことか。とするとリーフゴブリンもそういう話で？」

「ええ。深い森で生きていくため、葉っぱのような体毛で覆おおわれた体を求めたのが、リーフゴブリンです」

「なるほど、種族の起源に進化が関わっているのか」

　より強くなるため、厳しい環境に適応するためということか。

　俺はふと、エレヴァンの巨体に目が留まった。

「エレヴァンって、ホブゴブリンじゃないよな？」

「まさか！　俺はそんな石使ってませんて！　生まれたときから大きかったんです」

　バリスも頷く。

「ええ、将軍は生まれつき大きかったのです。ホブゴブリンは体もたくましいですが、それと比例するように頭も大きいですからのう」

「なるほど」

「しかし、あくまでも神話の石と我らは思っておりましたが……そんなものを、この目にする日が来るとは」

　バリスは感慨深そうに言った。

「誰か……使ってみるか？」

　俺は興味本位でそう訊たずねてみる。

　だが、バリスは首を横に振った。

「興味はありますが、そのような貴重なものを使うのは何とも畏れ多い。それにワシは、この体にも愛着がありますのでな」

　エレヴァンも頷いて答える。

「俺も自分のこの体に文句なんてないですね。むしろ格好良すぎて、絶対に進化なんてしたくないですぜ」

　自分の体を誇るように、腕の筋肉を見せるエレヴァン。

　元々、ゴブリンにしては立派すぎる体格を持つエレヴァンは、人間の俺から見ても漢おとこらしさを感じる。

　だが、バリスもエレヴァンも、実際は全く興味がないわけではないはずだ。

　この二人はリエナにこそ、この昇魔石チェンジ・ストーンを使ってほしいと思っているから、興味がないと言っているのだろう。

　何せ、体を……寿命を変えることができるのだから。

　そしてリエナ自身も、進化に興味があったようだ。

「わ、私は……できれば、もっとヒール様のお役に立ちたくて……その、魔法とか色々……」

　ゴブリンは、生まれつき魔法を使える種族ではないという。つまり、魔力を操れる体ではないのだ。

　リエナは魔法に興味があるのか、進化によって使えるようになりたいようだ。

「で、でも、そんな価値のあるものは使えません！」

　リエナはすぐに首を振って、遠慮した。

「うーん、リエナが魔法を使えるようになれば、できることも増える。石の価値が生かせることになるだろう。興味があるんなら、使ってもいいんじゃないか？」

「し、しかし……」

「これで寿命が延びるように願えば、もっと健康な体に進化できるはずだ。俺は、リエナに長生きしてもらいたいな」

　俺の声に、バリスもエレヴァンも深く頷いた。

「ヒール様……それに二人とも……」

　リエナは深く考え込む。そして深呼吸すると、真剣な眼差しで俺を見た。

「ヒール様。私……進化したいです」

「そうか、じゃあ決まりだな……はい」

　俺はリエナに昇魔石チェンジ・ストーンを手渡した。

「ありがとうございます……私、もっとヒール様のお役に立てるようになりますから」

　リエナはそう決意を口にして、昇魔石チェンジ・ストーンを強く握った。

　すると、リエナの体が光に包まれる。

　そして光はゆっくりとある程度の大きさにまで膨れ、そこで眩まぶしいぐらいに弾はじけた。

　光が収まったとき、そこにいたのは……。

「に、人間？」

　エレヴァンが思わずそう声を上げた。

　そう言うのも無理はない。リエナのいた場所には、透き通るような白い肌を持ち、長く美しい黒髪を腰まで伸ばした美女がいた。すらりとした長い手足と、女性らしさを強調する胸や腰。

　今までの丸っぽいリエナとは、対照的な華きゃ奢しゃな見た目だ。

　その視線が俺に向けられると、胸がドキッと大きく鳴るのを感じた。

　くりっとしたその瞳はこの島ではなかなか見ない色、青々と茂った森を思わせる緑色をしている。

　美しい……この洞窟に来てから色々な宝石を見てきたはずだ。だが、どんな宝石でも彼女の瞳の輝きに勝るものはないだろう。

　とてもリエナとは思えない……というよりも、人間としか思えない女性がそこにいたのだ。

　これには俺も、バリスもエレヴァンも驚きょう愕がくした。

　マッパに至っては、鼻血を垂れ流し、その場でぶっ倒れてしまうのであった。

　俺は倒れたマッパの体をゆする。

「ま、マッパあぁっ[image: ]」

　鼻血を垂れ流して倒れたマッパに、俺は魔法をかけて治療してやる。

　エレヴァンは俺に言う。
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「……大将、そいつ単に気を失ってるだけですぜ。さっきもゴブリンの女衆見て、同じ風に……」

「何を言う、エレヴァン！　血を失うのは、人間にとってどれだけ危険か分かってるのか？」

「そ、そうですか……というか、そいつ人間だったんですかい？」

　人間じゃないのなら、何だというのだろうか？

　確かにマッパは人間にしては小さく、ずんぐりとしている。しかも、ふさふさの髭ひげは確かにおっさんらしいのだが、肌はなんだかプルプルと瑞みず々みずしい。

　俺が見た限り、顔に皺しわも見当たらないし……尻はハリがあった。

　まあそれはともかく、実際エレヴァンの言うように、そんな騒ぐほどのことじゃない。

　わざと大げさに騒いだのは、リエナの今の姿……可か憐れんな女性から目を逸そらしたかったのかもしれない。

　この島に来てからというもの、水面に映った自分以外、人間を見ることはなかった。そこにいきなり人間の女性の見た目をした者が現れたのだから、俺も気恥ずかしいやら、むず痒がゆいやら、おかしな気持ちになってしまった。

　俺がわざとらしく、「おい、マッパ！」と声をかける横で、エレヴァンやバリスは額に汗をかいている。

「……姫？　本当に姫なのですか？」

　バリスの問いかけに、リエナは「え？」と答える。

　補足するようにエレヴァンが続けた。

「今の姫は、まるで人間みたいですぜ」

「ほ、本当ですか!?」

　横目で見るリエナは、自分の両手を見つめ、長い手足や体を触ってみる。

　そんなリエナの前で、スライムのシエルが体を伸ばす。鏡の代わりとなるよう、気を利かせたのだ。

　リエナは、そんなシエルに映る新たな自分を見つめた。

「これが……私？」

　少し紅潮した頬ほおを撫なでるリエナ。自分の姿が信じられないといった様子だ。

　バリスも状況が飲み込めないようで、俺に訊ねる。

「ゴブリンが人間に進化するなど、ありえるのでしょうか？」

「い、いや、俺にも分からないが……」

　俺に聞かれたって困る。

　ただ一つ確かなのは、リエナはまだ俺にテイムされているということだ。

　テイムの契約の効果で、従魔がテイムされている状態かどうかは、頭に浮かんでくる。

　本来、人間が人間をテイムすることはできない。しかしテイムされたままなのだから、恐らくはリエナはまだ魔物なのだろう。

　り、リエナをテイム……見た目が変わっただけなのに、なんか背徳感が……。

　姿だけ見れば、リエナは人間の女性。無理もない。

　バリスはふむと腕を組んで、今度はリエナに訊ねた。

「進化する本人の望む姿によっては、こういったこともあるのでしょうな。つまるところ、姫は人間になりたいと望んだので？」

「え……？　い、いや、私はその……もちろん、ヒール様のために、もっとお役に立ちたいと思っただけで！」

「それで人間の姿になるのですかな……。ああ、魔法を使いたいと思ったのでしたか。人間は魔法を使えますし。なるほど、ヒール様を思い浮かべたわけですか」

「え、ええ。きっとそうです」

　リエナは軽く咳せき払ばらいをすると、恥じらうように言った。

「ヒール様……私、どうでしょうか？」

　いや、どうでしょうかと聞かれても……綺き麗れいですね……とか？　いやいや、今まで通り接しなければ！

「そうだな……魔法も使えるようになったのなら、俺も色々と助かる。こんなふうに治療することもできるからな」

　俺は口では真面目に答えながらも、目を泳がせながらマッパをゆする。

　……どうした、俺？　リエナを見て、こんなに慌あわてふためくなんて。

　もちろん、俺はリエナが好きだ。いつもにこにこと笑う、優しいリエナが。

　それは見た目が変わった今も変わらない……変わらないはずなのに……！

　俺のゆする力が強かったのか、マッパはかっと目を見開いて、体を起こした。だがリエナを目にすると、またすぐに鼻血を俺の顔にぶちまけ、倒れてしまった。

「ひ、ヒール様！　今、お顔を」

　そう言ってリエナは立ち上がり、近くの手て拭ぬぐいを持って、俺に歩み寄った。

　当然、リエナと顔が近づくわけで……。

　俺はリエナの美しさに胸の鼓動がばくばくと速くなるのを感じると、ふらっと意識を失ってしまうのであった。
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「うーん……」

　意識を取り戻すと、目と鼻の先に髭もじゃのおっさんの顔があった。

　うん、やはり皺がない。髭を剃そったら若者に見える気もしてきた。

　俺はこのマッパと、仲良くシエルの上で一緒に寝ていたようだ。

　マッパはいびきをかきながら、俺に抱きついてこようとするので、さっさと起きる。

「あー、寝たな……もう夜明けか」

　すでに空が白み始めていた。

　ゴブリンのうち、早起きの者はすでに魚を焼いたりしているようだ。

　そして貯水池には、桶おけに水を汲くむリエナの姿が。さすがに先ほどよりは落ち着いたが、何度見ても美しい姿だ。

　リエナは、あくびをする俺に気がついたようで、桶を置いてこちらに向かってくる。

「ヒール様！」

「リエナ、おはよう。朝から頑張るな」

「これぐらいは当然です！　進化させてもらったのですから、私が人一倍頑張らなければ」

　リエナは屈託のない笑顔でそう答えた。

　前のリエナの面影はないが、それでも健気な雰囲気は変わらない。

　そしてリエナは、すぐに心配そうな顔で俺に訊ねた。

「それよりも、ヒール様。昨日は大丈夫でしたか？　急に寝てしまわれたので」

「え？　ああ、大丈夫だよ。ちょっと疲れてただけだと思う」

　本当は興奮してふらっときたなんて、言えない。それじゃマッパと同じだ。

　リエナは「よかった」と、ほっと息をついた。

「しかし、リエナ。本当に進化してよかったのか？　まさか人間みたいな姿になるなんて……」

「いいえ、ヒール様。私はこの姿が気に入っています」

　リエナは胸に手を当てて続ける。

「元々、人間になりたい……とは思いもしませんでしたが、私は前の姿があまり好きじゃなかったので。だから実を言えば、綺麗になりたいと願った自分がいたのかもしれないです」

　そこまで言ってリエナは、急に顔を赤くした。

「ご、ごめんなさい！　貴重な石なのに、そんなことを願って！」

「いやいや。せっかくの進化なんだ。自分の望んだ姿になれてよかったじゃないか」

　そっか。確かに、リエナは周囲のゴブリンたちと比べても小さかった。しかも体は丸く、肌は鮮やかな緑ではなく、黒ずんでいた。これは他のゴブリンの美的感覚では、綺麗とは言えなかったのだろう。

　リエナは俺の言葉に、頭を下げた後、ふふっと笑った。

「ありがとうございます。本当に……ヒール様はお優しいですね。私、この島に来るまで、誰かにこんなに優しくされたことはないんです……」

　しかし、リエナは少し寂しそうな顔で続けた。

「私には多くの兄弟がいました。姉や妹は皆、私とは違って美しかった。しかも、幼いころ近隣の部族の者からかけられた呪いのせいで病弱でした。だから、私はずっと嘲あざ笑わらわれていたのです……」

　俺は思わず、リエナの話に聞き入ってしまう。リエナの境遇に、俺は自分の過去を重ね合わせたのだ。

　俺も役立たずの紋章を持って生まれ、魔力も低い失敗作と父や兄弟から蔑さげすまれていた。年が同じ一五歳ということも、不思議な縁を感じる。

「そんな私が、何の因果かベルダンの王族、唯一の生き残りとなって……今こうして、生まれ変われました」

　リエナは再び、胸の前に両手を当てる。

「……この体も、この命も、名前も……全てヒール様が下さったものです。だから……私の全ては、ヒール様に捧ささげます」

　リエナは俺の手に手を伸ばそうとした。

　俺に全てを捧げてくれるらしい。気持ちは嬉うれしい……そしてなんか恥ずかしい。

　ここは、何と答えようか？　励めとか、頼りにしている？　言い慣れてないから言いづらい。

　というより、俺はリエナやゴブリンたちを部下とは思ってないんだがな……。

　共にこの島で生きていく仲間。俺はそう思っている。

　それぞれのできることで、この島の生活を発展させて仲良く暮らしていきたい。

　俺は逆にリエナの手を握って、こう頼んだ。

「俺は……リエナの美お味いしいご飯が食べられればそれでいい。よかったら、これからも俺に食べさせてくれるか？」

「ヒール様……！」

　リエナは顔をかあっと赤くした後、涙ぐむ。

　しかし、すぐに満面の笑みを浮かべた。

「……もちろんです！　いつでも、いつまでも、ヒール様のために美味しいご飯を作ります！　それじゃあ、早速私は朝ごはんの用意をいたします！」

「ああ、頼むよ」

「はい！　私、頑張ります！」

　リエナは嬉しそうな顔で、俺に答えてくれた。

　それからのリエナは、俺から魔法を学んだり、エレヴァンから武術の指導を受けたりと、進化してできるようになったことに積極的に取り組んでいく。

　しかしリエナが単に人間の姿になり、魔法を使えるようになっただけでないことを、まだこの時の俺たちは知らなかった。
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「ヒール様、お水です！」

「ありがとう、リエナ」

　島の入り口で焼きリンゴを食べ終えた俺は、リエナから水の入った杯を手渡される。

　蜘く蛛も糸いとで織られた白地のドレス。リエナの長い黒髪が映えるような服だ。

　凝った装飾はないが、胸元に白いリボンをつけるなどして、この島でできる精一杯のおしゃれはしているようであった。

　だから、見ていて恥ずかしいことはなくなったのだが、明るい笑顔と差し出される白い手に、思わず俺はどきっとしてしまう。

　なにしろ、王宮では俺、まったく女性に縁がありませんでしたので……。

　俺を見て、にこにこと笑うリエナ。

　料理も上う手まいし、優しいし……実際のところ俺は、リエナに惚ほれ……いや、尊敬している。

　そう自分に言い聞かせながら水を飲み干すと、バリスが言った。

「ヒール殿、昨日少し話した計画ですが」

「ああ、島の埋め立てについてだったな？」

「はい。ぜひとも島の拡大を許可していただきたいのです」

「つまりは……もっと農地を拡大したいってことか」

「はい。太陽石が無限にあれば、今の農地でやりくりできましょう。ですが、太陽石は有限。来年、再来年を見越して、もっと大規模な農園を作らせていただきたいなと思いまして」

　先を見越してか……確かにな。

　太陽石が無限に掘れれば農園を広げる必要はない。でも、タランたちと会ったあと全く採れてないことを考えると、それは無理そうだ。

　ある程度の備蓄ができるように、大量に栽培するべきか。

　バリスの声に、リエナも続けた。

「もちろん、ヒール様だけの食料なら、あの小さな農園で十分です。私たちは魚だけでも……」

「いや、それは前も言ったが、皆で分け合いたいんだ。今すぐにでも始めたほうがいいだろう」

　ちょうど種まきの季節をもう少しで迎えるところだ。今のうちに、やってしまうべきだろう。

　そしてゴブリンの子供のことも少し気がかりだった。

　彼らは時々おいかけっこや球技をしたりして遊んでいるのだが、大人のゴブリンに仕事の邪魔だと怒られている光景をよく目にした。

　今は片隅で、岩を盤に、小石を駒に見立てた盤上遊戯をしている。

　しかし、体を動かすほうが好きな者もいるだろう。それでも、島自体が小さいし、洞窟の中も狭い現状、そういった遊びも難しい。

　ここはひとつ、子供たちのためにも広いスペースを作ってやろうじゃないか！

「……よし、やろうか」

「ありがとうございます、ヒール殿！　されども、資材さえ頂ければ後はワシらで……」

「それじゃ時間がかかりすぎる。試してみたいこともあるし、土木作業は俺に任せといてくれ」

　計画は昨日、バリスが立ててくれた。

　まず岩を埋めて埋め立て予定地を縁取り、水を抜いて、砂を埋めて……。

　だが、ボートが一艘そうしかない今、時間がかかりすぎる。何より、この方法だとあまり大きく埋め立てるのは無理だ。

　だが、バリスは俺の手を煩わせたくないのか、顔を曇らせる。

「し、しかし……ヒール殿にワシらの食料まで面倒を見てもらうのは……」

「俺はこの島の領主だ。島の問題解決には、真っ先に俺が取り組まないと。迷惑じゃないし、俺も美お味いしいものが食べたい」

　バリスは少し考えると、頷うなずいてくれた。

「ヒール殿……それでは、お力をお貸しください。ワシらはかならずやヒール殿を満足させる作物を作りましょうぞ！」

「うん、楽しみにしてるよ……じゃあ、やるか」

　俺はよいしょと、腰を上げる。

　リエナやバリス、スライムのシエルも俺についてきた。

　埋め立てするところに歩いていると、岩場にある鍛か冶じ場ばにいたエレヴァンが俺に気がつく。どうやらマッパと共に、斧おのやピッケルを作っていたようだ。

「大将？　何をされるので？」

「埋め立てだよ。少し波が立つから、沿岸にいるゴブリンたちを下がらせてくれないか」

「埋め立て……よく分かりやせんが、分かりやした！　お前ら、集合だ！」

　エレヴァンが海辺のゴブリンを集めると、準備は整った。

　俺は手を海に向けて、インベントリを開く。

　まず埋め立てたい部分を、岩を積み上げた山で縁取り、中の水を抜く。そこに砂やケイブスパイダーの土を流し込む。

　先も言ったが、当然俺に埋め立ての知識なんてない。これはすべて、バリスの考えによるものだ。もちろん、バリスもこういった作業の経験はなく、あくまでも書物で見た話だというが。

　本来、この手の作業は、大きな船や機材、莫ばく大だいな人員を要するらしい。

　まあ、物は試しだ……岩はいくらでもある。形にはしてみせる。

　俺は工房ワークショップスキルを使い、インベントリ内で石材と砂を作り出す。石材は少し大きめにしてみた。

　そうして、インベントリから岩材を海に落とすよう念じる。

　周囲から見れば、右手から岩材がひっきりなしに飛び出しているという、ちょっと間抜けな絵え面づらだ。

　ばしゃんと音を立て、海に落ちていく岩材。

　海面から三ｍほどの高さまで積み上げて、線を引くように埋め立てたい土地を縁取っていく。

　これだけでも、後ろのゴブリンたちは驚きの声を上げていた。

　いや、改めて考えてみれば、俺自身もどうしてこんなことができるのか、非常に不思議だけど。加えて、これだけの岩を溜ため込むインベントリなんてのも、にわかに信じがたい代物だが。

　……一体どこに、この岩は溜まっていたんだろうな？

　そんなことを考えている間に、埋め立て予定地を縁取ることはできた。

　次に俺は水属性の魔法《フロー》で海水を操り、埋め立て予定地から海へ水を吹き飛ばす。

　自分でも驚いたのは、これが一瞬で終わったことだ。

　魔鉱石で魔力を増やし続けたが、まさかここまでとは……。

　広さとしては、対岸に誰かが立っているかが分かるような、ちょっとした湖。その分の水が空になったことになる。

　今のところは、この中に海の水は漏れてこない。岩がしっかり積み上がっている証拠だろう。

　次に、その縁取った四角の中に砂や岩を流し込み、表面にはケイブスパイダーの土を盛ってみる。

　だが、やはりケイブスパイダーの土は足りない。なので、足りなかった部分は、ゴブリンの子供が遊べるよう、石材で広場のようなものを作ってみた。

「よし……これで完成だな」

　俺がふうと汗を拭ぬぐうと、ゴブリンたちはおおと歓喜した。

　見渡す限りの大地……とはいかないが、かけっこするには十分だ。一番向こうに行くまでは、少なくとも歩いて五分はかかるだろうか？

　ゴブリンの子供は早速、この新しい土地で駆けまわる。

「あ、まだ、色々危ないかもしれ……まあ、走るぐらいなら」

　もしかしたら、陥没してしまう可能性もある。

　しばらくは農作業などせずに様子を見たほうがいいと思う。だけど、ただ走るだけならさして心配はいらないだろう。

　ゴブリンの子供たちは少しすると、こんな声をかけてくれた。

「ヒール様、ありがとう！」

「ああ！　どういたしまして」

　俺も手を振ってそれに返した。

　なんだか、図らずも領主っぽくなってきた気がする。領民に慕われる領主……なんだか、格好良いじゃないか。

　それに子供が走り回る姿は、やはりいいものだ……マッパが混じってるのは気になるが。

「ヒール様、私からも感謝申し上げます！　かならず立派な畑を作ってみせますね」

　リエナの声に振り向き、こう答える。

「ああ、楽しみにしてるよ」

　俺は笑ってそう答えた。その時。

　突如、目にもとまらぬ速さで、マッパが視界から消え去る。

　すぐに俺は、マッパがどこに消えたかを目で追った。

　マッパは上空にいた。

　それも、人よりも大きな鳥に尻を咥くわえられて。

「マッパっあああああっ！」

　俺が声を上げたときには、空を大きな黒い鳥が埋め尽くしているのであった。

　空を見上げたゴブリンの一体が、声を上げる。

「キラーバードだ！」

　それは、今俺たちの頭上を飛ぶ大きな鳥の名だ。

　キラーバードは鳥型の魔物で、巨大な鶏冠とさか、黒い翼と毛に鋭い立派なくちばし、そして人の背丈ほどの巨体が特徴である。

　俺も初めて見たが、噂うわさに違たがわぬ相当な大きさだ。

　こいつらはサンファレス王国でも恐れられていた魔物だったので、存在は知っていた。キラーバードは王国が暖かくなる種まきの季節になると、南の大陸から海を越えやってくる。

　そして主に大陸沿岸の村の、家畜という家畜を食い尽くしてしまうことで知られていた。家畜に留とどまらず、人間の子供や小さな魔物も彼らの捕食の対象である。つまりは、ゴブリンも彼らにとっての食料ということになる。

「皆！　洞窟に戻れ！」

　皆が空を見上げる中、俺は叫んだ。

　俺の声を待つまでもなく、ゴブリンの一部は洞窟に向かっていた。洞窟は目と鼻の先。だが、ゴブリンの子供たちがたどり着くには少し遠い。

「お前ら、こっちだ！」

　エレヴァンは二本の斧をそれぞれ両手に持ち、子供たちを守ろうと駆け寄っていく。

　だが、キラーバードが次々と子供たちに向けて急降下した。

「《ファイア》[image: ]」

　俺は炎属性の魔法で、キラーバードを焼き払う。

　だが、全てを倒すことはできず、数体が子供たちに向かってしまう。

　しかし残りも地面に近づくなり、斧で切り殺されていった。

　やったのはエレヴァンだ。エレヴァンは次々と、キラーバードを斧で切り殺していく。そして注意を引くように一人、埋立地の中心に走った。

「うおおぉおおおっ[image: ]　お前ら、早くっ！」

「将軍、危険です！」

　リエナがそう言うも、エレヴァンは振り返らない。

　バリスが姫の手を引く。

「姫、将軍は我がベルダン族きっての大戦士！　キラーバード程度、敵ではありません！　ここは任せて我らは！」

「いえ、私も魔法を使えるのです！　戦います！」

　リエナの声に、一瞬驚いたような顔をしたバリス。リエナらしくないと思ったのだろう。だが、今はそれどころじゃないと、首を横に振る。

「……分かりました！　お二人とも、将軍をお任せします！」

「ああ！　バリスもみんなを頼む！　リエナ、行くぞ！」

「はい、ヒール様！」

　俺は魔法でキラーバードを攻撃し、リエナは教えたばかりの《シールド》という魔法で、エレヴァンを守る。

　その一方で、バリスは子供たちを洞窟に連れていった。

　ゴブリンは皆、洞窟に戻ることができたようだ。だが、このままではキラーバードに洞窟に入り込まれる恐れがある。穴を守る何かが必要だ。
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　早速、人形ドール作成を試してみるか……。

　俺はインベントリを開き、人形ドールを命ずる。

　たくさんある岩を使うと、ゴーレムというドールが作成できるらしい。鉄なども使えるようだが、今はただ盾になればいいだろう。

　それにキラーバードは基本、自分より体の大きな者を襲うことはない。いるだけで、文字通りの魔ま除よけになるはずだ。

　すぐに俺は、高さが三ｍほどのゴーレムを作成する。

　光が弾はじけると、岩の体のゴーレムが俺の隣に現れた。

「ゴーレム、洞窟を守れ！」

　俺の命令に、ゴーレムは洞窟の穴を塞ふさぐように仁王立ちになった。

　ちゃんと俺の言葉を認識するようだ。これで洞窟は大丈夫だ。

　俺は安心して、キラーバードへの攻撃に集中する。

　そういえば、マッパはどこに……あ。

　俺は、キラーバードが「オエエ」と嘔おう吐とするところを見てしまった。そして一緒に吐き出されるのは、べとべとになったマッパだ……。

　このままでは埋立地に落ちてしまい、危ない。

　だが、スライムのシエルが落下地点に滑り込み、クッションとなってくれた。もちろん、このままじゃシエルがかわいそうだから、マッパの体に水魔法を浴びせて綺き麗れいにしておいた。

　……よし、大丈夫だな。これで魔法を思う存分撃っても、マッパを巻き込む心配がない。

「エレヴァン！　魔法で倒す！　伏せてくれ！」

「合点承知！」

　返り血で真っ赤になったエレヴァンは、飛び込むようにして地面に伏せた。

　炎属性の魔法で……いや、もしかしたら食料になるかもしれない。ここは、氷魔法で一いっ旦たん凍らせるか。

　俺は両手を上空に向け、氷属性の魔法を唱える。

「《ブリザード》！」

　すると、俺の手から氷気が放射状に広がった。それはやがて吹雪のようになり、一瞬でキラーバードたちを凍り付かせる。

　《ブリザード》は氷属性の中位魔法で、《フリーズ》の強化版だ。

　キラーバードはかちんかちんとなり、次々と落ちてきた。

　俺は自分とリエナ、エレヴァンを守るため、頭上に《ウィンド》で風を吹かせる。

　硬く凍り付いているせいか、地面に落ちてもキラーバードが砕けることはない。

　わずかに残ったキラーバードはこれを見て、遠くへと逃げていく。

　去ってくれたか……。

　洞窟から、一斉に歓喜の声が上がる。

　エレヴァンも立ち上がり、俺に駆け寄った。真っ赤な顔で笑いながら、斧を両手に持って……正直、怖い。

「さすが大将！　お見事でさあ！」

「い、いや、エレヴァンこそ、さすがだ」

　さすがに将軍と言われるだけあって、エレヴァンの戦闘力は高かった。

　あんな小さな斧で、一〇体以上のキラーバードを倒したのだから。

「俺の紋章は【大戦士】ですぜ？　これぐらい、朝飯前でさあ」

　エレヴァンは胸をドンと叩たたいてみせた。

　【大戦士】は腕力を大幅に上昇させる紋章で、また様々な武器を簡単に扱えるようにもなる。

　サンファレス王国の王族や貴族にもこの紋章を持つ者はいたが、持っているだけで求婚者が倍になるといわれるぐらい羨うらやましがられる紋章の一つだ。

「ヒール様、お怪け我がは!?」

　振り返ると、そこにはリエナが。

　その後ろでは、洞窟に避難していたバリスたちがこちらへ向かってくる。

「ああ。俺は大丈夫だよ。リエナは？」

「私も大丈夫です！　ですが、申し訳ございません……たいしてお役に立てなくて」

「いやいや、リエナがいたから、さらに攻撃対象がばらけたんだ。よくやってくれたよ。それに魔法もこんなに早く習得してるんだから、たいしたものだ」

「あ、ありがとうございます！　もっと頑張りますね！」

「うんうん。俺も、負けてられないな。と、マッパのほうは……」

　俺は顔をマッパに向ける。

　そこには、はっくしょんと鼻水を出すマッパが。

「……マッパもまあ大丈夫そうだな」

　とはいえ、氷漬けのキラーバードが周囲にある中で、ほぼ真っ裸なので寒そうだ。

　だから、何か着ておけばよかったのに……。

「さて、とんだ邪魔が入ったが……いや、とんだ食料が手に入ったというべきか……リエナ、キラーバードは食べられるよな？」

「もちろんです！　翼と足は鶏に似て、腹部は牛に、肩は豚と三獣の美味しいとこどりです！」

「へえ。そんな味なのか！」

　つまり、代表的な家畜がまるまる飛んできたということじゃないか！

　肉か……ここに持ってきたのは干し肉ばっかだったからな。思わず、よだれが出そうになる。

「……それじゃあ、今日は焼肉といくか！」

　久々の肉とあってか、ゴブリンたちも「おう！」といつもより元気な声を上げた。

　こうしてこの夜、俺たちは久々の肉に舌鼓を打つことになった。

　ももの部分は、骨付き肉にして焼いた。腹や肩の部分は焼くだけじゃなく、煮てみたり。

　調理中マッパがつまみ食いをし、ゴブリンたちに怒られているのも見えた。まあ、こうも食欲を刺激するような匂いが漂っているのだ。気持ちは分かる。

　料理が出来上がり、皆が焚たき火を囲むと、エレヴァンが立ち上がり、焼きたての骨付き肉を掲げた。

「それじゃあ、我らが大将に感謝して、いただきますだ！」

「いただきます！」

　豪快に骨付き肉にかぶりつくエレヴァンに、ゴブリンたちも皆続く。

「美う味まい！」

　久々に食べる肉が美味しいのか、エレヴァンも思わず顔を綻ほころばせていた。

　ゴブリンたちだけではなく、マッパも、ケイブスパイダーのタランも肉を次々と口に運んでいる。その食べっぷりを見るに、相当に美味しいらしい。

　まあ、匂いからしてもう美味そうだもんな……。

　よだれをこらえていると、隣のリエナが骨付き肉を差し出してきた。

「さあ、ヒール様もぜひ！」

「お、ありがとう。それじゃ、俺もいただくか」

　リエナは不安そうに俺を見守る。美味しく焼けたか気になるのだろう。

　だが、匂いも見た目も素晴らしい……これで美味しくないわけがない。

　俺は早速、骨付き肉を一口食べてみる。

　口の中で広がる脂と、甘み……。

「……美味しい」

「よかった！　魚のスープで味付けしたのですが、お口に合わないかもと思ったので！」

「そっか、しょっぱいのは魚のスープの味か……うん、美味しい」

「肉を煮たスープも作ったので、もしよかったこちらも！」

　リエナは上機嫌で、俺に肉入りのスープの入った器を差し出す。

「肉のスープか。こっちも……いい匂いだ」

　こっちにも口をつけるが、文句なしに美味しい。澄んだ色をしていたが、とても濃厚だ。体も温まる。

　……なにより、やはり肉は美味い。

　リエナによれば、キラーバードは長時間飛行することもあって、脂がよく乗っているらしい。ゆえに、普通の肉よりも美味しいのだそうだ。

　こんなものがしばらく食べられるというのは、何ともありがたい。

　しかし同時に、キラーバードがまた襲いに来る可能性もある。危険ではあるものの、言い換えればいい食料源になるわけだが。

　しかし、俺がキラーバード討伐につきっきりだと、採掘が進まない。

　どのみち、ずっと見張っているわけにもいかないし、さっきのドールを案山子かかしのようにして、埋立地を警備させるか。

　キラーバードは、自分より巨体の敵は襲わない。なので、あの大きさのゴーレムがいるだけでも、襲われない効果が見込める。

　改造もできるようだし、一応何かしらの飛び道具でもつけておこう。

　それに、バリスが言うには今後は弓を作らせて、昼夜交代の警備隊を組織するらしい。

　また、防衛のための建築も始めるらしい。まずは遠くを見渡すための塔をいくつか建てるようだ。

　そして身を隠せるような石壁も造るらしい。これは攻撃から身を守るだけでなく、畑を塩害から守るために必要なのだという。

　幸い岩はこの島にはいくつもあるし、俺がまた角ばった石材にすることも可能だ。

　いささか過剰な心配のような気もする。だが外敵はキラーバードじゃないだけないかもしれないし……船が来ることはあまりないとはいえ、海賊がやってくる可能性もある。

　警戒しておくことに越したことはないだろう。

　俺もそれに賛成し、警備と防衛についてはバリスとエレヴァンが中心となって取り組むよう、頼んでおいた。

　いざとなったらリエナも魔法で対処するって言っているし、とりあえず俺は採掘に集中していてもよさそうだ。

　しかし……美味しいな。スープは飲み干してしまったし、骨付き肉も二本、三本と平らげてしまった。

　見渡すと、皆むしゃむしゃと食べている。

「ヒール様、おかわりはまだまだいっぱいありますからね！」

　リエナは皿一杯の骨付き肉を俺に見せる。

「あ、ありがとう……だけど、さすがにそんなには……」

　そうだ。さすがに数日で、ここまで大量のキラーバードを食べきることは難しい。

　数日で食べきれなければ、キラーバードは腐ってしまうだろう。ずっと凍らせておければいいが、俺かリエナが氷魔法を使い続けるのも大変だしな……。

「ヒール様……何か悩み事でも？」

「え？　その、早く食べないとキラーバードが腐ると思ってさ」

「なるほど。そういうことでしたか！　それでは、洞窟の中に冷凍庫を作ってはいかがでしょうか？」

「冷凍庫？　なるほど。凍ったものを貯ためとく倉庫ってことか。確かに、洞窟の中は地上よりも寒いからな」

　つまり凍っている時間が長くなる。これなら、ずっと氷属性の魔法を使い続けなくとも、ちょっと溶けてきたなと思ったときにまた凍らせるだけでいい。

「大陸にいたころ、中が凍り付いている洞窟があって、そこで一族の食料を保管していたのです。保存していた肉は半年以上、無事でした。なので壁や天井を凍らせておけばさらに安全になるかと思います！」

「ほうほう。なら、そうしてみるとしようか。明日の朝にでも、冷凍庫の空間を掘ってみるよ」

「かしこまりました。他にも考えがありますので、私もお供しますね」

「ありがとう、リエナ。そうしてくれるとありがたい……と」

　話の途中から、目の前で小さなゴブリンが俺を見ながら座っている。

「えっと……」

　誰かを思い出そうとすると、隣のリエナが教えてくれた。

「エレヴァン将軍の娘〝フ〟……今はフーレです」

　そうだ、フーレ。テイムした際、〝フ〟からフーレに俺が名前を変えた。子供のゴブリンは性別が分かりづらいが、このフーレは女の子らしい。

「そうか。名前を覚えてないで、すまない。何か用か、フーレ？」

「……ねえ。どうして、そんなにヒール様は強いの？　フーレのお父さんより強いなんて」

　俺の魔法を見てそう思ったのだろう。

　元々、俺は水滴ほどの水しか出せない魔力しかなかった。それがこの島で大量の魔鉱石を得て、膨大な魔力を使えるようになったのだ。

　今まで王宮で兄弟の魔法を見てきたが、魔力だけでいえば、俺はとっくに兄弟たちを凌りょう駕がしていると思う。それも全て……。

「そうだな……採掘のおかげかな」

「採掘？　鉱山を掘ってたってこと？　それなら私もずっとやってたけど、全然強くならなかったよ」

「ああ……いや、掘ってたらってのは抽象的だったな……掘っていたら、魔力を増やす石が採れて、それでここまで強くなったんだよ」

「ここにそんな石が埋まっているの!?　なら、私にも掘らせて！」

「それは大歓迎だけど……でも、ゴブリンが魔法を使うには、まず昇魔石チェンジ・ストーンで魔力を扱える体に進化する必要があるんだよ。でもそうすると今までの体と変わってしまうんだ」

　ゴブリンの体は魔力を扱えるようにはできてない。だから呪文を覚えても、魔法は使えない。

　なので魔法を使うには、魔力を扱える体に進化する必要があるのだ。ここにいるリエナのように。

　しかし、自分の体を変えるなんて、なかなか……。

「なら、フーレも進化したい！」

　フーレは迷うことなく俺に言う。

「そ、そんな簡単に？　……まあ、だけどその肝心の昇魔石チェンジ・ストーンが今はなくて……あっ」

　俺は言葉の途中で、フーレの後ろに現れた男に気がつく。

「うん？　……いたっ」

　フーレは言葉の途中で、エレヴァンに優しく頭を叩かれる。

「こぉら、フーレ！　大将を困らせるんじゃねえぞ。それに大将と話すときは、敬語だ！　失礼だろ！」

　エレヴァンは俺に頭を下げ、フーレにもお辞儀をさせる。

「すいません、大将。こいつ、やたら強くなりたいなりたいってうるさくて。失礼しやした」

「いや、いいじゃないか。父親がそんなに強いんじゃ、娘がそうなりたがるのも分かる」

　エレヴァンは少し嬉うれしそうに「そうなのか？」と訊たずねるが、フーレはふいっと顔を逸そらす。

「フーレ。昇魔石チェンジ・ストーンが欲しいなら、この洞窟を掘ろう。自分で見つけたら、使ってみればいい」

「ほ、本当ですか？」

「ああ。それに鉱山を掘っていた経験があるんだろう？　掘ること以外、俺は素人だから色々教えてくれるとありがたい」

「もちろん！　掘るのは得意だから、任せて！」

　フーレはこうしちゃいられないと、俺に背を向ける。そして満腹のマッパを無理やり起こし、鍛か冶じ場ばへ連れていく。

　おそらく、ピッケルを作らせるのだろう。

　エレヴァンが焦った口調で訊ねた。

「い、いいんですかい？　昇魔石チェンジ・ストーンは貴重なものですぜ？」

「俺が手に入れたら、使いたい奴同士でくじ引きをさせるつもりだが、自分で手に入れたらのならいいだろう」

「……大将は物に対する欲ってのが、ないんですかい？　この前も宝石を持ってけだとか」

　エレヴァンは呆あきれるように、ため息をついた。

　言われてみれば、確かにこの島に来てから物に執着しなくなったなあ……。というか俺は採掘物が欲しいというよりは、採掘自体がしたいんだ。

「まあ、フーレが魔法を使えればやれることも増えるだろうし。……そうだ、魔法といえば」

　俺はインベントリから魔鉱石×八〇〇を選択する。そしてそれを、首を傾かしげるリエナに使用した。

「ヒール様、何か？」

「いや、今リエナに魔鉱石を使ってみたんだよ。これで魔力が増えたはずだ」

　リエナは顔色を変えて俺に訊ねる。

「わ、私にそんな貴重なものを!?」

「今言っただろう。魔法を使える奴が増えれば、俺も助かる。さっきみたいなことが起きたとき、もっと強力な魔法が使えたほうがいいだろう？」

「ヒール様……分かりました。より一層、魔法の習得に励み、必ずやヒール様のお役に立ちます！」

　リエナは胸に手をやって、力強く答えてくれた。

　そもそもリエナは魔法の習得に熱心だった。さっきもまだ威力は低いながらも、俺が教えた攻撃系の魔法は全て使っていた。魔力を増やせば、さらに活躍してくれるだろう。

「うんうん、頼んだよ」

　俺一人じゃ、とてもあらゆる問題に対処できない。それに何より、俺はやはり採掘がしたいのだ。

　もちろん、こうして美味しい肉を食べたりもしたいが……。

　リエナにはこれからも、魔鉱石で魔力を増やしてもらう。

　俺の魔力ももう十分かと思うが、それでも魔鉱石はこれからも使っていくつもりだ。

　このあと皆で決めたのだが、埋立地が出来て美味しい肉が手に入ったこの日を、次の年から感謝祭の日にすることにした。
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　キラーバードを大量に仕留めてから三日後、俺たちは冷凍庫を完成させた。

「よし、完成だ！　……は……はっくしょん！」

「ヒール様、大丈夫ですか？　こちらを」

「あ、ありがとう、リエナ」

　俺はリエナから白い手て拭ぬぐいを受け取り、鼻を拭ぬぐう。

「とにかく、これだけ寒ければちょっとやそっとじゃ解けないだろうな」

　冷凍庫として新しく掘った空間は、洞窟とは鉄製の扉で仕切られており、床や天井は厚い氷が覆おおわれている。また、この空間を大きく横断するように、壁と壁の間に縄が張られていた。

　これはタランたちケイブスパイダーの糸で作られたもので、大きな肉や魚を吊つるすためのものだ。

　それ以外には、小さい魚や切り分けたキラーバードの肉を置くための棚も作り、食材を管理しやすく工夫されている。

　洞窟の入り口から地下に延びる階段の途中にあり、地上からの運搬も楽だ。

　これらは全て、リエナの設計によるものだが、なかなかよくできたんじゃないだろうか？

「リエナ、色々と指示してくれてありがとう。それにタラン、皆も」

　俺の声に、タランや他のケイブスパイダー、ゴブリンが頭を下げる。スライムも体を震わせて、反応してくれた。

　そう、この冷凍庫は、熟練の俺とタランの二人に、他のゴブリンやケイブスパイダー、スライムたちで作ったのだ。完成までに丸二日を要した大掛かりな工事だった。

　タランのほうは、以前よりもさらに掘る速度上げたようだ。これは俺も負けてられないな。

「こちらこそ！　それでは、私はこの冷凍庫に食材を運ぶよう指示してきますね！」

　キラーバードは冷凍してはあるが、まだ外に置かせている。定期的に解けないよう氷魔法をかけていたが、ここに運べばもう心配なさそうだ。

「お、そうか。そしたら、俺がまた食材を凍らせるよ」

「いえ、そちらはお任せください！　魔法の練習も兼ねて、私が凍らせておきます！」

　力強く自分の胸を叩たたくリエナ。進化してから、徐々にだが自分に自信をつけてきたようだ。

「そうか。そうしたら、後は頼むよ。俺は……あいつの様子を見に行ってくるよ」

　そう、鉱山を掘っていた経験者だというフーレ。エレヴァンによれば、フーレは俺やリエナと同じ一五歳という話だ。

　幼少の時より、集落に近い洞窟や廃坑で採掘してきたらしい。ベルダン族にも近場の洞窟から鉱物を採取する仕事があり、フーレはその仕事にあたっていた。

　つまりは俺よりはるかに採掘の経験が豊富というわけで、どれぐらいの腕なのか気になっていた。

　この島に来てから、フーレの仕事は漁だった。しかし、バリスや父に頼み、今日から俺同様採掘を始めることになった。

　俺はリエナたちと別れた後、そのまま地下へと潜っていく。するとピッケルの心地よい音が響いてきた。

「えい！」

　木こ霊だまするかけ声のほうから、運搬役のスライムが岩を運んできた。さらに奥に進むと、そこにフーレがピッケルを手際よく振る姿が見えた。

　……なるほど、これは確かに手際がいい。

「おはよう、フーレ。もう結構掘ってるのか？」

「うん……夜明け前から掘ってるから、四時間ぐらいかな」

　四時間……結構掘っているな。

「そんなに？　経験者だとは聞いていたが、疲れてないのか？」

「ううん。ヒール様の紋章のおかげで、ぜんぜん疲れないよ」

　俺とテイムの関係にあることで、フーレは俺の【洞窟王】のスキルの一部の効果を自動的に受ける。安全かつ効率よく掘れるので、結果として疲労も軽減されてるようだ。

「そうだとしても……休憩はちゃんと取るんだぞ？」

「うん。でも、昇魔石チェンジ・ストーンが欲しいから……」

　フーレが欲しいのは、魔物を進化させる昇魔石チェンジ・ストーン。

　だが、この前手に入れた昇魔石チェンジ・ストーンは、ただ採掘して手に入ったわけじゃない。掘りあてたある場所──小さな神殿のような石室に安置されていたものだ。

　なので、同じような場所を見つけるのが、昇魔石チェンジ・ストーンを手に入れるための近道だと思う。でも同じ場所があるなんて確証はないんだよな……。

　そもそも、あの石室は何なのだろうか？　もしかしたらこの地下には古代の遺跡が埋まっていて、あの石室はその一部だったりするのかもしれない。

　まあとにかくは、掘り進めていくしかなさそうだ。掘っていけばまた何かが見つかるだろう。

「欲しいのは分かるが、倒れたら元も子もないからな。そこだけは頼む」

「分かった……だけど、ヒール様のその……【洞窟王】とかいう紋章のおかげか、驚くぐらいに疲れないんだよね。というか、たったひと振りで、こんなに掘れるなんて……」

　ガラガラと崩れる岩を見て、フーレは信じられないといった顔で呟つぶやいた。

「……私も【採掘者】の紋章を持ってるから掘る量は多かったけど、これならもっと速く掘れそう！」

　フーレはそう言って、また黙々とピッケルを振り始めた。

　彼女の実力は分かったし、俺もここから掘っていくとするか。

　そう考え、近くで採掘を始めたのだが、しばらくすると、ピッケルを振る度に視線を感じた。

　その視線の主であるフーレは一度採掘を中断し、汗を拭う。

「……そ、それも紋章の効果？　今、壁が全部はがれるように崩れたよね？　ヒール様って本当に人間？」

「ああ人間だよ。それも平凡……というよりはポンコツな人間かな」

「ふーん。でも、魔法の力もそうだけど、とても人間だとは思えないなあ」

「うん、冷静に考えれば俺もそう思うけどね……」

　俺のひと振りで、三ｍほどもある岩が一気に崩れるのだ。普通に考えれば、人間のなせる業じゃない。

「まあでも、ちょっと不用心かな」

「不用心？」

「うん。このまま掘り続けていると、多分息が苦しくなってくると思う。だから、外から空気を送れるようにしないと」

「ほう、それは知らなかった」

　フーレは鉱山を掘っていた経験があるという。だから、採掘の際の危険についても知っているのだろう。

「具体的にどうすればいいか、分かるか？」

「うん。空気を送るような装置があるんだけど……あとであのマッパのおじさんに作ってもらおうか？」

「おお、そうしてくれると助かるな。俺はあまり鉱山のことに詳しくないから、これからも必要なことがあったら教えてくれ」

「分かった。まあでも、紋章の効果で落盤の心配もないし、とりあえずは空気の問題だけ解決すればいいかな。もう少し掘ってみれば、またなんか問題にも気づくかも」

「そっか。それじゃあ、しばらくは一緒に掘ろうぜ」

「うん！」

　その後しばらく、俺たちは黙々と掘り続けていた。

　ピッケルを振りながら、フーレが何気なく訊たずねてくる。

「そういえば……ヒール様って、お父さんとかいないの？」

「俺？　ああ、いたよ」

「……さぞかし、すごい人なんだろうね」

「すごいか……確かにすごかったよ。父の持つ【覇王】の紋章は、自分の体術も魔法も、周りの味方の力さえも底上げできるから、戦争で負けたことはなかった」

　父だけじゃない。兄弟も皆、何かしら人をあっと言わせる能力を持つ紋章を授かっていた。その中で、なんだかよく分からない【洞窟王】を持つ俺は、負い目を感じたものだ。

「へえ……なんだか、やばそう」

　フーレは渋い顔をする。

　恐らく、俺よりも俺の父のほうが強いと認識したのだろう。だが実際のところ、散々魔鉱石で強化を繰り返した魔法だけ見れば、今の俺は父を凌りょう駕がしているはずだ。

　まあ、それ以外で勝てるかといえば、絶対に勝てないだろうけど。

　というより、子より親のほうが強いと思うのは、フーレの父であるエレヴァンの存在があるからだろう。

　エレヴァンはこう言ってはなんだが結構強かった。多分、俺が剣とかの武器だけで戦えば、余裕で負ける。というか、俺が一〇人で掛かっても勝てないだろう。

「フーレはさ、お父さんよりも強くなりたいの？」

「え？　別に……」

　フーレは急に黙り込み、ピッケルの振りを速くする。

　分かりやすい奴だな……だが、ただ父を超えたいがために、そんなに強くなりたいと願うものかな？

　俺の場合は、いかに父や兄弟が優れていても、それを打ち負かそうなんて考えもしなかった。

　ただ人並みになって、笑われないようにしようと思うだけで。

　今戻れば、俺は人並みどころか化け物のように思わるかもしれない。……むしろそれで済めばいいが、危険人物としてどこかに幽閉されかねない。

　どのみち、俺はもうこの島に骨を埋めるつもりだから、そんな心配はないんだがな。

　そんなこんなで採掘を続けていると、後ろで岩が崩れる音が遠く響くのを感じた。

　振り返ると、フーレが驚いた顔をしている。

　どうやら、どこかしら広い空間を掘り当てたようだ。

「やった！　何かありそう！」

　フーレは顔を明るくしてその空間へ進み、俺もそれを追って中に入った。

　中は前に見た石室の一〇倍はあろうかという広さだった。そして巨大な人型の石像が、ずらりと壁に沿うように並んでいる。

　この時点で俺は嫌な気がしたが、さらに人型から魔力が動くのを感じた。

　自分が持つ魔力が増えれば、自然に魔力の流れ、大小が分かってくるようになる。魔法を扱う者からは魔力探知と呼ばれており、これができるかできないかで魔法の才能があるかないかが分かると言われていた。

　最初、自分が膨大な魔力を手に入れたときは、いまいち分からなかった。しかし、この魔力探知のことを思い出し、感覚を研ぎ澄ますと、魔力の形や流れが感じられるようになった。

「……待て、フーレ！」

「え？」

　俺はすぐさま自分とフーレの周りに、無属性魔法である《シールド》を展開する。

　この《シールド》は、あらゆる魔法や攻撃から身を守れる魔法だ。だが、必ず防げるわけでも、ずっと防げるわけでもない。その防げる程度は、術者の魔力次第なのだ。

　《シールド》が展開されるのと同時に、巨大な人型は火を噴射してきた。

　フーレは思わず、その威容に腰を抜かす。

　しかし、炎を噴き付けられても《シールド》が破れることはない。今の俺の魔力だとかなり頑丈にできるため、びくともしないようだ。

「大丈夫か、フーレ!?」

「だ、大丈夫……これぐらい別に！」

　強がるようにフーレは答える。

　だが、その足はがたがたと震えていた。

　怖いのは俺も一緒だ。魔力が増えて戦闘力が増したとはいえ、周囲を巨大な人型に囲まれているのだ。

　この巨大な人型は……ゴーレムか。

　しかし、俺が人形ドールとして作ったゴーレムは魔法が使えなかったはず……しかも、こいつらの何体かは、金色の鎧よろいを身に纏まとい、人の背丈ほどもある金ぴかの剣を持っていた。

　彼ら鎧のゴーレムは、俺たちに剣を振りかざして向かってきた。

　俺の《シールド》なら剣も防げるとは思うが……このままでは袋ふくろ叩だたき。こちらから仕掛けよう。

　俺は周囲へ、風属性の魔法《ストーム》を放つ。風属性の中位魔法で、《ウィンド》の強化版だ。

　すると、ゴーレムたちは一瞬で大理石の壁に打ち付けられ、粉々になった。

「あ、あいつら何なの？」

「多分、ゴーレムだな。立てるか？」

　腰が抜けたフーレに手を貸して、立つのを助ける。

「あ、ありがとう、ヒール様……」

　そう頭を下げるフーレは、どこか悔しそうであった。自分が何もできなかったと思っているのだろうか、唇を噛かみしめる。

「……あと、ごめんなさい。勝手に進んじゃって」

「いや、俺も不用心だったよ……」

　フーレは悪くない。

　誰がこんな危険なゴーレムが地中にいると予想しようか？　俺の注意不足でもある。

　これはちょっと、皆に自由に掘らせるのは危なそうだ。またここみたいな場所があったら、危険極まりない。

　俺は後ろにいたシエルに、採掘中止を皆に知らせるよう命じた。

　いくらかシエルに手信号を覚えさせたのだが、スライムがバツ印を体で表したときは採掘中止の合図としてある。

　シエルは採掘中のゴブリンたちのもとへ向かった。あとで皆に理由を説明して、対策を練るか。

　とにかく今は、ここを調べてみるとしよう。

　俺はあたりを見渡す。

　どうやら、この石室は広い割にゴーレムの残骸とその武具以外、何もないようだ。前の石室は祭壇のようなものがあったが、ここにはない。

　仕方ないので、とにかくゴーレムの残骸を調べることにしよう。

　ゴーレムは、全部で十数体はいたようだな。そしてどれももれなく、偽心石ハートストーンを持っている。

　俺が偽心石ハートストーンを手に取ったとき、フーレの声が響いた。

「ヒール様！　この金色の石って、昇魔石チェンジ・ストーン？」

　フーレはそう訊ねながら、ゴーレムの残骸から、金色に光る石を持ってきた。

　以前祭壇にあった昇魔石チェンジ・ストーンの色は金色だったので、フーレにもそれを伝えていたのだが、確かに似ている。

「おお、どれどれ」

　俺はフーレが持つ石を助言者に説明させる。




《魔導石……魔法を宿らせることができる。人形ドール作成にも使用可能》




　とすると、あの魔法を使うゴーレムにはこの魔導石が埋め込まれていたということか。それも誰かの手によって。

「うーん。これは違うみたいだな……」

「なーんだ……」

　肩を落とすフーレ。

　だが次の瞬間、その顔は青ざめる。

「う、うわああああああ[image: ]」

　突如悲鳴を上げるフーレの視線の先に目をやる。

「ど、どうした？　新たなゴーレ……うわあああ！　……ってマッパか」

　そこには……腰こし巻まきだけのおっさん──マッパがいた。

　だが、これは珍しくも何もない。マッパはよく光源も持たず洞窟をうろつくので、それを発見したゴブリンやケイブスパイダーの悲鳴が絶えなかった。

　……いつの間に入ってきたんだ？

　マッパは、三ｍはあろうゴーレムの金色の剣を軽々と持ち上げて喜んでいる。

「あいつ……何やってるんだ？」

　いつも通りの無言ながら、その表情はとても嬉うれしそうだ。

　やがては剣に頬ほおを摺すり寄せたり、口づけし始めた。鎧のほうにも興味があるみたいで、ぺろりと舐なめたり、ごんごんと叩いて音を聞いている。

　フーレがそれを引き気味で見ていると、マッパは金の剣を持ってこの石室から出ていくのであった。

　フーレは一言呟く。

「……というかあの人、なんでまだ上着着ないの。人間って、皆ああなの？」

「いや、少数派だよ。でも、マッパはあのほうが楽なんだろ……しかし、どうしてあんなにはしゃいでたんだ？」

　マッパが洞窟をうろつくのは、別に初めてではない。

　鉱物を勝手に持ち去るのも、よく目にする。だが、あれだけはしゃぐのは初めて見た。そうさせるだけの何かが、この剣や鎧にあるのかもしれないな。

　俺はまだ残っている金色の剣の柄つかを掴つかみ、持ち上げようとする。

　しかし──。

「な、何だこれ……全然持ち上がらない！」

　ううっと力を込め、両手で持ち上げようとするもびくともしない。

　フーレも「自分も！」と手伝ってくれるが、微動だにしなかった。

　剣の長さは、確かに三ｍほどと長い。

　だが、その長さの割に刀身は薄く、少しぐらいは動かせると思ったのだが。

「とにかく回収してみるよ」

　だが、回収はできなかった。




《現在の【洞窟王】では、鉱物以外のもの、または採掘で得られたもの以外は回収できません。更なる経験を獲得することで解放されます》




　助言者がそう解説してくれた。

　そうか。確かにこれは鉱物じゃないし、採掘で手に入ったものじゃない。

　だが、裏を返せば採掘で手に入れればいいのだ。

　俺が剣と鎧をそれぞれピッケルで叩くと、剣と鎧は砕け、インベントリに自動回収される。

　壊すのは惜しかったが、まだ剣も鎧も五セットほどある。何で出来ているか確認するため、試しに一つバラしてみるのもいいだろう。

　剣も鎧も……オリハルコン？　名前だけなら聞いたことがあるぞ。

　確か神話に出てくる、ドワーフが好んで使う鉱石だ。

　うん？　ドワーフ？　そういえばドワーフって、小柄で髭ひげもじゃって話だよな。

　もしやマッパは人間じゃなくて、ドワーフなんじゃないだろうか？

　いやでも、俺の知ってるドワーフは高潔で頑強で……人間の何倍もの腕力と未知の技術を持っている、なんだかとてもすごい種族だ。

　あれ……前者はともかく、腕力と技術の特徴は一致しないか？

　でも、神話の種族が裸を好む種族とは思えない……いや、思いたくない。

　助言者がオリハルコンについて解説してくれる。




《オリハルコン……鋼はがねより軽く、丈夫。魔法効果をエンチャントできる》




　鋼より硬くて軽く、魔法の効果も付与できるのか。魔導石も大概だが、とんでもない素材だな……。

　今までオリハルコンは、この洞窟では掘れなかった。とすると、どこか遠くで掘られたり、造られたりしたものなのだろうか。いずれにせよ、そうそう採れるものではないのだろう。

　しかし、鋼より軽いのならなぜ持ち上がらない？

　回収したオリハルコンの数を確認していると、その答えが分かった。

　オリハルコン×九〇〇……つまり、剣と鎧一式だけで×九〇〇のオリハルのコンインゴットが使われていたってことか。

　インベントリのインゴット一個は、一㎏。それが九〇〇個だから、九〇〇㎏……。

　剣が何㎏かは分からないが、鎧がそうなら少なくとも一〇〇㎏以上ありそうだ。

　しかし、とてもじゃないがそれだけのインゴットが使われているようには見えない。古代の技術とやらで、圧縮されているとでもいうのだろうか。

　……というより、マッパはこれを軽々持ち上げていたよな？

「とりあえず、マッパの様子を見に行ってみるか。皆の採掘も中断させちゃったし」

「うん！　私も一いっ旦たん休憩しに行く」

　俺はフーレと共に、ゴーレムの残骸から偽心石ハートストーンと魔導石を入手する。

　持ち上げられない鎧と剣は、ひとまず置いとくとしよう。

　その後、俺たちは洞窟の外まで向かった。

　すると、外では皆が集まって何やら騒いでいた。

　それを心配そうに見つめるリエナに、俺は事情を尋ねる。

「何かあったのか？」

「あ、ヒール様！　それが、マッパさんが持ってきた剣で皆騒いでて……」

「なるほど……皆、剣を持ち上げようとしてるのか」

「はい。とても重いようなのですが、皆マッパさんが持ち上げられるのが悔しいようで……なんだか危ない気がします」

「そうだな。でも、持ち上げられるとは到底思えないけど……」

　俺は近寄り、魔物が集まる中央を見る。

　すると、ケイブスパイダーのタランが四本の腕で、マッパが持ってきたオリハルコンの剣を持ち上げようとしていた。

　マッパはというと、鼻歌交じりに炉の火加減を調整している。

　踏ん張るタランだが、やはりびくともしない。剣を放した途端、その巨体がすっ転んでしまう。

　周りのゴブリンやケイブスパイダーがへとへとになって倒れているのを見るに、やはり誰もあの剣を持ち上げられなかったようだ。

　ゴブリンはともかく、タランなら持ち上げられると思ったんだが……。

　それを見ていた大柄なゴブリンのエレヴァンが、右腕を鳴らすように回す。

「へ、どいつもこいつも情けない！　あのマッパができたんだ、見てろ！　こんな剣、俺でも扱える！」

　エレヴァンはそう言って、オリハルコンの剣に手をかける。

「うおおおおお！　……って、おかしいな……うおおおおおお！」

　しかし、その蛮声もむなしく、剣は全く持ち上がらない。

「はあ、はあっ……ちくしょお、あんなマッパに持ち上げられて、この俺が持てないだと……？」

「将軍、もうおやめくだされ！　持ち上げられたとしても、ずっとは持てません。危険です！」

　老齢のゴブリンであるバリスが、息を切らすエレヴァンを諫いさめる。

　だがエレヴァンの目は何かを見つけたようだ。

　どうやら、俺の隣にいるフーレに気がついたらしい。子供の前で情けない姿は見せたくないのだろう……エレヴァンは今一度顔を真っ赤にして、剣を握る。

「うおおおっおおおおお!!」

　かけ声とともに、剣を一気に天高く掲げた。

「おお！」

　俺も周りの者たちも、歓声を上げる。

　まさか、あの剣を一人で持ち上げるとは……。

「さすが、将軍！　【大戦士】の紋章を持つだけあるぜ！」

　ゴブリンの一人がそんなことを言った。

　エレヴァンの紋章は【大戦士】。この紋章は強大な腕力を得られる。

　エレヴァンは誇るように叫ぶ。

「しゃああああっ！　どうだ!?　……あっ！」

　エレヴァンは勢い余って、手から剣を滑り落としてしまう。

「まずい！　……《ウィンド》！」

　俺は剣の落下が遅くなるように、風魔法を放った。

　しかし剣の柄はエレヴァンの頭に、ゆっくりだが当たってしまった。

　剣の刀身は当たらずに、地面に落ちていったが。

「将軍！」

　バリスをはじめとするゴブリンたちが、エレヴァンに近寄る。

　そして誰よりも早く、フーレが駆け寄った。

「お父さんっ！　お父さんっ！」

　フーレが涙声でエレヴァンを揺さぶるも、返事はない。

　ウィンドで勢いは殺したとはいえ、あの重さだ。頭の骨にひびが入っていてもおかしくない。

　俺はエレヴァンの近くに行き、すぐに回復魔法をかけた。

　だが、その心配はなかった。軽傷だったようで、エレヴァンはうっと息を吹き返す。

「あ……大将。もしかして俺、また助けてもらっちやいましたか？　……申し訳ございやせん」

「いや、俺も止めなかったのが悪かったよ。だが、今度から危ない真似は……」

　俺は言葉の途中で、フーレがエレヴァンに抱きついて泣いているのに気がつく。

「……馬鹿……お父さんの馬鹿！　なんでいつも無茶しちゃうの!?　お父さんがいなくなったら、私もう……」

「わ、悪い、フーレ……悪かったよ……だから、そんなに泣かないでくれ……」

　エレヴァンは困った顔で、フーレを力強く抱き寄せる。

　何となく、フーレが強くなりたい理由が分かった気がした。

　あまり詮せん索さくはしたくないが、エレヴァンの妻がここにいないことも考えると、家族はこの二人だけなのだろう。

　彼女はそんなたった一人の家族を、自分の手で守れるようになりたいのかもしれない。

　フーレの言葉に、エレヴァンはもう十分反省してるはずだ。俺がこれ以上、何か言う必要もない。

　というか、問題はこんな剣を軽々と持ってきたあの男……。

　俺はマッパのほうを見た。

　すると、マッパはもうオリハルコンの剣を炉に入れていたのだ。どうやら、あの剣を溶かすらしく、炉から度々出しては金かな槌づちで叩き、一つの塊へと形を整えていく。

　マッパはその一部を、更なる何かにするべく金槌で延ばしていった。打っては延ばし、水につけては冷やしを繰り返して。

　そしてついに、会心の出来だと言わんばかりに出来上がったものに口づけした。が、ちょっと熱かったのか、驚いた様子ですぐに唇を離した。

　途中まで格好良かったのに、締まらないな……それはさておき。

「それは……ピッケルか？」

　頭も柄も金色に輝いたピッケル。

　恐らくオリハルコンだけで作られたピッケルなのだろう。

　マッパは俺に持ってみろと言わんばかりに、片手でそれを差し出す。

　だが、俺に持てるだろうか？

　俺は恐る恐る、マッパからオリハルコンのピッケルを受け取った。

「何だこれは……」

　……軽い。いや、軽いなんてものじゃない。木の枝でも持っているような感覚だ。

　マッパの隣にあるオリハルコンの塊があまり減っていないのを見ると、ほんの少しだけしかオリハルコンは使ってないようだ。

　マッパは俺に、どや顔を見せつける。

　悔しいが、こいつは本物だ……。人間離れした腕力と、技術力。神話上の種族ドワーフの特徴そのものだ。ドワーフは裸が好きという記述はなかったような気がするけども。

　その後もマッパは、ピッケルや斧おの、ナイフ……と、オリハルコン製の道具を次々と作っていく。

　おかげで島の皆の作業効率はさらに上がり、疲労も軽減される。

　そして今まで甘く見られていたマッパは、なんだかよく分からないし関わりたくないけど、とりあえずはすごい人だと皆に認めてもらえるようになるのであった。
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「よし、これ全部だな。シエル、お疲れさま！　皆にも休むよう言ってくれ！」

　俺の声に、シエルとスライムたちが体を震わせる。

　鍛か冶じに集中するマッパに代わり、シエルたちが残りのオリハルコン製の鎧や剣を、石室から地上まで運んでくれたのだ。

　このオリハルコンの鎧と剣は、俺やゴブリンたちでは持ち上げられなかった。

　だが、スライムたちは体を滑らせることで、この重い武具を地上にまで持ってきてくれたのだ。

　これで、道具や武具の素材にはしばらく困らないな。

　そしてもう一つ……というか二つの採掘物の使い道を考えなければならない。

　一つは偽心石ハートストーン。これは人形ドール作成に使えるもので、一四個ある。

　二つ目はそんな人形ドールの強化にも使える魔導石で、これは一〇個あった。

　せっかくだし、ここは人形ドールを作ってみるか。

　というのは、誰かが採掘していて、この前のゴーレムたちのいるような場所を掘り起こしてしまったら危険だからである。

　俺がいれば、どうにか対処はできるだろうが、ここに住んでいる中で魔法を使える者は、今のところ俺以外にリエナだけ。また、そのリエナは洞窟の外にいることが多い。

　なので、魔法を使える強力な人形ドール……ゴーレムに、洞窟を警備させようと思ったのだ。

　魔導石をゴーレムに埋め込んで、あらゆる攻撃を防ぐ無属性魔法、《シールド》を使えるようにしておく。

　魔法を覚えさせるのは簡単。魔導石に、覚えさせたい魔法を念じるだけだ。

　俺の魔力を付与すれば、丈夫な《シールド》を展開できるはず。

　気になるのは、膨大な魔力があれば、人形ドールも魔力探知のスキルを使えるのかということだ。




《偽心石ハートストーンを核とする人形ドールは、体の構成部品によってはスキルを習得できます》




　ほう。助言者によれば、人形ドールもスキルを覚えることができるらしい。

　魔導石に大量の魔力を宿せば、魔力探知を使えるようになるだろう。

　あとはその魔力を探知したとき、どう報しらせさせるかだな。

　ゴーレムは言葉を喋しゃべれない。しかし、この前のキラーバード来襲のとき、俺の言葉を理解して動いてくれたから、魔力を感じたら周囲に報せろという命令も、何かしらの手段でやってくれるはずだ。

　あとは、オリハルコンの剣や鎧を装備させれば、盾になってくれるだろう。なんなら、盾を作ってもいい。

　では、作るとするか……いや、待てよ。

　狭い洞窟を行き来させるのだ。この前作ったゴーレムのような大きさでは、皆の移動の邪魔になるだろう。往来もそうだが、採掘自体にも支障が出そうだ。

　……うーん。どうするべきかな。

「ヒール様？　ご気分が優れませんか？」

　俺はその柔らかい声に振り向く。

　そこには、心配そうに俺を見つめるリエナがいた。

「いや、大丈夫だよ……ちょっと考え事してただけ」

「そうですか……私に力になれることがあったら、何でも言ってくださいね。それと、こちらをどうぞ」

　リエナは水の入った木の杯を、俺に差し出す。

「……ありがとう、リエナ」

　リエナから水を受け取り、俺は一口含む。

「……美う味まい」

　ただの水がこんなに美味いだろうか？　氷が入っているだけじゃない、なんだかすっきりしている。それでいてなんだか甘みもあった。

「これ、何か入ってる？」

「はい！　レモンとヤシの実の果汁入りです！　さすがにジュースにすると、一気になくなってしまいますので水で割ってますが。節約です！」

「節約か。でも、むしろ酸っぱすぎず、すっきりしてるし。ジュースより好きかも……」

「本当ですか!?　ふふ、やった！」

　リエナは両手で拳を作り、顔を綻ほころばせる。

「それじゃ私、皆の分も作ってきますね！」

「うんうん。頑張って」

「はい、ヒール様！」

　リエナは鼻歌交じりに調理場に向かっていく。そして岩の台に深い木の皿を用意して、レモンとヤシの実を一つずつ取り出すと、大きく深呼吸した。

「……はぁっ！」

　リエナはかけ声とともに、レモンを勢いよく握りつぶす。そして手刀でヤシの実を、綺き麗れいに割ってみせた。

　俺はリエナの剛腕っぷりに、思わず目を丸くした。

　え？　いつの間に、あんなに力持ちになってたの？

　エレヴァンから武術を学んでいるところは何度か目にしたが……それだけじゃない、リエナは水に氷魔法《フリーズ》をかけて、氷を作っている。

　綺麗な形の氷だな……《フリーズ》を以前より使いこなせるようになっているらしい。

　リエナは新たな体を得てから、新たなことに挑戦し続けているようであった。

　俺は、生まれ変わったリエナの体をまじまじと見る。

　断じて、何かやましい心があるわけではない。前のちっちゃなゴブリンの時と、随分変わったよなと思い返しているだけだ。

　……うん？　そうか。ゴーレムも別に大きくなくたっていいよな？

　ゴーレムは大きなものだという印象があるが、小さなゴーレムがいたっていいはずだ。人間ぐらいのサイズにすれば、洞窟の中でも動きやすいだろうし。

　魔導石を埋め込んだタイプは、人間のような形に作ろう。

「……よし、決まりだ！」

　インベントリにある偽心石ハートストーンは一四個。

　そして魔導石は一〇個。

　魔導石を埋め込んだ一〇体のゴーレムは、さっきも言ったように洞窟内の警備につかせる。

　残りの四体は最初に作ったゴーレムのように、外の警備でもさせるか。大きな荷物を運ばせたりもできるだろう。

　あとから改造できるし、とりあえずはこれでいいか。

　俺はまずは魔導石を使わない、大型のゴーレムを作っていく。

　この前作ったゴーレムを一号としたら、二号から五号までがこのタイプだ。

　そして六号から一五号までを魔導石を埋め込んだ、人間サイズのゴーレムとして作成する。

　こうして、俺の周りにゴーレムが次々と現れていった。

　言葉が通じるかの確認も兼ねて、整列させるか。

「一号から右に向かって整列！」

　俺がそう言うと、ゴーレムたちは綺麗に整列する。

　大きいのと小さいのは区別がつくが、そこからの見分けは一見難しい。とりあえずは、胴体と背中に数字を書いて、何号か分かるようにはしているが。

「よし、皆これからよろしく頼むぞ。と……連絡役というか、取りまとめ役を決めとくか。それじゃあ一五号、お前をリーダーに任命する」

　俺がそう言うと、一五号と呼ばれたゴーレムは列から一歩前に出て、頭を下げた。

　しっかりと命令は伝わっているようだ。

　他の者たちも俺の命令通りに動いてくれた。

　その後、マッパが宝石をちりばめた無駄に豪華な王冠を作り、十五号が隊長だと分かりやすくなるようかぶせてやるのであった。
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「ふう……一休みするか。フーレ、お前も休むか？」

　採掘を中断して、俺はフーレに声をかけた。

「私は……まだいいかな」

　フーレは首を横に振って、ピッケルを岩壁に振り下ろした。

　何としても昇魔石チェンジ・ストーンを手に入れて、進化したい一心なのだろう。ここ数日、フーレは休まず採掘に熱中している。

　採掘仲間が出来たのは嬉うれしいが、一方で体の心配もある。

「そっか。でも、昼飯は必ず食べに戻ってこいよ。じゃなきゃ、お前のお父さんが……」

「……分かってる。あと一時間掘ったら戻るね」

「必ずだぞ？」

「大丈夫だって。姫様のご飯は美お味いしいから、忘れないって」

「それもそうだな。じゃ、先に行ってるな」

　俺はそう言い残して、スライムのシエルと共に洞窟の入り口まで戻った。

　フーレだけじゃなく、ケイブスパイダーのタランたち他の魔物が採掘する音も響く。

　休憩については各自、自由にとっていいことになっている。

　俺がいない間も、魔力を探知できるゴーレムが洞窟を警備してるから問題ない。何かがいれば、ゴーレムが採掘を止めるよう、鈴を鳴らしてくれる。

　鈴はマッパに頼んで作ってもらったもので、オリハルコン製のためよく響く。

　なので、俺は何の気兼ねなく休憩できるのだ。

　入り口まで戻ると、そこには老齢のゴブリン……バリスと、半裸のマッパがいた。

　バリスは深い皿に大きな貝を傾け、粘液を注いでいる。だが俺に気がついたのか、こちらに顔を向けた。

「おお、ヒール殿。お疲れさまです！」

「バリスもお疲れさま。一体何作ってるんだ？」

「ふふ、気になりますかな？」

　バリスは小さく笑い、深い皿に入った粘液を見せつけてきた。

　何だろう……バリスって確か、祈祷師シャーマンだよな。薬だとか、詳しそうなイメージはあるが……。

「ま、まさか、毒とか？」

「ふむ……違います。ワシが毒を作るように見えますかの？」

「ご、ごめん……そんなつもりじゃ」

「いやいや、まあ毒々しい色をしていますからのう。これはサタン貝の粘液です。いわゆる貝かい紫むらさきですよ。通常の貝では取れる量はわずかですが、サタン貝は魔物。通常よりも多く貝紫が取れましてな」

　貝紫……確か、衣服を紫色に染める染料だ。

　とても貴重なもので、俺の父や兄弟など、王族の衣服に使われる染料だった。

「へえ、すごいな。染めるのに使うのか？」

　バリスはうんと頷うなずいた。

「皆の衣服が白ばかりで、少し面白みがないと思いましてな。それより、そんなにワシはあやしく見えますかな……」

「ご、ごめん。そんなつもりじゃ」

「いえいえ、ちょっとした冗談ですよ。まあ、毒は多少は作れますがのう」

　ふふっと笑うバリス。意外にいたずらっぽいところもあるらしい。

　俺は見逃さなかったが、バリスの隙すきをついて、隣のマッパが皿の粘液を指で絡めとった。

　マッパはそれを興味深そうに見た後、一ひと舐なめしてみる。

「それにサタン貝の粘液は、加工次第では毒になります。あっ……」

　バリスが気がついたときにはすでに遅く、マッパはばたんと倒れる。

「へえ……ああ、魔法で治すから気にしないで」

　俺はマッパに回復魔法をかけてやった。

　しかしバリスが博識だというのは知っていたが、毒を作れるということは薬も作れるということだろうか。

　この機会だ。気になっていたことを訊たずねよう。

「バリスは祈祷師シャーマンだったよな。紋章は持っていたのか？」

　リエナやエレヴァンには持っている紋章を聞く機会があった。しかし、バリスには聞けていなかった。

「ワシですか？　ワシの紋章は……【魔導王】ですよ」

「【魔導王】だって!?」

　思わず声を上げてしまった。

　【魔導王】……これを持つ者は、自分の魔力を増大させることができる。また、習得の困難な上位魔法を軽々と扱え、組み合わせることでより高度な魔法を作れるという強力な紋章だった。

　サンファレス王国でこれを持つ者は、七人ほどと言われている。俺の兄弟では一人だけ。

「ご存知でしたか」

「知ってるなんてもんじゃない……紋章を判別する神官が、大騒ぎするような紋章だ。この紋章を持つ者であれば、幼少期から魔法大学に通えるようになるとも言われている」

「人間であれば、そうなのですな……だが、ワシは見ての通り、ゴブリン。元々魔力など持ち合わせておりません。故に、全く意味のない紋章だったのですよ」

「……」

　どう返答していいか分からなかった。

　俺も洞窟に入るまでは全く意味がないとされた紋章、【洞窟王】を持って生まれた。

　しかしバリスの場合はもっと悲惨だ。

　そもそも、ゴブリンの体は魔力を扱えるようにはできてないのだ。使えるようになるには、リエナのように進化する必要がある。

　バリスは自じ嘲ちょう気味に続ける。

「何という運命のいたずらかと、神々を呪いたくなりました。しかし、若いころのワシは、そんなものは努力で乗り切れると、なんとか魔法を使えないか頑張ったものです……今思えば、何とも滑稽でしたが」

　ふふっと笑うバリスは、どこか寂しげであった。

　この前、元々ゴブリンであったリエナが昇魔石チェンジ・ストーンを使ったとき。あの時、リエナの寿命のことがなかったら、バリスは昇魔石チェンジ・ストーンを使いたいと言っていたかもしれない……。

「まあ、あの頃の猛勉強のおかげで、知識の求められる祈祷師シャーマンになれたのです。全くの無駄ではございませんでしたよ」

「そっか。だけど、昇魔石チェンジ・ストーンがあれば……魔法を使えるようになるかもしれないぞ」

「ありがたいお話ですな。しかし、ワシはもう結構です。使いたくないと言えば嘘うそにはなりますが、十分生きましたから」

「……でも、大量に手に入ったら、どうかな？」

「その時は……ぜひ、お言葉に甘えるとしましょう」

　バリスは笑って答えてくれた。

　話半分という感じで、本当に期待はしてないようだった。

「将軍は【大戦士】、姫は【農家】。二人ともそれぞれの紋章を活かせておるようですな」

「そうだな。エレヴァンはキラーバードを狩ってるし、リエナにも畑を任せてる」

　俺は、畑で楽しそうに水やりをしてるリエナを見る。

　ふふんと鼻歌交じりで、なんとも可愛かわいらしい。

「姫も昔、【農家】という王族にあるまじき紋章で、ご姉妹から馬鹿にされておりました。ずっと畑仕事をさせられておったのですよ」

　リエナも紋章で馬鹿にされていたのか。他人の紋章を馬鹿にするのも許せないし、そもそも農作業なくして、国は発展しないと思うが。

　バリスは感慨深そうに続ける。

「ですが、今こうしてその経験を役に立てておられる。神々は姫のためを思って、あの紋章をお与えになったのかもしれませんのう」

「そうかもな……」

　俺は神々など信じてはいない。だが【洞窟王】は、結果として俺を救った。リエナの紋章も、今リエナと俺たちを助けている。

　……でも、それだとバリスは、あまりにも酷じゃないか？

　バリスは再び、貝から粘液を取り出し始めた。

　その時、一体の小さなゴブリンが血相を変えてやってきた。

「バリス様！　報告いたします！」

「うん？　何かあったのか？」

「はい！　それが沿岸のすぐ近くに、サタン貝が大量発生しまして……」

「なに？　どれぐらいの数なのじゃ？」

「そ、それが、少なくとも五〇体以上はいるだろうと！」

「五〇じゃと!?」

　バリスは珍しく焦った顔を見せた。

「サタン貝って、そんなに強いのか？」

「ええ。ゴブリン一〇体で掛かって、ようやく倒せるぐらいです。この仕留めたサタン貝も、ゴーレムと将軍がいたから倒せたので……しかし、サタン貝は基本群れないのですがのう……」

「とにかく、危険ってことか……早めに駆除すべきか」

「それがいいでしょう。サタン貝の肉は美味ですし、このように染料にもなりますからのう」

「なら、なおさらだな。それじゃあ、倒してくるとするか」

「お願いいたします。しかし、サタン貝はなかなかに強力。剣などではその殻を破ることができず、中側に攻撃を加えねばなりませぬ。かといって近づけば、その尖とがった硬い殻を使い体当たりしてきます」

「とすると、接近戦は危険ってことだな」

「ええ。魔法で攻撃するのがよろしいでしょう。また先ほども言ったように粘液は少しの毒を含んでおります。まあ、即効性ではないですし、飲まない限りは先ほどのマッパ殿のようにはなりませんので、余計な心配かとは思いますが」

「忠告ありがとう。気をつけるよ」

　俺が立ち上がると、話を聞いていたのか、リエナもやってくる。

「ヒール様！　私もお手伝いします！　サタン貝の狩りには参加したこともありますので！」

「おお、それは心強い。それじゃあ、一緒に来てもらおうか」

「はい！」

　こうして俺とリエナは埋立地の一番端のほうへ向かう。

「うおっ……結構いるな」

　やがて、埋立地の海側、そこに黒い物体がいくつも転がっているのが見えた。サタン貝というだけあって、確かに普通の二枚貝と形は同じなのだが、あまりに大きい。

　その光景に、サタン貝を見たことがあるはずのリエナも驚いたような顔をする。

「多いですね……しかも、とても大きい」

「大陸のは、もっと小さいのか？」

「はい……普通は私の頭ぐらいの大きさです」

「そうか。ここにいるのは、その五倍はありそうだもんな」

「ヒール様、用心して掛かりましょう。彼らはあまり近寄ると、粘液をかけてきます」

「うかつに近寄らないほうがいいってことか。それじゃあ、魔法で攻撃……うわっ!?」

　サタン貝の一部が俺に向かって、粘液を吐いてきた。

　速い……が、俺の今の魔法なら。

「《ウィンド》！」

　俺は風魔法《ウィンド》で、とっさに粘液を払った。

「リエナ！　肉と粘液は、できれば資源にしたい。氷や雷属性の魔法で攻撃するぞ！」

「はい！」

　こうして、俺たちは魔法で攻撃を始めた。

　本当のところは、今の俺の魔法で一瞬で倒すことができる。

　しかし、リエナの魔法の成長も見たい。

「《スパーク》！」

　リエナは主に低位の雷魔法《スパーク》で、サタン貝を攻撃していく。

　《スパーク》は以前俺が使った雷属性の中位魔法《サンダー》より威力は劣るが、その分相手を麻ま痺ひさせることに特化している。

　リエナは一度で数体を痺しびれさせられるぐらいに、成長しているようだ。魔鉱石の効果もあるだろうが、狙いも正確。これは心強い。

　そんなこんなで数分後、全てのサタン貝を倒した。

　全部で五〇体。皆ぱっくりと口が開いており、中身が丸見えだ。

「中身はぎっしりだな。これ食べられるんだよな？」

「はい。サタン貝は通常の貝よりも味が濃厚です！」

「そうか。しかもこれだけの量なら、当分食べられるな」

　さらにサタン貝の身の奥を覗のぞいてみる。粘液も結構な量があり、これなら染料もつくれるだろう。

「ええ、大漁ですね！　あっ！」

　リエナは声を上げ、隣から俺を押し倒した。

「ヒール様、危ない！」

　俺は仰向けに倒れた。そこにリエナが重なり合うように倒れてくる。

　どうやら、俺の後ろの倒したと思ったサタン貝の一体がまだ生きていたようで、粘液を吐いてきたようだ。

　十分避よけられたはずだが、リエナはとっさに俺をかばおうとしたらしい。

　俺は倒れたまま、その貝に《スパーク》を浴びせ、とどめを刺した。

　幸い俺もリエナも怪け我がはない。が、リエナの体が……。

「リエナ。大丈夫か？」

「私は大丈夫です。ヒール様こそ、お怪我は!?」

「お、俺も大丈夫だよ」

　いや、本当は全く大丈夫じゃない。女性に触れたことがない俺にとって、ぬるぬるになったリエナの胸からつま先までと密着しているこの状態は、断じて大丈夫じゃない。

「あ、ありがとう、リエナ……回復魔法をかけておくよ」

　俺はリエナの体を優しく起こし、粘液の毒を取り払うため回復魔法《キュア》を放った。

「ありがとうございます……」

　リエナは恥ずかしいのか赤面している。かくいう俺も、頭が沸騰しそうな感じだ。

　俺たちは目を逸そらしながら、再び立ち上がる。

「とりあえず、シエルたちに運んでもらうか……うん？」

　俺は、最後に倒したサタン貝の真ん中にまばゆく光るものを見つけた。他のサタン貝には見られない。何か、食べてしまったのだろうか？

　手を伸ばして、俺はその光る物体を取ってみた。

　すると、それは飴あめ玉だまほどの丸い球であった。

「なんだろ、これ？」

「それは……真珠ですね！」

「真珠。ああ、あれも貝から取れるんだったな」

　宮廷でも王族や貴族が真珠の首飾りなどをつけていたので、俺も見たことはある。

「はい！　でも、真珠を持っているサタン貝は希少なんです。しかも、普通の真珠よりも綺き麗れいです。ただ、だいたいが小粒なものばかりですので……ここまで大きいのは私も見たことがありませんね」

「へえ。言われてみれば、普通の真珠よりも綺麗で眩まぶしいな……リエナ、これあげるよ」

「わ、私にですか!?」

「あ、ああ」

　そんなに驚くことだろうか？　宝石なんて鍛か冶じ場ばにいくらでも積まれているし、今さら珍しくもないような……

　しかし、リエナは顔を真っ赤にして、口を開いた。

「と、とても嬉しいです。でも、まだまだ私には……ご、ごめんなさい、ヒール様！」

　そう言って、一目散に洞窟のほうへ走り去っていくリエナ。

　……体の調子でも悪かったのだろうか？

　というか、真珠をそのまま渡されたら誰でも困るか。あとで、マッパに装飾品に加工してもらうかな。

　なんというか、この真珠とてもリエナに似合う気がする。

　こうして、俺たちのサタン貝狩りは終わった。

　真珠こそ他に見つからなかったものの、大量の貝の肉、粘液、貝殻が手に入った。肉は凍らせて冷凍庫に、粘液は染料に、貝殻は盾や兜かぶとにしてそれぞれ処理する。

　しかも、サタン貝はこの後も定期的にこの島に来たので、安定して狩りができるのであった。
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「どうですかな、ヒール殿？　早速染めてみたのですが」

　バリスは俺の前に紫色の手て拭ぬぐいを差し出した。昨日採れたサタン貝の染料を使っているらしく、ケイブスパイダーのきめ細かい糸を使った手拭いを、さらに美しく際立たせている。

「おお！　綺き麗れいに染まってるじゃないか。王国の貴族が使うやつより、高そうだ」

「ほう、それは光栄です。それでは今後もこの染料を使って、衣類を作らせましょう」

「ああ。よろしく頼む」

　自分で話していて、ここが大陸から遠く離れた島だということを忘れてしまいそうになる。染料を作るなんて、豊かな大領主が取り組むようなことだ。それが希少な貝紫ともなれば、なおさらである。

　食料の種類も増えてきて、服飾も豊かになる……そんな日が来るなんて夢にも思わなかった。

　感慨に浸っていると、それをぶち壊すような大声が響いた。

「大将っ!!　大変だぁっ！」

　声のほうを振り向くと、血相を変えたエレヴァンが、埋立地の奥側から走ってきている。

「どうした、エレヴァン!?」

　俺も精一杯叫ぶが、聞こえてないようだ。

　しかし、エレヴァンが「とにかく来てくれ！」と叫ぶので、俺はバリスとシエルと共に、埋立地に向かう。

　埋立地の沖側のほうには、警備隊のゴーレムやゴブリンが集まっていた。

　どうやら、何かが岸に流れ着いたらしい。

　俺も走ってそちらに向かうと、エレヴァンが手を振る。

「大将！　見てくれ！」

「何か漂着したのか？　……これは!?」

　堤防に流れ着いていたのは、茶緑色の肌の巨人。

　エレヴァンよりも大きな体たい躯くの彼は、目をかっと見開いて息絶えていた。片腕はなくなっており、胸の革鎧よろいには大きなひびが入っている。

「お、オークがどうしてこんなところに……」

　ゴブリンの一体が怯おびえるように言った。

　この死体は、確かにオークのものだろう。

　人間よりもたくましい体。猪いのししのように口から生えた角と、大きな鼻が目立つ。

　俺も本で得た情報しかないが、勇猛果敢で知られ、最近ではサンファレス王国の国境で勢力を伸ばしている部族もいるようだ。

　確か……リエナたちゴブリンの故郷は、オークに焼き払われたんだったな。怯えている者がいるのは、彼らの恐ろしさをよく知ってるからだろう。

「バカヤローっ！　死体相手に、怯えるんじゃねえ！」

「へ、へい……」

　エレヴァンの声に、ゴブリンたちは落ち着きを取り戻した。

　すると、ゴブリンの一体が皆に呼びかける。

「へっ……いい様ざまだ！　皆で蹴りいれてやろうぜ！」

「あ、ああ！　故郷を焼かれたお返しだ！」

　ゴブリンたちは一気に勢いづき、オークに向かった。

　エレヴァンもバリスも複雑な顔をするが、それを止めはしない。

　それだけ皆、オークに対する恨みが深いのだろう。だが、何者の死体であろうと、それを蹴るなんて俺は見てられない……。

「待て！　さすがに死体蹴りは！」

　俺のその命令に同調するように、後ろから凛りんとした張りのある声が響いた。

「待ちなさい！　誰の許しがあって、勝手なことをするのです!?」

　俺もゴブリンも、皆振り返る。

　そこにはリエナがいた。

　リエナがこうも顔を怒らせるのを見たことがないので、俺は少し驚いた。

「だいたい、もう死んだ者を蹴ったところで何になるというのです!?　情けないと思わないのですか!?」

　ゴブリンの一体が、それに反論する。

「し、しかし姫！　こいつらは俺たちの一族の死体を……王の体を見せしめにしたじゃないですか！」

「……だからといって、私たちが同じことをしていいわけではありません。何よりも、この島に流れ着いた者の処遇は、主あるじであるヒール様が決めることです」

「で、でも……」

「私たちは一体誰のおかげで、今日までこの島で生きてこられたと思っているのですか!?　ヒール様がいなくては、今頃海の藻も屑くずだったのですよ！」

　リエナの声に、ゴブリンたちは握っていた拳を緩めた。悔しそうな顔をするも、次第に頷うなずき始めたのだ。

　リエナは俺に跪ひざまずく。

「ヒール様、大変失礼いたしました……」

「いや、ありがとう、リエナ」

　俺は威厳がないからな……。

　ベルダン族の王女──ゴブリンの実質的なリーダーであるリエナの声は、彼らにとって何より大きいはずだ。

「皆、俺もリエナの言葉に賛成だ。どう思う？」

　そう言うと、ゴブリンたちは皆賛同するように頷いてくれた。

「皆、ありがとう。バリス、彼の慰霊を頼めるか？」

　バリスは力強く頷く。

「ヒール殿がお望みとあらば、誠心誠意、神々に彼らの安息を祈りましょうぞ」

「ありがとう、バリス。俺も一緒に……うん？」

　俺は沖に浮かぶ無数の物体に気がつく。

　その時、少し遠くからも声が上がった。

「こっちにも死体が流れ着いたぞ！」

　そう叫んだゴブリンのいる堤防部分に、俺たちは向かう。

　そこには、犬や狼おおかみのような頭に、人間のような四肢を持つ生き物がいた。正確には生き物だったというべきか……胸には深い傷があって、すでに死んでいる。全身は白い毛で覆おおわており、こちらもオーク同様、着ている革の鎧に傷がついていた。

　エレヴァンは額の汗を拭ぬぐう。

「……こいつらは、コボルトですぜ。俺らゴブリンの天敵でもあり、オークとも戦っておりやした」

「すると……この近くで戦いが？」

　俺は沖にもう一度目を移した。

　遠くには確かに、何か煙のようなものも見える。

　その後もしばらく、死体や武具、船の残骸などが堤防に流れ着いてくる。

　そんな中、俺は堤防に打ち上げられたコボルトから手を放し、首を振った。

　回復魔法をかけたが、反応がないのだ。

「こいつも駄目だ……シエル、運んでくれるか？」

　スライムのシエルは俺の声に、足のないコボルトの遺体を運んでいく。

「これで二四名……」

　シエルの向かう先に寝かせられている遺体を見て、俺はそう呟つぶやいた。

　この島に流れついたオークとコボルトは皆、外傷が見受けられ、死んでいた。

　彼らの近くにはバリスがいて、何やら呪文のようなものを唱えて、慰霊してくれている。

　リエナが複雑そうな顔で、俺に頷く。

「多いですね。しかも皆、体に傷が……こんな近くの場所で戦いが起こるなんて」

「木材の破片を見るに、そうだろうな。船同士の戦いだろう。でも、どうして……」

　戦うには何かしらの理由があるはず。

　だが、この付近は、船が滅多に通らない海域。わざわざ陸で生活するオークとコボルトが、こんなところで戦う理由が分からない。生きていれば事情も聞けただろうが……。

「いずれにせよ、近くに武装した集団がいるってことだ。警戒を強くしなくちゃいけないな……」

　そう考えると、ゴーレムを作っておいてよかったのかもしれないな。

　仮にその武装集団がこの島を襲ってきても、すぐに対処できる。それに、巨体のゴーレムである一号の威圧感が、攻撃させようという気力を削そぐかもしれない。

　リエナは俺に答える。

「はい！　今、将軍が腕の立つ者を選抜して、警備隊を増やそうとしています」

「そっか……俺も採掘の合間には、沿岸を歩いてみるよ。もしかしたら、まだ生きている奴が流れてくるかもしれないし」

「その際は、私もお供します」

「ありがとう、リエナ。じゃあ、俺たちも皆を手伝うとするか」

　俺は海を見渡すが、遺体はもう見えないし、だいたいの漂流物はここに流れ着いたようだ。

　すでにゴブリンやケイブスパイダーが、堤防に流れ着いた漂流物を一か所に運び始めていた。

　俺たちもそれを手伝い、何か使えそうなものがないか探し始める。

　使えそうな木材もあるが、ほとんどはゴミ同然の木片ばかり。石炭と合わせれば、火を得るためには使えるか。

　この後も見て回るが、やはりあるのは木材や木片ばっかりだった。

　隣を歩くリエナが、あたりを見ながら言った。

「……あまり、使えそうなものはないですね」

「だな。そもそも、重いものは早々に沈んでいるんだろうけど……」

「何か作物の種があればと思ったのですが、残念です」

　俺たちが諦めかけたそんなとき、

「……キューン」

　突如、か細い声が聞こえた。可愛かわいらしい、というよりは弱々しい声だった。

　俺とリエナは顔を合わせる。

「リエナ、今何か言ったか？」

「いえ、私は……ヒール様こそ、何か仰おっしゃいませんでしたか？」

「いや、俺じゃない……」

　そもそもこの鳴き声は人のものでも、ゴブリンのものでもなさそうだ。犬のような鳴き声と言っていいだろう。しかし、犬なんてこの島にはいない。

　俺は周囲を見渡すが、近場には誰もいなかった。

「……くぅん」

　しかし、声は確実に聞こえる。

　よく耳を凝らして、音が聞こえるほうを探った。

　すると──。

「……木箱？」

　目をとめた場所には、豪華な金細工が施された宝箱が、打ち上げられていた。

　箱の大きさは両手でなら抱えられるくらいか。

　そこから声が響いたのだ。

　箱が小刻みに震えているので、間違いない。

「あれだ！」

　俺はリエナと共に、宝箱に向かった。

　そして箱を開けようとするが、力を込めても全くびくともしない。

　リエナが俺に訊たずねた。

「ヒール様、開かないのですか？」

「あ、ああ……全く開きそうもない」

「将軍をお呼びしましょうか？　またはマッパさんか……」

「いや、多分二人でも無理だろう……何か特殊な仕掛けがあるのかもしれない」

「すると……魔法でしょうか？」

　俺はリエナに頷いた。

「ああ。多分、無属性の施錠魔法《ロック》という、魔法の力で鍵をかけられている。これを解くには、《ピック》という開錠魔法が必要だ」

　俺は宝箱に手をかざし、無属性の開錠魔法《ピック》を放った。

　すると先ほどまで固く閉ざされていた宝箱が嘘うそのようにあっさり開く。

　と同時に、何かが飛び出してきた。

「わんっ！」

「……うわっ！」

　俺はとっさに、その飛び込んできた奴を抱きかかえる。

　雪のように白いもふもふとした毛に、うるうるとした黒い瞳──白い子犬のような生き物が、俺を見上げていた。

　まるまるとしておりとても柔らかく、まるで白い綿を丸めたようだった。

　子犬は俺の胸をその小さな腕で撫なでたり、小さな舌でぺろぺろと舐なめる。

「……きゅん、きゅん」
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　寂しげな鳴き声と、何かを求めるような上目遣い。

　俺は思わず、子犬の頭を撫でてやるのであった。

　リエナも突然のことに驚いたが、落ち着きを取り戻して呟く。

「こ、子犬？」

「みたいだな……でも、どうして宝箱に？」

　俺は宝箱の中身を見た。

　この子犬が包まれていたであろう白い布。そしてまだ食べられていない果物が入っていたが、それ以外には何も見当たらない。

　宝箱に目をとられていたその時、子犬が悲しそうな鳴き声を上げた。

「ああっ、ごめん！　よしよし……」

　俺は必死に胸の中で子犬をあやす。

　すると子犬は落ち着きを取り戻したようだが、まだ不安らしく小刻みに震えていた。

　リエナは俺に言う。

「ヒール様。もしよろしければ、私がその子をあやしましょうか？」

「ああ、頼めるか？」

　俺はリエナに子犬を渡した。

　すると、リエナは慣れた様子で、子犬をあやし始める。

「よしよし……もう大丈夫ですからねー」

「……ワンっ……ワゥン」

　子犬は穏やかな顔になり、やがてゆっくりと眠ってしまった。

「助かったよ、リエナ……犬や赤ん坊って抱っこしたことなくてさ」

「初めてでしたら、むしろお見事だと思いますよ。しかし、この子……」

「ああ……」

　子犬だが、ただの子犬ではないだろう。コボルトの死体が漂着した状況から察するに、この子犬はコボルトの赤ん坊のはず。

「……しばらくは俺たちが面倒みるしかないよな。でも……」

　ここのゴブリンたちは皆、コボルトと敵対関係にあったベルダン族の者。敵の赤ん坊を見て、何と言うだろうか。

「大丈夫です。過去に何があったとしても、赤ん坊には何の罪もありません。ゴブリンたちには、よく言い聞かせます」

「そうか……頼むよ、リエナ」

「はい、お任せください！　それに小さい子をあやすのは慣れてますから」

　リエナは微笑ほほえみながら、子犬のお腹を優しく撫でる。

　……まるで女神像のような、慈愛が感じられた。

　こうして、この島に新たな住民がまた増えた。

　そしてこの子犬は、やがて新たな来客をこの島に呼ぶことになるのであった。
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　白い子犬は、洞窟の入り口ですやすや寝ていた。

　子犬というのは、少し語弊があるかもしれない。この子犬に見える赤ん坊は、おそらくコボルトなのだから。

　この赤ん坊は、昨日むしゃむしゃとご飯を食べ終えてからというもの、今までぐっすりと寝ている。

　スライムのシエルがベッドになってくれているので、とても気持ちよさそうだ。

「コボルトの赤ん坊って、本当に子犬みたいだな」

　休憩中の俺の言葉に、隣に座るリエナが頷く。

「私もコボルトの赤ちゃんを見るのは初めてですね。バリスが言うには、一年ぐらいで我々ゴブリンの平均身長と同じぐらいに成長するのだそうです。それまでには、だいたい二本足で歩けるようになるようですね」

「へえ。寿命は人間と同じぐらいだって聞いたけど、随分早く成長するんだな」

　そんなことを話していると、コボルトの赤ん坊が目を開けた。

「あ、起こしちゃったか……」

　コボルトの赤ん坊は、寝ね惚ぼけ眼まなこで周囲をきょろきょろと見渡す。

　すると、近場で何かを作っていたマッパが立ち上がり、完成したそれを赤ん坊に見せつける。

　二本の、木の棒に丸い球が付いたもの……確か、マラカスとかいう楽器だ。

　マッパはそれを赤ん坊の前で振り始め、不思議な踊りを披露し始めた。

　赤ん坊はマッパの陽気な踊りには目もくれなかったものの、シャカシャカという音のマラカスには興味津々のようであった。

　マッパの奴、楽器も作れたのか……。

　そんなとき、エレヴァンが自分の子、フーレを連れて洞窟の奥から帰ってくる。どうやら採掘から休憩に戻ってきたらしい。

「お、チビが起きたか！　……べろべろべーっ！」

　エレヴァンは赤ん坊の前で、舌を突き出して変な表情をする。

　恐らくは、エレヴァンなりに赤ん坊を楽しませたかったのだろう。

　だが、赤ん坊はその顔を見るなり、泣きだしてしまった。

　エレヴァンは焦ったのか、今度は目をぎょっと開けてみる。

　いや、エレヴァン……それ、逆効果だ。

　案の定、赤ん坊は声を上げて泣きわめく。

　フーレはすぐさまエレヴァンを引き離した。

「ちょっとお父さん！　何やってんの！」

「わ、わりい……お前の時も……あ……そういや、泣かせちゃってたな」

「当たり前でしょ！　ただでさえお父さんの顔は怖いんだから！」

　娘の言葉に、「そ、そうか……」とエレヴァンは肩を落とす。

　すると、後ろから見ていたケイブスパイダーのタランが、顔を近づけ、口を大きくして見せた。

　自分の変顔なら、赤ん坊は笑ってくれるとでも思ったのだろう。

　当然、赤ん坊は顔を背けるように泣いてしまった。

　タランはショックのようで、その場で固まってしまう。

　自分の子供をあやすときは、これをやってたのかもしれないが……。

　それを見かねたリエナは、赤ん坊を抱きかかえに行く。

「二人とも、無理に笑わせようとするからそうなるのです。もう、大丈夫ですからねー」

　赤ん坊はリエナの顔を見て、落ち着きを取り戻した。にこにこと笑い、またゆっくりと目を閉じる。

　それを見ていたエレヴァンは、しょぼんと体を前に傾けるタランの背に手を置いた。

「タラン、ここは姫に任せよう……」

　タランは落ち込んでいるのか何も言わず、エレヴァンと一緒に去っていった。

「俺たちってそんな怖い顔してるかな……」

　エレヴァンとタランはお互いの背をポンと叩たたき合って、埋立地のほうへ向かっていくのであった。

　二人は少しかわいそうだが、赤ん坊をあやすのはそれだけ難しいのだろう。

　その点、リエナはさすがというべきか。

「リエナ……悪いが、俺はまた採掘に行ってくるよ。外と赤ん坊のこと、頼んだよ」

「はっ、お任せください。また目が覚めたら、ごはんをあげてみます」

「おう、頼んだ。何かあったら、また知らせてくれ」

　俺はピッケルを持って、洞窟へと入るのであった。

　昨日、この島に流れてきた、傷だらけのコボルトとオークの死体。

　付近で海戦が起きたと考えるのは普通だ。

　そんな中、採掘をしに行くのに不安がないわけじゃない。

　だが、この島を豊かにするためには、やはり採掘以外にないのだ。

　それに地上には、魔法を使えるようになったリエナに、ゴーレムや警備隊もいる。

　警戒は任せて、俺は一番得意な採掘に集中すべきだ。

　一〇分ほど降りたところで、俺はまた採掘を始めた。

　マッパの作ったオリハルコン製のピッケルは、驚くほどに掘り進めることができる。

「……しかし、魔鉱石の出も悪くなってきたな」

　インベントリを確認すると、ここ最近では魔力を上げる魔鉱石が取れる頻度が少なくなってきたことに気がつく。

　俺はもう十分すぎるぐらいの魔力を有しているが、リエナにはもっと魔力を増やしてもらいたい。

　それに、仮にフーレやバリスが魔法を使えるようなったときのためにも、もっと欲しいのだ。

　とはいえ、出ないものは仕方がないな。

　そのうち何か別の、有用なものを掘り当てられるかもしれないし……。

　俺は黙々とピッケルを振る。そしてある程度掘っては、額の汗を拭い、インベントリを確認してを繰り返す。

　すると──。

「……世界樹の種子？」

　聞いたこともないものがあった。

　どうやら、また新たなものを掘り当てたようだ。

　世界樹なるものが何かは分からないが、種子ということは植物の種であることは間違いないはずだ。

　俺は助言者に解説を頼んでみるが、今までにない回答が返ってきた。




《回答不能。鉱石図鑑では情報が不足しているため、回答できません》




　つまり、植物の種子は専門外ってことか。まあ鉱石じゃないしな。

　まあ、なんにせよ種だ。地上に埋めれば何かしら生えるということだろう。

　バリスが何かを知ってるかもしれないし、地上に戻ったら聞いてみよう。

　とりあえず新たなものが手に入ったことを喜ぶと、再びピッケルを振ろうとした。

　その時、後ろから声がかかる。

「おーい、ヒール様」

　声に振り返ると、そこにはフーレがいた。

「お、フーレか。と……」

　その胸には、白い子犬──コボルトの赤ん坊が抱きかかえられていた。

　赤ん坊はこちらを見ると、ぴょんと俺の胸に飛び込む。そして頭をすり寄せてきた。

　フーレは安心したように呟く。

「やっぱその子、ヒール様を探してたんだね」

「……俺を？」

「うん。起きたら、辺りを見回して、不安そうな顔をしちゃって。姫様があやしてたから、泣きはしなかったんだけど、落ち着きがなくてさ。もしかしたら、ヒール様を探してるんじゃないかなって、姫様がね」

「なるほど……」

　この懐なつきよう、もしかして俺を親と思っているのだろうか？　宝箱を開けたとき、最初に俺の顔を見たからだろうか。

　バリスが言うには、生後間もないコボルトの子だと言っていた。

　もしかすると、本当の親の顔を見ておらず、俺を親と認識したのかもしれない。

　こちらとしても、この愛らしさには何とも癒いやされるのだが、本当の親に抱っこさせたかった。

　しかし宝箱に入れて流したことを考えれば、この子の親はもう……。

　俺は思わず、上目遣いの赤ん坊をぎゅっと抱きしめた。

「よしよし、いい子だな。……そういえば、こいつの名前」

　俺がそう思ったとき、助言者の声が響く。




《テイムが可能な魔物がいます。テイムしますか？》




　コボルトもそういえば魔物だったな。

　テイムすれば、この赤ん坊にも【洞窟王】の恩恵が与えられる。

　だが、まだ赤ん坊が採掘するとも思えないので、今テイムする必要性もない。

　名前だけ考えて、テイムは見送ってもいいだろう。

　俺は赤ん坊を撫でながら、フーレに言った。

「とりあえず、このままじゃ採掘は続けられないな……俺はちょっとこいつを寝かしつけてくるよ」

「分かった。私はこのまま採掘しちゃって大丈夫かな？」

「もちろん。昇魔石チェンジ・ストーンが欲しいんだろ？　頑張ってくれ」

「うん、ありがとう！」

　俺はフーレと別れ、赤ん坊と一緒に洞窟の入り口に向かった。

　すると、入り口にはリエナとバリス、エレヴァンがいた。

　ピッケルを磨いていたエレヴァンが俺に気がつく。

「お、大将！　帰ってきやしたか！」

「お疲れさまです。ヒール殿」

　バリスも何やら箱を弄いじるのをやめて俺に言った。

　あの箱はたしかコボルトの赤ん坊が入っていた宝箱だったな。

「ただいま。この子を抱えたまま採掘するのも、どうかと思ってな。一度帰ってきた」

　俺の声に、リエナが申し訳なさそうに口を開く。

「申し訳ございません、ヒール様……ただ、どうしても会いたそうでしたので」

「いや、俺も早くこの子の元気な姿が見たかったところだ……ほら、よしよしっ」

　俺がお腹を撫でると、赤ん坊は嬉うれしそうな顔で目を細める。

　可愛い……むしろ、これは一種の癒しだ。思わず俺の顔も緩む。

　リエナはそんな俺を見て微笑んだ。

「ふふっ。ヒール様がそんな幸福そうな顔するの、初めて見ました」

「そ、そうか？　まあ、赤ん坊に怖い顔は見せられないし……。そう言えばバリス、その宝箱が気になるのか？」

　バリスは持っていた宝箱に目を移し、俺に答える。

「ええ。いや、立派な箱ですから、何かに使えればと思いましてのう。しかし、この箱……」

「どうした？　何か入っていたか？」

「いえ……ですが、外から見ると、中の底が少し浅いように思いましてな」

「本当か？　……うん、言われてみれば確かに、上げ底になっている気もするな」

「そう思い、先ほどからオリハルコン製のナイフで底を切り取ろうとしてるのですが……」

　バリスは俺の前で箱の底にナイフを突き立ててみせる。

　だが、全く刃が入らない。

「と、こうなっておりまして。しかも外側からナイフを突き立てても同じです」

「もう魔法は解いているはずなんだが……」

　宝箱自体には豪華な装飾が入っているが、木製であるので全く傷がつかないのはおかしい。

　ましてやオリハルコン製のナイフだというのに。

「もしかして……リエナ、ちょっとこの子を頼む」

「はい、ヒール様」

「ありがとう、リエナ。バリス、宝箱貸してくれるか？」

「はっ。どうぞ」

　俺はバリスから宝箱を受け取ると、中底に向かって《ピック》を使う。施錠魔法《ロック》で開かなくかったこの箱を開けるため、昨日も使った開錠魔法だ。

　するとやはりというべきか、ガチャリという音が響いた。

　どうやら箱の底部分にも同様に《ロック》がかけられていたようで、自動的に底がぱかりと開いたのだ。

　それを見ていたバリスが、俺にこう言った。

「おお、さすがです、ヒール殿」

「いや、バリスが上げ底に気づいてこそだ」

「もったいなきお言葉です……それで、中身は？」

　バリスはこちらに来て、箱を覗のぞく。リエナとエレヴァンも気になるようで、集まってきた。

「どれどれ……白い石に、書物が三つか……」

　書物のほうは表紙の文字を見るに、バーレオン大陸のものだ。俺でも読めるだろう。

　三つのタイトルはそれぞれ、『ティベリス族史』、『ティベリス技書』、『ティベリス聖典』と書かれている。

　この時点で俺はこの赤ん坊は、ティベリス族なる部族の子であることを察した。それも、これだけ大切に守ろうとされていたのだから、尊い身分の者であろう。

　そして本を目にしたバリスが、少し複雑そうな顔をしたのも気になった。

　とにかく、俺はもう一つの白い石を見てみる。何の石だろうか？




《念ねん石せき……思念を記録することができる》




　石なので、助言者は図鑑から調べてくれたようだ。

　思念を記録か……恐らくこの箱を流した者が伝えたかったことが、記録されているのだろう。

　しかし、どうやって？　って？

　俺は石が光りだしたことに気がつく。そして石から音が発せられた。

「……私のこの言葉を耳にされている方は、私が今朝、生んだ赤子を目にした方であると思います」

　とすると、この声はあのコボルトの赤ん坊の親のものなのだろう。

　声はさらに続く。

「私はティベリス族の女王、アルヘミナ。この箱に我がコボルトの赤子を入れた者です」

　その声に、リエナとエレヴァンは顔を見合わせた。バリスのほうは、書物が読めたせいなのか、神妙な顔で聞くだけだ。

「私に残された時間はそう多くありません。信じがたい話ですが、我らの船にはあの伝説の魔物リヴァイアサンが迫っています」

　……リヴァイアサン？

「ただでさえオークから命からがら逃げてきた我ら……矢も魔法も効かぬリヴァイアサンには、とても勝ち目がないでしょう。私も族の者も皆、今こ宵よいには死んでいるはずです」

　震える声に、俺は思わず聞き入る。

　コボルトの赤ん坊は言葉が理解できないのか、首を傾かしげるだけだ。

「……この言葉を聞いている方にお願い申し上げます。どうか、我が子の育て親となってほしいのです。多くは望みません、ただ我が子が健康で育ってくれれば……」

　声の主は涙声を殺し、再び言葉を続けた。

「……もちろん、唐突で勝手なお願いであることは承知しております。そこで、箱には我がティベリス族最強の戦士二人を付けました」

　どうやら、この箱はその二人に守られているはずだったようだ。しかし、そんな者はおらず、この箱だけが流れてきた。恐らくは、その二人も死んだか、この箱をどのような理由かは分からないが手放すことになったのだろう。

「彼らはもちろん、彼らに預けたコボルトと財宝は好きにしていただいて構いません。そしてこの声を記録した念石と共にある書物……我らティベリス族の禁書を差しあげましょう。欲を申し上げれば、その三書は、我が子にどうか読み聞かせていただきたくはありますが……」

　言葉の途中で雑音が響いた。「敵が来た」とか、「戦闘準備」と叫ぶ声が聞こえる。

「……私はもう行かなければならないようです。どうか、どうか我が子をお願い申し上げます。そしてもしお許しいただけるなら、いつか我が子にこの声を聞かせていただけないでしょうか？　……あなたの母アルヘミナは、あなたを愛しております」

　そこで声は途絶えた。

　俺は思わず声を失う。リエナも涙を浮かべ、口を押さえていた。

　しかしエレヴァンは複雑な顔のまま声を荒らげた。

「……け、さすがはティベリス族のくそ野郎どもだ。自分の子を他人に委ねようとし、なおかつ護衛はどっか行っちまうんだから」

　それにリエナが諫いさめるように言った。

「将軍！　そんな言い方は！」

「……俺、何か変なこと言いましたかい？　ヒール様、俺は失礼しやすぜ」

　エレヴァンはピッケルを持って、さっさと洞窟に行ってしまった。リエナの「待って」という声にも、振り返らない。

　あいつの口ぶりからするに、ティベリス族を知っていて、しかも良い感情を抱いてないようだ。

　リエナは俺に顔を戻し、謝る。

「申し訳ございません、ヒール様！」

「なんで謝る？　それに別にエレヴァンは何も悪いことをしてないだろう……それよりも、皆ティベリス族を知っているようだな？」

　リエナはうんと頷く。

「はい、はるか昔から、我らベルダン族の故郷の近くに住んでいたコボルトの部族です。そしてずっと縄張り争いをしてきた、いわば仇きゅう敵てきのようなものです」

「なるほど……それでエレヴァンはティベリス族を嫌っているんだな」

「しかも彼の息子の一人は、そのティベリス族との戦いで死んでいます……」

　息子の仇かたきの部族──その女王の子が、このコボルトの赤ん坊か。

　それは確かに複雑な心境だろうな……。

　リエナは、だけど、と首を横に振る。

「でも、この赤ん坊は、何も関係ありません！」

「リエナ、お前の言う通りだ。でもエレヴァンは誰彼構わず憎むような男じゃない。今の話を聞いていたときも、決して赤ん坊を睨にらんだりしなかった」

　俺の声に、バリスも頷いた。

「ヒール様の仰る通りです。将軍は単に、この島でまさかティベリス族の名を聞くとは思ってなかっただけでしょう。彼が許せないのは、自分の子を守れなかった、自分自身です」

　バリスはさらに続ける。

「そして姫の仰るように、その赤ん坊に我らのいさかいなど関係ない……ワシも弟を彼らの手によって殺されましたが、少なくともその子は何も関係ありません」

　自分に言い聞かせるように、バリスは言った。そして笑って、不思議そうにしているコボルトの赤ん坊を見守る。

「バリス……その通りだ。俺は、この赤ん坊を育てようと思う」

　俺の声に、リエナとバリスも頷き、リエナがこう言った。

「そうしましたら、赤ん坊の名前が必要ですね。いかがしましょう？」

「そうだな……どうしようか？　うーん……リエナ、いい案あるか？」

「そうですね……では、リルちゃんなど、いかがでしょうか？」

「リル……うん、良い名だな。よし、それじゃあ、リルにしよう」

　バリスも頷く。

「ふむ、ヒール殿と姫の名前を取ったわけですな。ワシもよいかと」

　なるほど、リエナのリと、ヒールのルからか。安直な気もするが、非常に語感がいい。

　リエナはそんなわけじゃとなぜか恥ずかしがるが、まあ可愛らしくていいだろう。

　俺はコボルトの赤ん坊を抱いて、こう言った。

「それじゃあ、リル。お前は今日から、リルだ」

　コボルトの赤ん坊……リルは、俺の声ににぱっと笑った。

　すると、俺の頭に助言者の声が響く。




《命名完了。リルをテイムしました》




　へ、テイム？　そんなつもりはなかったが……まあ、洞窟が暗いままだとリルも怖いだろうし、良しとするか。

　こうして、俺と島の皆は、リルの育て親となるのであった。

　リエナがリルを抱っこしながら外を散歩するのを見て、バリスが深刻そうに呟いた。

「しかし、驚きましたな……まさか、ティベリス族も海に出なければいけなくなったとは……それもオーク共に」

「追われてたって言ってたよな。だけど、あれを記録しているとき戦っていた相手は……リヴァイアサンだっけ？」

　そう、リヴァイアサンだ……うん？　リヴァイアサン？

　どこかで聞いたことがある名前だな……。確か、神話に出てきた。山よりも高い体を持つ、巨大な蛇のような生き物。その鱗うろこは魔法や武器などの攻撃を一切通さず、極大の炎で巨大な船を焼き尽くすという最強の生物。

　神の使いとされ、神を代行して海を治めている、と神話では書かれていた。

「リヴァイアサンねえ……巨大なイカでも見たんだろうか？」

「ええ。さすがに本物のリヴァイアサンではないでしょうな」

　バリスも俺同様、そんなのは神話の話でしかないと思っているようだ。

「ですが、矢も魔法も効かない、という一言は気になりますのう。ティベリス族の王族は代々魔法に長たけており、族の戦士は大陸でも一、二を争う勇猛さでした。その彼らの攻撃が効かないとは……」

「そうか……いずれにせよ、ここの近くで起こったことみたいだから、さらに警戒を強めないといけないな」

　バリスは頷いた。

「仰る通りです。しからば、ゴブリンの警備隊もさらに増員しましょう。櫓やぐらなども作らせて、見張りを強化します。防壁もさらに長く、高くいたします」

「ああ、頼む。俺もゴーレムの防備を見直してみるよ。だが、バリス……もし、本物のリヴァイアサンが来たとしたら、どう倒せばいいと思う？」

　俺の声に、バリスはあるわけないと笑ってみせた。

「あえて言うならそうですな……。リヴァイアサンはあくまで海でしか、力を発揮できません。陸ではその鱗も炎の息吹も力を失ってしまうのだとか」

「へえ……とすると、陸地に誘い込めばいいのか」

　だが、この島は小さい。もし、誘い込むのだとしたら……。

　どこが最適かと思いを巡らしていると、バリスが言う。

「それに最悪、ワシに考えがあります。倒せずとも、皆の命は守れるでしょう」

「ほう。それで、どうするんだ？」

「なに、ちょっとしたまじないのようなものです。まあお祈りですな」

　なるほど、リヴァイアサンなんて迷信だというのが、バリスの本音か。

「ともかく、ワシはクラーケンなど他の巨大生物を想定して、備えを作っておきましょう。いずれにせよ、海から引っ張り出せればただの魚です」

「分かった。俺も最悪の場合に備えて、色々考えておくよ」

「何事も備えあれば憂いなしですからのう。それとヒール殿、これはワシの勝手なお願いなのですが……」

　バリスが珍しく言いづらそうにするのを見て、俺は首を傾げて言った。

「どうした？　何でも言ってくれ？」

「ありがとうございます……その、宝箱の書物なのですが」

「ああ、これか。そういえばバリスはバーレオン文字を読めるんだな」

　先ほど、ティベリス族の女王の声を聞く前に、バリスは複雑そうな顔を見せた。これはつまり書物の題が読めたからだろう。

　バリスは魔導書も読んでいたということだし不思議ではないのだが、普通ゴブリンは文字を読めない者のほうが多い。現にリエナとエレヴァンは、記録されたアルヘミナの声を聞くまでティベリス族の書物であることを理解できなかった。

「『ティベリス族史』『ティベリス技書』『ティベリス聖典』……史書と聖典はともかく、技書はきっと役に立つことが書かれているだろう。ここに置いておくから、好きなときに読んでくれ。俺も暇があれば読んでみる」

「ありがたき幸せでございます、ヒール殿！」

「そんな感謝されるようなことじゃないって……。そうだ、文字といえば……バリス。お前に頼みがある」

「はっ、何でしょうかな？」

「他のゴブリンや、可能ならケイブスパイダー、スライム……そしてマッパに、文字を教えてやってくれないか？　ゴブリンたちとはこうして喋しゃべれるけど、他の奴らはなんとなくで、接してるだろう？」

「……言われてみれば。かしこまりました。たしか姫も少しは文字を知っていますし、他にも何名か文字を扱える者がおります。まずは彼らに重点的に教え、次いで他の者に教えます」

「ああ、そうしてくれ。……しかし、本当にバリスは頼りになるな」

「いえいえ、前も申し上げましたが、ワシは役立たずの紋章持ち。非力です」

「いやいや、バリスは非力なんかじゃないよ」

　魔法は使えないかもしれないが、知恵でははるかに俺を凌しのぐ。

　長生きだけあって、やはり知識も経験も豊富なのだろう。

　それにバリスは色々と猛勉強した上で、祈祷師シャーマンになったと言っていたし、元々頭の回転が速いはずだ。

　一方の俺は……やっぱ未熟だなと思わされる。使うと頭が良くなる石とか、掘れないだろうか？　あ、そうだ。掘るといえば……。

「そういえば昼前にこんなものを掘ったんだけど、バリスは何か知っているか？」

　俺はインベントリから、世界樹の種子を取り出した。

　ジャガイモほどの大きさのそれを、バリスは興味深そうに見る。

「ふむ？　何かの種でしょうか。しかし、随分と大きい……」

「世界樹の種子というんだそうだが、聞いたこともなくてさ」

「世界樹ですか……。ううむ、聞いたことは──いや、一度だけありますな」

「本当か？」

「はい、先々代の祈祷師シャーマンが昔話をするときに少し語っておりました。あくまで昔話ですし、詳しくはワシも分かりませぬが……。とてつもなく大きな木で、その葉はあらゆる生物に恩恵をもたらしていたそうです」

「へえ。とにかく、有用な木だってことだな」

「それは間違いないでしょう。この木が焼き払われたことで、滅亡した国家や種族があるとも言い伝えられておりますゆえ」

「そんなすごい木なのか……。なら、育ててみるとするかな」

　なんだかすごそうだな。

　このとき俺は、そんな軽い気持ちで〝世界樹〟を育てようとしていた。
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　翌日、朝食を終えた俺は、洞窟の入り口にいた。

「ほーら、よしよし、いい子だな！」

　リルに向かって、相変わらず頑張って変顔を見せるエレヴァン。

　しかし、その努力もむなしく、リルはフーレの膝にぴょんと飛び乗った。

「お父さん！」

　フーレの声が響く。

「……なんで、俺は駄目なんだろうか」

　昨日、ティベリス族の名を聞いて怒りを露あらわにしたエレヴァンだが、やはりリル相手には普通に接してくれた。今日も、なんとかリルを笑わせようと必死になっている。

「ごめんね、お父さんが。よしよし……」

　逆にフーレがあやすと、リルはニコニコと笑う。

　エレヴァンはそれを見て、さらに肩を落とした。

「な、なんで、俺が駄目で、フーレが……」

「いや、その自信どこから来るのさ……姫様、リルをお任せしていいですか？」

　リエナはそれに頷うなずき、フーレからリルを預かる。

「もちろん。フーレも採掘頑張って」

「はい！　じゃあ、お父さん、今日は久々に洞窟掘るんでしょう？　行くよ！」

「あ、ああ……」

　エレヴァンはフーレに腕を引かれながら、洞窟の奥へと向かうのであった。

　昨日、俺たちがこの島で育てると決めたリルは、早くも自分で魚を食べたり、犬のように歩き回ることができた。

　バリスによればコボルトは成長が早いのだそうで、生まれてその日のうちに四本足でだが歩けるようにはなるという。二本足で歩けるようになるのも、すぐだそうだ。

　人間では考えられないようなことだが、過酷な環境で生まれてくる魔物ならではの成長の早さなのだろう。

　さて、俺も採掘に行きたいところだが、今日はまずやりたいことがある。

「リエナ、ちょっといいか？」

　俺はリエナに、声をかける。

「私にですか？　もちろん、何なりとお申し付けください」

「ありがとう、リエナ。それで頼みというのは……一緒に育ててもらいたいものがあるんだ」

　俺の言葉に、リエナは顔を赤くする。

　え？　今の俺の言葉に恥ずかしがる要素あった……？

「いっ、一緒にですか!?　わ、私もヒール様と一緒に育てていきたいです！　リルちゃんはもちろんですけど、もっと多くいても……未熟ですが、私、頑張ります！」

「あ、リルのことか……それもぜひ頼むよ。だけど、俺が言いたかったのはこれなんだ……」

　俺はズボンのポケットから、植物にしては大きい種を出した。

　途端に、リエナの顔が平静さを取り戻していく。

「……何でしょう、これ？」

「世界樹と呼ばれる木の種子だ。これを一緒に育ててほしい。リエナには太陽石を預けただろう？」

　植物の成長を促進する太陽石。あまり数はないので、一個だけ使うつもりだ。

　……というか、あれ？

　俺は一瞬リエナが止まったかのように見えた。

　だが、リエナはパンパンと自分の頬ほおを叩たたいて、すぐにいつもの真面目な顔に戻る。

「世界樹……ですか。初めて聞きますね」

「バリスが言うには、とてつもなく大きな木で、何かしらの恩恵を生物にもたらすとか……まあその、よく分からない木なんだよ」

「なるほど。とにかく、害はないということですね？　それならば土に埋めてみて、どんなものか見てもいいかもしれませんね。ですが畑は今、全部使ってまして……」

　リエナは埋立地をきょろきょろと見回す。

「土はあるので、どこか見栄えの良い場所でもよろしいのではないでしょうか？」

「そうか……」

　どこがいいかな？　木を中心にした街づくり……景観も良いだろう。

「じゃあ、埋立地の中央に……いや、待てよ」

　だが、とてつもなく大きな木とは一体、どれぐらいの大きさなのだろう。

　あまり大きすぎると、洞窟から海が見えなくなってしまう。誰か来たときに見晴らしが悪いのは避けたいな。

「……とりあえず、島の裏側に陸地を作ってみるよ。そこで、様子を見てみよう」

「かしこまりました！」

　俺は洞窟に入って島の裏側まで道を作る。そしてそこからこの前と同じように、インベントリから石材を作り、それで海の一部を埋め立てていく。

　広さは最初に埋め立てた洞窟の入り口側と同じぐらい。対岸に人がいるのが分かる湖ぐらいの大きさだ。

　だけど、こちらは大きな津波にも耐えられるように、海面から一〇ｍになるような高めの土台を組む。

　当然かかる時間も倍になり、もう少しで夕方というところでようやく完成した。

　採掘と違ってこちらは体力をそんなに使わないので、疲れないのはいいことか。

　しかし岩を大量に消費してしまった。岩は埋め立ての石材や、施設の作成などなんだかんだで役に立つのですぐに補充する必要がある。

　……これは、またしばらく採掘に集中すべきだな。

「よし、早速埋めてみるか。中央でいいかな」

「はい！　それでは向かいましょう」

　俺たちは新たに出来た裏側の埋立地の中央に向かう。

　そしてそこに、土を敷き詰めた。すると、リエナが周囲に何やら別の種を蒔まいていた。

「うん？　リエナ、何を植えてるんだ？」

「これは船にあった故郷の花の種です。せっかく木を育てるのでしたら、周りが綺き麗れいなほうがいいと思いまして！」

「へえ。まあ、木が一本だけってのも寂しいからな。じゃあ、世界樹の種は、その真ん中に……うん？」

　俺は後から何かの気配を感じた。

　振り返ると、真っ裸のおっさんマッパが何食わぬ顔で、種を埋める場所を見ていた。

　何か新しいことをしようとすると、いつもどこからか現れるな……。

　まあ、別にいいんだが、びっくりするのでせめて何か声をかけてほしいものだ。

「それじゃあ、埋めてみるよ……」

　早速俺は世界樹の種子を埋めてみた。

　ここで、試しに太陽石を一個使ってみるとしよう。

　だが──。

「あれ？　小さいですが、もう芽が出てきましたね。太陽石を使われたのですか？」

「いや……俺は使ってないよ。リエナに太陽石は全部預けたからね。リエナこそ使ってないか？」

「いえ、私も……現に、このまだ使ってない一個しか、倉庫から持ってきてませんし」

　リエナは夕焼け色の石を俺に見せる。

　これはまだ使ってない輝きだ。くすんでいない。とすると……。

　俺は後方のマッパに顔を向けた。

　だがマッパも俺は違うと言わんばかりに、胸の前で両手を振る。

「……本当か？　お前はよく石を勝手に持っていくからな……」

　まあでも、マッパのいうことは本当かもしれない。

　両手には何も持ってないし、あの短い腰布の内側にしか何かを隠すところはない。

「まあいいや……リエナ、とりあえず太陽石を使ってみてくれるか？」

「はい！　それでは」

　リエナは太陽石を高く掲げ、使用する。

　すると、世界樹はぐんぐんと伸び、マッパの背を超え、俺の背を超え──。

　……うん？　なんか、おかしくないか？

　成長が止まる気配が見えない。

　すでに、俺の身長の倍の高さに成長しているのに。

　幹もどんどんと広がり、俺たちは思わず後ずさりした。

「お、おい、リエナ。本当に使った太陽石は一個だけなのか？」

「は、はい……確かに、これだけです」

　俺たちが声を震わせる中も、木はどんどんとでかくなっていた。

「まずい！　洞窟まで逃げろっ！」

　俺はリエナの手を引き、振り返った。

　すでにマッパも走り出していたので、俺たちも全力で駆ける。

　だが振り返ると、俺たちの速さに負けないぐらいに拡大する木が迫ってきている。

　一心不乱に逃げる俺たちだが、マッパが足を滑らせてしまった。

　すぐに拡大する木の幹が、マッパの体を取り込む。

　手を伸ばすマッパだが、俺も走るのに必死だ。

「マッパっああああ！」

　俺が叫ぶも、幹から快感に満ちた顔だけを覗のぞかせながら、マッパは高く昇っていくのであった。

　白目をむいてだらしなく口を開けて、このまままだと伸びる木と共に天に召されていく。

　……あっという間のことであった。世界樹は小さな山のような高さで突如、成長が止まったのだ。

　マッパはその比較的低いところで、顔を真っ赤にして息を荒くしているが、命に別条はなさそうだ。

　というか……むしろ喜んでいる？　とにかく、すぐに救出すべきだろう。

「マッパ、すぐに助けに行くぞ！　しかし、なんていう大きさだ……」

　俺は思わず、空を見上げた。

　そこには、シェオールの岩山の三倍の高さの木が。頂上のほうは青々とした緑に覆おおわれている。

　俺が過ごした王城の最も高い塔より、少し高いぐらいだ。

　幹の太さも埋立地の大半を占有しているほどで、木というよりは巨大な山のようになだらかになっていた。

　太陽石一個で、誰がここまで成長すると予想しただろうか？

　そしてさらに太陽石を使ったとしたら……想像もできない。

　リエナは何度も目を瞬しばたたかせる。

「お、おっきい。こんな木が生えてくるなんて……」

「あ、ああ……だけどこの傾きなら、幸い頂上のほうまで歩いて登れそうだ」

「では、とりあえずマッパさんを助けに向かいましょう！」

「ああ。シエル、バリスにこの木のことを伝えておいてもらっていいか？」

　俺の声に、後ろにいたシエルが、すぐに洞窟の入り口へと向かっていく。

「よし。それじゃあ、登っていくか」

　そう言うと、俺の胸からコボルトの赤ん坊リルが現れ、「ワン！」と元気良く吠ほえた。

「リルもいたのか。よし、じゃあ登山といこう」

　こうして俺たちは、突如現れた大木を登ることになった。

　傾斜自体は緩やか。木が柔らかく感じるせいか、足にあまり負担が掛からない。

　隣を歩くリエナが深呼吸した。

「なんだか……とてもいい香りですね」

「ああ。久々にかぐ森の香りだな」

　俺は王宮の敷地内にある狩猟用の小さい森にしか立ち入ったことがないが、そこと似た匂いだ。

　しかし、ちょっと違うのは香油や香水のような、嗅いでいて癒いやされる匂いなのだ。しかも体がどことなく軽く、暖かくなってくる。

　ここにいるだけで、心地よい。

「ええ、森の香りです……。それも不快な香りが全くしません」

　リエナはうっとりとした顔で、緑を見上げている。

　彼女をはじめ、ゴブリンたちは森で生きてきた。この香りはそんな故郷をしのばせるものなのだろう。

　シェオールには当然森はない。畑としていくらか果樹があるが、それでも森のような匂いは感じられなかった。

　匂いだけでなく、風が吹いて大量の葉っぱがひらひらと落ちる光景に、俺はここがシェオールであることを忘れそうになる。

　三分ほど歩いたところで振り返ると、洞窟の入り口からゴブリンや他の魔物たちもこの木に向かっていた。

「皆も気づいたようだな。さて、もう少しでマッパのところに着きそうだ」

　マッパは大丈夫だろうか？　……うん、大きく口を開いて赤面してるが、決して苦しそうな顔ではない。むしろ心地よさそうな顔だ。

　そうこうしているうちに、俺たちは顔以外が木に埋まってしまったマッパのもとへと到着する。

「よし。マッパ、今助けるぞ」

　俺はそう言って、マッパが埋まっている部分だけを炎魔法で焼こうとした。

　が、マッパは首を振って、拒否するような仕草を見せる。

「うん？　そうしてたいのか？」

　今度は縦に首を振るマッパ。

　どうやら、相当に気持ちがいいらしい。

　というより、顔だけ覗かせている穴は結構広く、自力でも脱出できそうだ。特に危険な兆候も見られない。顔はだらしなくニヤけてしまっているが。

「まあ、そうしてたいって言うならいいか。というか、そんなに気持ちがいいのか……」

「ヒール様……そういえば先ほどから感じているのですが、木の中に魔力を感じませんか？」

「ああ。根のほうから上に向かって、魔力が流れている。どこから魔力が吸われているのかは知らないが……」

　木だけでなく葉っぱにも魔力を感じる。そして木の周辺に、聖属性の魔法が展開されているようなのだ。

「謎の多い木だな。これが、世界樹なのか……」

「名前からして、大きさも納得ですね。この後、どうしましょうか？」

「うーん。一度下りてもいいが……でもどうせなら、頂上まで行ってみるか？」

　俺が言うと、肩に乗っていたリルが賛成と言わんばかりに、元気よく吠える。

「お、それじゃあ行くか」

「はい！　きっと見晴らしもいいでしょうし！」

「そうだな。じゃあマッパ、俺たちは上に向かうからな」

　マッパは穴から右手を振る。

　それを確認した俺たちは、再び世界樹を登り始めた。

　時折リルが俺から下りて、先導するように進んでくれる。

「随分と高くなってきたな……」

　すでに、シェオールの岩山や見張り塔よりも高い地点。

　今日はそこまで潮風も強くなく、天気もいいので、遠くの海まで見える。

「船は……見えないな。というか、王国船がいたらまずい……」

　俺が独り言のように呟つぶやくと、リエナが俺にこんなことを聞いてきた。

「そういえば、ヒール様は、どうしてこの島にお一人で？」

　そういえば……本当にそういえばというぐらい、俺は自分のことを皆に話してなかったな。

　たしか王国の王子で、この島の領主であることぐらいしか言ってなかった気がする。

「そうだな……色んな言い方ができるが……。ここらでちょっと休憩がてら話すか」

　俺は疲れた様子のリルを見てそう言った。その場でリエナと一緒に座り、リルを膝に乗せる。そして思い返すように、口を開いた。

「俺は……国から追い出されたんだ」

　リエナは、「え？」と意外な顔をした。

「追い出されたのは……王国にいた頃の俺が、常に兄弟たちからバカにされるような無能だったからだ」

「そ、そんな！　ヒール様は無能ではありません！　ヒール様は、なんでもできるではないですか！　……ちょっと抜けてますけど！」

　あ、やっぱ俺、抜けてるのか……まあ、それはさておき。

「リエナは、もうそこそこ魔法が使えるようになった後の俺しか見てないから、そう思うんだ。でも、元々の俺は、せいぜい水一滴を出すのがやっとの男だったんだよ……」

　いつも無能な自分を恨んでいた。しかし、何よりも悔しかったのは──。

「そんな男がある日、力もないのに、強者に逆らってしまった。だけど、俺は守ることができなかった」

　そう。守れなかった……こいつを。

　思わず、胸に下げている小瓶を握ると、そこに眠る魔物の最期が頭によぎった。
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　俺がまだ王国にいた頃。

　俺は兄弟からいじめられていた魔物に毎日、回復魔法をかけたり、食事を与えていた。

　しかし、魔物は日増しに弱っていった。

　俺の魔力が低く、回復魔法の効果が弱いせいもある。だけど、一番の理由は兄弟からの暴力のせいだ。

　このままではいずれ魔物は死んでしまう。

　それ以上に、俺の回復魔法は単に魔物を苦しめるのを長引かせているのでは……そんな罪悪感に苛さいなまれるようになった。

　俺は居ても立ってもいれず、父に魔物への暴行を止めるよう嘆願に向かった。

　しかし、結果は門前払いであった。父はこの件がどうこうというよりも、いつも俺と話そうとはしてくれなかったのだ。

　ならばと翌日、俺は白昼堂々、中庭の魔物の前に立つことにした。

　当然、中庭にやってきた兄弟たちはそんな俺を睨にらんだ。

「なんだ、ヒール？」

「今日はお願いがあってきたんだ。こいつに石を投げるのはやめてくれないか？」

「は？　なにお前、俺たちの邪魔するつもりか!?」

　兄弟の一人が俺の胸元を掴つかもうとする。

　だが、別の弟がそれを止めた。

「いいじゃん。ちょうどこいつにも、飽きてきたところだし。今日でお終しまいにしよう」

　その声に、俺は呆あっ気けにとられた。

「ほ、本当か？」

「うん。どうせ捨てるんだし、ヒールの好きにしていいよ。ほら、今開けるから」

　弟が檻おりに向け手をかざすと、俺の魔法ではびくともしなかった檻の錠がいとも簡単に落ちた。

「……ありがとう！」

　俺は弟に頭を下げ、檻を開けた。

　すると魔物は顔をにぱっと明るくして、俺に向かってきた。なので、俺も抱きかかえようとした。俺の指と魔物の小さな手が触れる……その時であった。

「《ファイア》」

　後ろから冷めた声が響くのと同時に、俺の頬を灼熱がかすめる。

　そして俺の前で、大きな火柱が上がった。

「え……」

　一瞬のことであった。火柱はすぐに収まり、魔物がいた場所にはわずかに白い骨が残るのみとなっていたのだ。

　……え？

　目を何度か見開くと、前にはにやにやと俺の顔を覗く兄弟たちが。

「ぶっ……見た!?　今の顔！」

「ああ、傑作だ！」

　げらげらと笑う兄弟たちに、俺は抑揚のない声で訊たずねた。

「どうして殺したんだ？　そんなに俺や魔物が……」

「憎いのかだって？　違う違う。僕たちはただ、お前の反応が見たかっただけだよ」

「俺の反応……？」

　訳が分からない。そんなものを見るために、こいつを殺したってのか？

　俺は白い骨を一つ手に取る。すると、骨は砂のように崩れてしまった。

　力がない……ただ、それだけの理由でこんなことをされていいのだろうか？

「いやあ、やっぱこいつが一番面白いわ。ちゃんと、それ片付けておいてよ……え？」

　俺の拳は喋しゃべる弟の頬を殴っていた。

「こっ、こいつ！」

　それからのことはあまり覚えていない。確かなのは、このあと兄弟たちの魔法や拳によって、俺が半殺しにされたことだ。

　後で聞けば、王宮の近衛兵が止めに入るという、王国では前代未聞の事件となったとのことだった。
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　俺はリエナに、あるがままを伝えた。

「……守ることも償わせることもできず、ボコボコにされたんだ」

　俺はそこまで言って、我に返った。こんな恥ずかしいことを、ペラペラ喋ってしまうとは……。

　この世界樹の香りのせいだろうか？　気が緩むというか、普段は喋らないようなことを喋ってしまう。

　リエナは目を赤くし、口を押さえる。

「そんなことが……」

「……なんかごめん、リエナ。ともかく、俺は元々弱い人間なんだよ。今も、まあ色々抜けてるし」

「……そんなこと、そんなことありません！」

　リエナは声を震わせ、続ける。

「ヒール様はご立派です！　力の差があることを知りながらも、戦われたのですから！」

「でも、守れなかった……守れなかったんだ……」

　俺は骨の入った瓶をぎゅっと握りしめた。

　すると、リエナは俺の手に手を差し伸べてくれた。

「この方のことは確かに守れなかったかもしれません……でも、この方がいたから、今のヒール様がいる。この方がいるから、ヒール様は強くなれた。違いませんか？」

　俺はリエナの言葉に、はっとした。

　あの時、俺は守れなかった。だけど、守ろうとした。守ろうと兄弟に抵抗したんだ。

　その前まで俺は、ただ自分の境遇に甘んじていた。

「ヒール様は強いんです。私はそんなヒール様が……憧れなんです」

　リエナは寂しげな顔で続けた。

「私も元は何もできませんでした……呪いのせいで、父や母、兄弟たちからは疎まれ、族の有力者たちからは、無能な紋章持ちとして蔑さげすまれてました……」

　リエナも辛つらかったはずだ。単に、精神的に辛いだけでなく、呪いが体を蝕むしばみ、そう遠くない未来に死ぬことを知っていたのだから。

「生きることは、体にとっても心にとってもただの苦痛でしかなかった……ただずっと、早く最期の日が来るのを願っていたのです」

　そこまで言って、リエナは俺の手を両手でつかんだ。

「そんな私に、ヒール様は生きる希望を与えてくださったのです！　この名前も、この体も……命でさえも！」

「リエナ……」

「だから、ヒール様は何もできなくなんてありません！　ヒール様は私にとって……とっての……その、憧れなんですから！」

「リエナ……ありがとう」

　必死に訴えるリエナに、俺も恥ずかしさを隠すように頭を下げた。

「そ、それに、ヒール様はお優しいです。それがちょっと心配なところもありますけど……私はそんなヒール様が大好きです！」

　リエナは満面の笑みでそう言ってくれた。が、すぐに顔を真っ赤にして首を振った。

「わ、私、なんて失礼なことを！　申し訳ございません！　ここにいると、その、頭がふわふわしてくるというか……本当に、ごめんなさい！」

「そ、そんな謝るようなことじゃないよ！　それに……嬉うれしかったし」

　実際、誰かに俺の身の上を聞いてもらえたのは嬉しかった。元々、この島に来たとき……いやこの島に来る前から、俺は一人だったからだ。

「……ありがとう、リエナ」

「はい、ヒール様！」

　リエナは笑顔で、そう答えてくれた。

　しばらくすると、俺の膝の上にいるリルが目を覚ます。

「それじゃあ、リルも起きたことだし、頂上を目指すか」

「はい、ヒール様！」

　こうして俺たちは再び、頂上へ向かい歩き出す。

　振り返ると、魔物たちもこの世界樹を続々と登り始めているようだ。皆、この世界樹の匂いに惹ひかれてきたのだろうか。

「うん？　どうしたんだ、リル？」

　俺はリルが世界樹の一部分を指していることに気がつく。

　すると、そこには琥こ珀はく色の液体が。

「樹液、でしょうか……とても甘い香りがしますね」

「本当だ。まるで、蜜のような色だな。あ、リル、少し待て！」

　俺はリルが樹液を舐なめようとしたのを止めた。

「毒がないかだけ確認してみるよ。《エクストラクション》！」

　《エクストラクション》は毒を探知する無属性魔法だ。

　毒があれば、紫色の光が現れるが……この樹液は大丈夫らしい。

　それでも心配なので、俺は指で少し掬すくって舐めてみる。

「どれ……っ!?　なんだ、これは!?」

　甘い……だが、それもただの甘さではない。あらゆる果実を煮詰めたような香りが口いっぱいに広がるのだ。

　固まる俺に続くように、リルもリエナも樹液を舐める。すると二人ともだらしなく表情を崩す。

「こんなもの、今まで口にしたことありません」

「ああ、俺もだ。宮廷のどんな菓子でも、ここまでの甘さを持つものはなかった」

「ヒール様もですか……。しかし、まさかこんな樹液がでるとは」

「思わぬ収穫だな……果物が取れるようになったとはいえ、この島の食事は塩っぽいのが多かったからな」

「はい！　これならもっとたくさんの料理が作れそうです！」

「そりゃ楽しみだな。それじゃあ、さらに上も探検するか！」

「はい！」

　俺たちはまた頂上へ向かい始めた。すると、太い幹から枝分かれした場所に着く。

　枝といっても、それだけで普通の大木と同じくらいの太さがある。

　それがいくつも生えているこの場所は、さながら大きな森のようであった。

「ここが頂上か……せっかくだし、中も調べてみるか」

「はい！　葉っぱや枝も落ちているようですし、見てみましょう！」

　リエナの声に、リルも「わん！」と吠える。

　こうして今度は、枝の生える場所を回り、早速俺は葉っぱを拾ってみる。

　やはり微力ながら魔力を持っており、周囲に回復魔法と同じような効果をもたらしているようでもあった。

「すり潰つぶして、お茶や薬にできるかもしれませんね。持ち帰って、後で色々試してみます」

「ああ、頼むよ。枝のほうは……」

　次に、ピッケルの柄ほどの太さの枝を拾ってみる。

　持ってすぐ分かったことだが、頼りなさすぎるぐらいに軽い。

　これではきっとすぐに折れてしまう……俺はその強度を試すように折ろうとした。

　しかし、全く折れる気配も曲がる気配もない。

「全然、曲がらないな……」

　重さと見た目にもかかわらず、枝は全く折れなかった。

　軽くて頑丈……素人考えだが、船なんかにはちょうど良さそうだ。だが、ここまで頑丈だと加工しづらそうでもある。

　そこらへんは、マッパが上う手まいやり方を知っているかもしれないが……。

　俺たちはさらに奥へ進んだ。すると、緑と薄茶色のこの空間の中で、急に色彩豊かな場所が目に飛び込んできた。

「……なんだ、あれ？」

「もしかして……」

　リエナははっとした顔で、その方向へと走っていく。それを、俺とリルも追った。

　すると、そこには一面に広がる花畑があった。その向こうには、大きな海と青い空が広がる。

「こ、これは……この木、花も生えるのか？」

「いえ……これは、私の故郷の花です。先ほど埋めた花が、開いたのでしょう」

「え？　でも、太陽石は花には使ってないんじゃ？」

「はい……」

「ってことは、この世界樹には、植物の成長を速めるような効果もあるってことか」

　にわかには信じがたいが、この世界樹から発せられる魔力を考えるに、そんな効果があっても何らおかしくない。

「とすると、畑もこの下に作ったほうがよさそうだな」

「そうですね。あとでこの木の下に、いくつか種を蒔いてみましょう！」

「ああ、そうしよう。それにしても……」

　王宮の中で見た、天国が描かれた絵。ここの風景はそれを思わせる……いや、それが霞かすむほどの美しさだ。

　どこまで広がる海と空。そして、その手前で咲き誇る色とりどりの花。

　俺とリエナは、自然とこの場所に腰を下ろしていた。

「……綺麗だな」

「ええ、見てきたどんな場所よりも、美しい場所です」

　しばらく、二人でこの風景に目を奪われていた。

　一方のリルは、花畑の中を駆けている。

　しばらくすると、リエナがこんなことを訊ねてきた。

「ヒール様。ヒール様は、夢とかお持ちですか？」

「夢？」

「ええ。以前、ヒール様は私に願い事がないか、お訊ねになりましたよね？　なのでちょっと気になりまして」

「夢か、そうだな……」

　在りし日の俺は、そんなものなかった。

　兄弟たちの背を追いかけ、それがより遠くに行ってしまうことに絶望するしかなかった。

　だが今は、そんなことを気にする必要もない。俺は今、とても幸せだからだ。

　ただ一つ、頭から離れないのは、瓶の中のこいつのこと。

　……兄弟にいじめられ、守れなかった魔物のことだ。

　あの時、俺がもっと強ければ……そんなことばかりが頭によぎる。

　だが、それはもう取り返しのつかないことだ。たとえ竜球石でこいつを生き返らせても、あの日守れなかった事実は消えない。

　だからこそ、今こうして守りたいと思った者たち……リエナやリル、皆を、これからも守っていきたいと思うのだ。

　だが、それは夢とはちょっと違うな……夢とはもっと欲張りでなきゃいけないもんだ。

　いや……皆を守りたいというのは皆のためのように思えて、実のところは自分が皆と一緒にいたい、という欲望に他ならない。

　俺は皆と一緒に幸せに暮らしていきたい。守る、というのはそのために必要なことにしかすぎない。

　でも今のところ、特段の脅威はない。生活は豊かになる一方だし。

　だがもし何かが現れて……例えばリルの生みの親であるアルヘミナが言っていたリヴァイアサンみたいなのが現れたら……俺は命を懸けて皆を守るだろう。皆と幸せに暮らすために。

「皆と幸せに暮らす……世界一、幸せな場所をつくる！　そんなところかな」

　自分で言っていて少し恥ずかしい。なので、すぐにリエナにこう問うた。

「リエナは？　どんな夢があるんだ？　俺がどうこうとかじゃなくて」

「私は……」

　リエナは少し、返答に詰まる。だが、一度首を横に振ってこう言った。

「私は……以前と変わりません！　そんなヒール様の夢をお手伝いしたいです！」

　そう言って笑ってくれた。

「リエナ……ありがとう。俺、もっと頑張るよ」

　そうだな。世界でも最も幸せな場所にするんだったら、もっと頑張らなきゃいけない。

　俺はそんなことを考えながら、遠く海を眺めるのであった。
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　世界樹が生えた翌日。俺はまた、いつものように採掘をしている。

「……うん？」

　隣で採掘するフーレが呟つぶやいた。

　俺も手を止めて振り向くと、フーレは新しいピッケルを見つめていた。

　マッパが作ったこのピッケルは、頭がオリハルコンで出来ていて、柄が世界樹の枝で出来ているものだ。

　昨日生えた世界樹……そこから落ちる葉や枝を、俺たちは調査した。

　葉はすり潰つぶしたりして、リエナやバリスが色々と試してくれたが、回復薬や傷薬のような効果もあるらしい。

　茶にしても美お味いしいとのことで、朝さっそく俺も飲ませてもらったが、間違いなく王国のどんなお茶よりも美味であった。

　また、樹液を煮詰めたものを飲ませると、ある種の危険な薬のように、頭がぼうっとしてしまう効果もあったらしい。

　木の周辺で少し浮かれてしまうような感じがしたのは、空気中にその樹液の匂いが含まれているからかもしれない。

　マッパがあんな表情で木から出たがらなかったのは、その樹液のせいでもあるのかも……。

　一方の枝は持つだけでその軽さが分かった。

　それでいて、岩に叩たたきつけても折れない……どころか、鉄の斧おのでは切れず、オリハルコンの斧やナイフでやっと加工できたほどだ。

　フーレと俺が持つこのピッケルの柄も、その世界樹の枝が使われている。

　まだまだ世界樹については分からないことも多いが、一番知識のあるバリスにその後の調査も任せてある。

　その一方で俺たちは、世界樹を使ったピッケルの試験もかねて、この前大量に消費した岩を補充すべく採掘中だ。

「どうした、フーレ？　その新しいピッケルになんかあったか？」

「いやさ……なんか、全然疲れないなあって思って。もう掘り始めて一時間経たってるんだけど、前のと比べて全然疲れないんだよね……」

「へえ……言われてみれば、俺もそんな感じが……」

　俺もフーレと同様、柄に世界樹を使ったオリハルコン製のピッケルを使っている。

　前の、柄もオリハルコン製で出来たものも軽くて使いやすかったのだが、今のほうがもっと軽い。しかも、木で出来ているぶん握りやすい気がする。

　だが、フーレの言うように疲れない、という実感はあまりない。というのも、俺は前のピッケルでも、もうほとんど疲労を感じなかったからだ。

「まあとにかく、疲れないからって無理は禁物だぞ。いいか、フーレ」

「うん！　それにしても今日のヒール様、ペース速いね。やっぱピッケルが軽いからかな？」

「だろうな……フーレも見ていると、いつもより速い。まあ、タランを見れば分かりやすいな」

　一本のピッケルでは振る速度がいまいち分からない。だが、ケイブスパイダーのタランは、四本のピッケルを操る。そのうち二本は以前の柄がオリハルコンのピッケルだが、別の二本は世界樹を使ったものだ。

　なので、古いほうと新しいほうで、ピッケルの速度が比較できる。断然、新しいほうが速いことが見て取れるのだ。

「うん、本当だ。これは負けてられないね！」

　フーレはそんなタランの速度に触発されたのか、ピッケルを振る。

　そんなときであった。

　俺が掘った場所から、大きな空間が見えた。

　穴の向こうには、湯気が立つ液体が張っており、ところどころから、じゃぶじゃぶと何かが噴き出ている。

「これって……温泉!?」

　フーレの声が洞窟に響く。

「温泉？　たしか、天然の湯が湧き出る場所だったか？」

　俺が確認するように訊たずねると、フーレは機嫌良さそうに頷うなずいた。

「うん！　私たちの故郷では近くに温泉があって、皆そこで体を洗ってたんだ！」

　フーレが言うには、リエナをはじめとするベルダン族のゴブリンは、毎日そこで体を洗っていたようだ。

　皆やけに綺き麗れい好きだと思ったが、そういった理由もあったらしい。

「へえ……これを上う手まく使えば、もう魔法を使わなくても、冷たい水で体を洗わずに済むな」

　しかし、この下は一体どうなってるのだろう。お湯が溜たまっていて、ここに噴き出ているとか？

　とすると、この下は海……いや、俺の知ってる海はこんな湯気を発したりはしない。

　いずれにせよ掘りすぎて、海にぶち当たるのは避けなければ。そこらへんは【洞窟王】のスキルで、大丈夫だとは思うが。

　というより、このままお湯が出続けたら、少しずつこの洞窟も水没してくんじゃ？

　すると、後ろからエレヴァンが俺に言った。

「おお！　こりゃまたいいものを掘りやしたね、大将！」

「ああ。でも、飲んだり体にかけていい水かどうかは、調べてみる必要があるな……って」

　今回も早速、体を張ってこのお湯を調べてくれる男が現れた。俺が待てと言う前に、その男マッパはお湯を掬すくって飲んでいる。

　俺はとりあえず回復魔法を準備する……が、マッパは倒れなかった。

　むしろ美味しかったのか、お湯に顔をつけ、ごくごくと吸いこんでいく。

　そして安心したのか、そのままじゃぼんと飛び込むのであった。

　どうやら、ただちに体に悪影響が出るお湯でないことは確かなようだ。

　しかし、後々調子が悪くなることも考えられるので、毒を探知する魔法《エクストラクション》を使ってみる。だが、毒の反応はない。

「そっか……とにかく、無害のようだな」

　ここを整備して、そのまま浴場にするか？

　でも、定期的に外に汲くみださないと溢あふれてしまうだろう。それに飲み水や畑の水としても利用したい。

　なんとかして、王都の水道橋のように自動的に外へ運ぶことは、できないだろうか。

　しかし、あれは山から徐々に下るような構造となっている。水を上に運ぶなんて、魔法でも使わない限りは難しい。

　俺はダメもとで、温泉を泳ぐマッパに聞いてみた。

「マッパ、聞いてくれ」

　マッパは仰向けで体を浮かばせながら、俺に顔を向ける。

「このお湯を、外に運ぶことってできないかな？」

　俺は指でお湯をさしてから、洞窟の入り口のほうへ向けた。

　すると、マッパは腕を組んで難しい顔をする。言葉の意味が理解できないというよりは、俺の意図を汲んだ上で悩んでいるようだ。

　やがて、マッパはうんと頷いた。

「おお？　やってくれるのか？」

　温泉から上がると、マッパはついてこいと半裸で促がすので、俺たちはそれについていく。

　地上に戻ると、そこは鍛か冶じ場ばであった。

　マッパは俺に向かって、様々な鉱石をポンポンと叩いてみせる。鉱石をくれと言ってるようだ。

「鉱石だな、ちょっと待ってろ」

　何が欲しいかぐらいであれば、互いに分かるようにはなってきたと思う。

　俺はインベントリから、望みのものを出す。石材も求められたので、工房ワークショップスキルで作成しておく。

　しかし、マッパはまだ足りないと、鉄鉱石を中心に数種を叩いてみせる。

　なので、さらに鉱石や砂を出してみる。

　……相当鉱石を使うみたいだな。

　気がつけば、掘っ立て小屋一軒ほどの大きさの鉱石の山が出来ていた。

　今までこんなに掘っていたのかと半ば感心していると、マッパはもういいと手を前に出した。

　するとマッパは、鉱石を種類ごとに分別し始めた。そしてそれをいつものように、金属として加工していくのであった。

　いつ見ても見事な手際……金かな槌づちを握っているときは、なんかすごそうな職人みたいだ。

　実際、職人技ではあるのだが。

　俺と一緒に見ていたフーレも、おおと声を上げるばかりだ。

　そうして出来上がった金属を、マッパはいくつもの道具や鋳型を用いてさらに加工していく。

　見たこともない部品を作っているようだった。中でも、人を寝かしたぐらいの長さがある丸い鉄管が目立つ。

　少し覗のぞくと、中は空洞となっていた。

　マッパは大量にそれを作り終えると、ふうと額の汗を拭ぬぐった。そしてそれを、ゴーレムやスライムに運ぶよう指示した。

　スライムとゴーレムはその指示通り、次々と鉄管を洞窟に運んでいく。

　マッパ自身も鉄管を軽々と持ち上げると、再び俺たちについてくるよう促した。

　温泉に戻ると、マッパは鉄管を温泉に立て、スライムやゴーレム、ゴブリンに指示を出していった。また、タランにも何かあれこれと手振りで伝えたようだ。

　マッパのこの指示に、皆一斉に動き出す。

　最後にマッパは俺にも何かを伝えた。ゴーレムが管と管をくっつけているのだが、その境目にタランらケイブスパイダーが糸をぐるぐると巻き付けている。

　その境目をマッパは指差してから、今度は輝石に指を向けた。

「……どういうことだ。あ、管と管の間の糸の部分を燃やせってことか？」

　マッパは俺が手のひらに出した小さな火を見て、コクリと頷く。

　なるほど鉄柱を溶接して、最終的にこの温泉から地上へ延ばすわけだ。これはなかなかの大仕事になりそうだな。リエナの助けも借りるか。

「了解。フーレ、リエナを呼んで手伝ってくれるよう、頼んできてもらっていいか？　俺はここから、リエナは地上からお願いしてくれ」

「分かった！」

　こうして、温泉を地上まで引っ張る工事が始まった。

　ゴーレムが鉄管を持ち上げ、それをゴブリンが長大な釘くぎで天井に固定していく。そして管と管の間はケイブスパイダーが糸で仮止めして、俺とリエナが炎の魔法で溶接していった。

　肝心のマッパは地下の温泉で歯車や板などを巧みに組み合わたりと、何かの装置を作っているようだ。それが終わると今度は地上に行ったりと、結構忙しそうであった。

　それから数時間、最後の管を溶接し終える。

「お疲れさまです、ヒール様！」

　横で上から溶接し終えたリエナが、俺に言った。

「リエナもお疲れ！　いやあ、こうして見ると壮観だな」

「ええ！　しかし、これで本当にお湯が上がってくるのでしょうか？」

「ああ。そこが重要だよな」

　いくら管があっても、どうやって地上へ送るのかが重要だ。

　そんなことを思っていると、地上からエレヴァンがやってきた。

「大将！　マッパの奴が皆を世界樹の麓ふもとに集めてやすぜ！」

「そうか。とすると、これで完成したのかな」

「ええ。もう作業はしておりやせんでしたので。大将は先に戻ってくだせえ。俺は、下の奴らも呼んできやす」

「頼む。それじゃあ、リエナ。俺たちも地上に戻ろう」

「はい！」

　こうして俺たちは地上に戻り、島の反対側への通路を通って世界樹のほうへ向かう。

　すると、世界樹の下にがやがやと皆が集まっていた。

　皆が集まる場所の隣には、埋立地を一段掘り下げた場所があり、石材で綺麗に整えられている。ここが浴場になるようだ。

　俺たちもその中に入って、群衆の中央に向かう。

　バリスの姿もある。やはり、皆が見ていたのは、マッパの作ったもののようだ。

　洞窟から続いていた管の最終部分……それは、床に立つ丁字型の物体であった。

　あれからお湯が出てくるのだろうか？　いくつかの管は途中で分かれているようで、その先にも同じような丁字型のそれはあった。

　車輪のような部品や、取っ手のようなものがついたその近くには、マッパが立っている。

　マッパはエレヴァンが他の魔物を連れてきたのを確認すると、仰々しく皆に向かってお辞儀し、車輪を回し始めた。

　次に取っ手に手をかけるのだが、もったいぶるように途中まで下ろしては、戻すようなことをしている。

　皆の反応を見て楽しんでいるようだが、「早くしろ！」という声が響くと、仕方ないなと言わんばかりにため息をつく。そして一気に取っ手を引くのであった。

　すると丁字型の物体の先っぽから、勢いよくお湯が噴き出た。

　皆、思わず声を上げる。

　こいつ、やりやがった……。

　一体どういう原理なのかは分からない。

　しかし、洞窟の中に湧き出たお湯は、確かにここまで上がってきている。

　大陸の国でも優秀と言われる王国の技官でも、ここまでの技術を持っている者はいないだろう。ドワーフの文明が、いかに高度であったかが窺うかがえる。

　歓声と拍手に包まれる中、マッパは四方にお辞儀した。

　だが、突如としてお湯の噴き出し口を掴つかみ、それを上側に向ける。

　ニヤリと笑うと、一気にまた車輪を回し始めた。

　その場で勢いよく水の柱が上がった。しかし、それは途中で勢いを失い、放射状に拡散する。

　そして俺たちの頭上に、お湯がざあっと降り注いだ。

　このマッパが降らした人工の雨に、皆わあわあと声を上げる。

「な、何しやがる!?」

　怒声を上げるエレヴァンだが、マッパがもう一つの小さな管を向けて、放水を浴びせる。

　放水は他にもマッパを止めようとする者に向けられた。

　ゴブリンの子供は、足元に溜まるお湯をかけ合っている。

　そんな中、俺の髪も服もすぐにびしょ濡ぬれになってしまった。

　コボルトの赤ん坊リルは初めての経験なのだろうか、降り注ぐお湯を見上げている。

　マッパなりに、皆を楽しませようとしたのかもしれない。

　俺が魔法で水を作れるとはいえ、基本は皆、水にしろ食料にしろ節約志向だ。

　そんな中でお湯を雨のように降らすのは、とても贅ぜい沢たくに思える。

　その一方で隣の浴場にもお湯が注がれていく。夕焼けが見える頃には、もう立派な温泉になっていた。

「さあ、皆！　入るぞ！」

　エレヴァンの声が聞こえると皆、一斉に脱衣していく。

　そして放射状に降るお湯で体を洗い、順次温泉へと入っていった。

「へえ。ゴブリンも体を洗ってから入るんだな」

　すると、隣からリエナが答えてくれた。

「ええ。お湯が汚れるのを皆嫌いますので」

「なるほど。そこは人間と……同じだな」

　リエナのほうに振り向こうとしたが、俺はとっさに目を逸そらした。

　というのは、リエナの体はずぶ濡れで、服がすけすけなのだ。

「わーい！　温泉温泉！」

　フーレがもろ手を挙げて、温泉に入っていく。

　それを、先に入浴していたエレヴァンが叱しかった。

「こら、フーレ！　飛び込むんじゃねえ！」

「ご、ごめん！」

　とまあ、微笑ほほえましい光景が目の前に広がる。

　スライムやケイブスパイダーもゴブリンの真似をし、続々と温泉に入っていった。リルもスライムのシエルに乗って、ぷかぷかと温泉の上に浮かんでいる。

「ふむ、ではワシも失礼しますかの……まさか、温泉にまた入れる日がこようとは」

　あのバリスでさえも裸になり温泉に入った。

　うん？　なんかおかしくないか？

「ヒール様？　汗もかきましたし、私たちも入りましょう？」

「え？　ああ、俺ももちろん入るけど」

「そうしましょう！　私がお体を洗わせていただきます！」

「え、えっと……」

　なるほど。ゴブリンたちは混浴なのか。だから、皆気にせず入ってるんだ。

　でも皆、裸を見せるのに恥じらいがあるから、いつも服を着てるんじゃ？

「その……皆、裸になって恥ずかしくないのか？」

「ええ？　温泉は裸が当然では？」

「そ、それはそうだな」

　どうやら、温泉には男女一緒に入って、恥じらうとかそういう文化はないようだ。

　このまま何も言わなければ、俺はそのまま裸のまま入浴できるだろう。

　つまり、リエナと一緒に入っても、それは当然なことというわけだ……。

「ひ、ヒール様？　お顔が真っ赤ですよ！　どこか調子でも？」

「り、リエナ……俺はちょっと体調が悪いみたいだ……先に入っていてくれ」

「そんな！　私が精一杯看病させていただきます！」

「い、いや、いいんだ。ちょっと寝れば良くなるから！」

　俺はそう言って、逃げるように温泉を後にするのであった。

　さすがに、俺も人間だ。悪いことと知っていながら、リエナと一緒に入ることはできない。

　かといって、温泉は男女別々で入るもんだと、ゴブリンたちに押し付けたくもない。俺が一人、我慢すればいいだけだ。

　が、しかし……このままじゃ体が濡れていて、何とも気持ちが悪い。

　あとで一人で入るか？　あ、そういえば……あの地下の温泉の半分はそのままだ。そうか、俺はあそこで一人入ればいい！

　俺は洞窟の入り口付近で手拭いと桶おけを持ち、その足で洞窟を降りていく。

　やはり温泉の魅力には勝てない。

　俺は一人地下温泉に到着すると、そこで服を脱いだ。

「まずは、体を洗わないとな」

　桶にお湯を掬って、それで体を洗っていく。

　濡れた場所は、後で風魔法で乾かせばいいか。体を洗った後は……ついに風呂だ！　湯加減もばっちりだな。

　俺はそのまま体をこの天然の温泉に浸つからせた。

「はあ……これだあ、これだよ」

　久々に入る風呂に、俺は思わず鼻歌交じりに言った。その時であった。

「ヒール様！　やはりここでしたか！」

　後ろから響く声に、俺は思わず体を飛び跳ねさせた。

　振り向くと、濡れた服を身につけたリエナが。

「り、り、リエナ!?　どうして、ここに!?」

「どうしても何も、あのような状態でお一人にするわけには……それよりも、申し訳ございません。静かに入りたかったのですね」

「い、いや、そういうわけじゃなくて……実はだな……」

　ここは正直に、人間はこうするんだと伝えるか。

「はっ、はくしょんっ！」

　俺が口を開こうとしたとき、リエナが寒そうにくしゃみした。

　見ると、リエナは少しふらついている。濡れた服で体を冷やしたのだろう。

「り、リエナ、大丈夫か？」

「ご、ご心配には及びません。ですが……一緒に入らせていただいてもいいでしょうか？」

「そ、それは……分かった。一緒に入ろうか」

　俺は出るよ、とは言えない。そもそもこんな調子で、倒れてしまったら大変だからだ。

　リエナは「ありがとうございます」と言って、どうやら服を脱ぎ始めたようだ。

　俺の視線は洞窟の壁にまっすぐ向かっているので、どうなってるかは分からない。

　次に桶でお湯を掬っているのか、じゃぶじゃぶという音が聞こえてきた。体を流しているようだ。

　こんなに緊張することが、未いまだかつてあっただろうか？

　桶が床に置かれる音のしばらくの後に、足音が近づいてくる。

「ヒール様、失礼します！」

「ああ……寒かっただろう、ゆっくり入ってくれ」

「はい……」

　すると、俺のすぐ隣から静かな波が立つ。

　リエナは、俺の真横に腰を下ろしたのだ。

「ああ……気持ちいい」

「そ、そうだな……湯加減もちょうど良いです！」

　落ち着け……落ち着くんだ俺。敬語になってるぞ。

　何か、取とり留とめもない話でも……いや、話そうとするから、おかしくなるのか。ここは自然に、黙っていればいい。

「ヒール様……」

「なんだ、リエナ？　っ!?」

　リエナは突如、俺に寄りかかってきた。

　俺の肩に少しひんやりとしたリエナの頬ほおが当たった。

「顔が寒くなってしまって……少し、こうしていてもいいですか？」

「……なんだか、こうして二人きりになるのは初めてですね」

「あ、ああ！」

「ヒール様は、本当にお優しいですね……」

「そんなことは……」

　ここまで、胸がドキドキしているのは、人生で初めてだ。

　そもそも、俺は会ったときからリエナを尊敬していた。それが俺と同じ人間の姿になって、なんだか別の感情も抱いてしまったのかもしれない。

　俺はリエナが好きだし、俺もリエナに好かれたい。

　結婚どうこうなんて話は早いかと思うが、好きだって気持ちは伝えたい。

「あ、あのリエナ。俺はさ……リエナ？」

　俺が目を向けると、そこにはすやすやと寝るリエナが。

　どうやら、あまりの気持ちよさで寝てしまったようだ。

「ヒールしゃま……」

　俺はそんなリエナとしばらく、温泉に浸かるのであった。

　結果、しっかり俺はのぼせてしまったが……。




　温泉が出来て、二日後の昼。俺は今日も変わらず、洞窟を掘っていた。

　世界樹が生えたことで、木材や樹液、葉っぱがこの島にもたらされた。

　道具作りで木材を節約する必要もなくなったし、甘いものが気軽に食べられるようになり、お茶も飲めるようになった。

　また温泉ができたことで、体を清潔に保てるようになったし、疲れも癒いやせるようになった。

　しかも、温泉のお湯は畑にも使われているし、普通の飲み水としても使われている。

　すでに衣食住全てが充実した今、この島はだいたいのものが揃そろったと言っていい。

　だから、採掘の必要はないといえばないのかもしれない。

　だが、さらに生活を豊かにするような何かを掘り当てる可能性もある。

　またなにかと必要になる岩を補充するためにも、採掘は必要なことだった。

　島を広げたり、防壁や塔を造ったり、なにかと岩は消費するのだ。

　採掘に関しては、自慢じゃないがやはり俺が掘るのが一番効率がいい。これからもどんどんと掘っていきたいところだ。

　農業はリエナが、軍事はエレヴァンが担当している。

　そして道具はやはりマッパが作っており、最近ではゴーレムや警備隊の武具を作っているようであった。

　ここにきて、やっと皆自分の得意分野を担当し始めた感じだ。

　中には縫い物が上手かったりと、特技を活かしている魔物もいる。

　運搬はやはりスライムやゴーレムたちの独どく擅せん場じょうだし、衣類はケイブスパイダーがいなければ作れない。

　少し前まで、食料や水で困っていたのが嘘うそのようだ。

「今日もなんか良い物が掘れたらなあ……」

　ピッケルを振りながら、俺はそんなことを言った。

　どこどこに何が埋まっているとか分かれば効率もいいのに。

　それは隣でピッケルを振るフーレも同じようだ。

「フーレ？　もう昼だ。休まなくていいのか？」

「ううん、大丈夫……もう少ししたら、戻るから」

「そっか……ほどほどにな」

　フーレは朝起きるとすぐに食事を済ませ、採掘に向かう。

　同年代のゴブリンの子供が遊んでいる中、フーレだけは常に洞窟でピッケルを振っていた。

　フーレとしては早く魔法を使えるようになりたいのだろう。

　そのためには昇魔石チェンジ・ストーンで今の体を、魔力が扱えるような体に進化させなければならない。

　しかし、昇魔石チェンジ・ストーンはちょっと他の鉱石とは違う。掘ったものではなく、何かの遺構のような石室に大事そうに置かれていたものを拾っただけだ。

　つまり同じような遺跡にまた置かれている可能性のほうが大きい。

　フーレもまさか、一朝一夕で採れるとは思ってないだろうけど。

　俺もそんなフーレのため、どんどんと掘り進める。

　貴重品なので、またゴーレムが守っていたりということもあるだろう。だとすると、魔力の反応があるので、こちらとしてもいい目印になるのだが。

　そんなとき、俺の後ろでわずかに魔法の反応があった。

　振り返ると、そこにはフーレがいた。

「フーレ！」

「へ？　あ……っ!?」

　俺はすぐさまフーレを守るため、無属性魔法の《シールド》を放つ。

　近くのゴーレムも、フーレを庇かばうように覆おおいかぶさった。

　それからすぐにフーレの前で何かがボンと爆発するが、爆発は小さかったので《シールド》で十分に防げた。

　フーレは怪け我がをせずに済んだようだ。

「あ、ありがとう……」

　俺とゴーレムに礼を言うフーレ。

　俺の魔法がなくても、ゴーレムが上手く防いでくれただろう。こういうときゴーレムは頼りになるので、やはり洞窟に配置しておいたほうがよさそうだ。

「いや、よかったよ……罠わなかなんかかな？」

　人工的なものかどうかは分からない。

　しかし、フーレが頷く。

「みたいだね……奥に何かあるみたい」

「何か見つけたか？」

　フーレは砕けた岩を払い、何かを取り出していた。

「……これ、宝箱？」

　フーレが首を傾かしげながら俺に見せたのは、装飾の少ない木箱だった。

「かもしれないな。中を見たらどうだ？」

「うん！　……あれ？　開かない」

「とすると……これも鍵がかかっているってことか。魔法で開けてみるよ」

　俺はフーレの持つ箱に、開錠魔法《ピック》をかけた。

　ぱかっと開く宝箱の中には、金の石が三つ入っていた。

　金の石か……これは昇魔石チェンジ・ストーンである可能性が高い。

　金色であることを知っていたフーレは思わず、目を輝かせる。

「石なら回収できるはずだ……図鑑で何なのか見てみるよ」

　俺はそう言って、水晶と金の石を一個取り、回収してみる。

　そしてインベントリを見ると、金の石はやはり昇魔石チェンジ・ストーンだった。他の二つも同じ昇魔石チェンジ・ストーンであろう。

　結果が気になるのか、少し不安そうな顔で見つめるフーレに、俺は笑いかける。

「……フーレ、おめでとう。これは昇魔石チェンジ・ストーンだ！」

「ほ、本当!?　……うそ」

「嘘じゃない。ほら」

　俺はインベントリから再び昇魔石チェンジ・ストーンを出して、フーレに渡す。

　フーレのほうは、やったと声を上げると、嬉うれし涙を流した。

　この洞窟に来てからというもの、フーレはずっと洞窟を掘っていたのだ。やっと報われたわけだ。

「よかったな、フーレ。三個あるなら、三回進化を試せるぞ」

　だが、フーレはとっさに首を横に振る。

「私は一個で十分だよ！　ヒール様がいなかったら、生き延びることも、この石を手にすることもなかった。今だって、下手すれば死んでたかもしれない。残りの二つはヒール様が使って！」

「でも、掘ったのはフーレだ」

「ううん。私が採掘に集中できたのは、ヒール様や皆のおかげ。釣りや他の作業もろくに手伝ってないし……ヒール様が使わないんだったら、皆のために使って」

「そうか……ありがとう、フーレ。それじゃあ、これは皆と相談して使うとするよ」

「うん、そうしよう！」

　フーレはそう言って、昇魔石チェンジ・ストーンを二つ俺に手渡した。

　俺はそれをインベントリに回収する。

「それじゃあ、目当てのものも入手できたことだ。まずはゆっくり昼飯でも食べて、石を使ってみようぜ」

「うん！」

　俺たちはこうして、一度地上に戻ることにした。

　道中、フーレは心底嬉しそうに、鼻歌交じりで歩く。

「私、生きてて今、一番楽しいかも！」

「そっか。でも、魔法を鍛えるのもいいが、たまには採掘にも顔出してくれよ」

「もちろん！　採掘も今まで以上に頑張るよ！　私の紋章は、【採掘者】だしね……ふふ、魔法もだけど、もっと欲張っちゃお！」

「まあ、せっかくの進化だしな……うん？」

　俺はリルが肩から消えていることに気がつく。

　そして振り返ると、リルが壁にくんくんと鼻を近づけていた。

「どうした、リル？」

「何か、そこに埋まってるのかもよ？」

「ほう？　そうなのか、リル？」

　俺の声に、リルは「ワン」と答える。

「そうか……じゃあ、今掘ってみるから、ちょっと離れてくれ」

　リルがそこから離れるのを確認して、俺はピッケルを振った。

「おお！　これは……剣か？」

　そこには白銀の剣が二本眠っていたのだ。

　剣というには少し大きい。俺の背丈よりも高く、幅も俺の肩幅以上だ。

「大剣にしても、人間が扱えるような大きさじゃないな……あれ？」

　剣を手にした俺だが、オリハルコンの時とは違い、割と簡単に持ち上げられた。

　重厚な見た目からは考えられないその軽さに、思わず声を上げてしまう。

「なんだこれ？　銀の剣じゃないのか？」

「ヒール様が魔法を使ってるんじゃないの？」

「いや、使ってない……フーレは持てるか」

「貸してみ？……わ、軽っ!?」

　俺よりはるかに背の低いフーレでさえここまで軽々と持てるのだ、これは銀ではないだろう。

「ふむ……一本は壊してインベントリに入れてみるか。正体が分かるかもしれない」

　俺はもう一本の剣をピッケルで叩き、剣の破片をインベントリに回収する。

　その結果、この剣がいままでにない金属でつくられていることが分かった。

「ミスリル……」

　助言者に図鑑で聞くまでもなく、俺も知っている鉱石だ。見たことも触ったこともないけど……。

　ミスリルは神々が扱うという金属で、これで鍛えた剣で斬れないものはない。また、これで作られた盾が壊れることはない、と王国の神話には伝わっている。

　じゃあ、ミスリルの剣でミスリルの盾を斬ったらどうなるんだよ、という疑問は残るが、どちらにしろこの世の金属で最も強力なものだ。




《ミスリル……神々の落とし物。神をも殺す最硬の金属。魔法を付与することができる》




　神々の落とし物か。オリハルコンよりもすごい物資なのは間違いないだろう。

「ミスリル？　それってすごいの？」

「人間の神話では、ファフニールをはじめとする竜は、このミスリルが使われた剣で倒されたことになってるほどにはね」

「へえ……よく分からないけど、リルすごいじゃん！」

　フーレの声に、リルはえっへんと両手を腰に当てる。

「どこで覚えたんだ、そんな仕草……まあ、本当に大したものだ」

　リルはコボルトの赤ん坊。コボルトともなれば嗅覚に優れているのだろうか？　しかし、ミスリルなんかを探り当ててしまうとは……。

「とにかく、これも大収穫だな。持ち帰ってマッパにでも見せびらかしてみるか」

「そうだね」

　俺たちは再び、洞窟の外を目指した。

　洞窟の外は今日も快晴。ちょうどもう少しで昼ということで、調理場では煙がもくもくと立っていた。

　俺たちも早く昼食といきたいところだが、今はまずミスリルの剣をマッパに渡すとしよう。

　だが、俺の膝ほどの高さの背丈しかないフーレが、俺の頭よりも高い剣を持っていることに、周りがざわつく。

　鍛冶場で金槌を振るうマッパも、何かの匂いを嗅ぎつけたのかこちらに振り返る。

　すると、彼は全ての作業をそのままに、フーレのミスリルめがけて走ってきた。

「ひっ！」

　あまりのマッパの鬼気迫る表情に、フーレはミスリルの剣を手放す。

　マッパはそれを見て、ミスリルの剣が地面に着く前に、滑り込むように両手で受けた。

　それを掲げ、マッパは鍛冶場の適当な作業机にのせる。

　そしてその場で、確か五体投地という体を投げ出す拝礼をしてみせた。

「ちょっ、あのおっさん。ついにどうかしちゃったの？」

「分からんが……あのマッパがあれだけ敬意を示すんだ。やはり相当に貴重なものなんだろ」

　俺は仰々しい拝礼をするマッパの前、作業机に解体したミスリルも置いておく。

　礼拝を止める気配がないな……まあ、好きにさせておくか。

「フーレ、とりあえずご飯にしよう。俺はリルについてバリスに聞きたいことがあるから、ちょっと探してくるよ」

「分かった！　それじゃ先食べちゃうね！」

　フーレと別れた俺は、バリスを探す。しかし、今の表側の埋立地にはいなかった。

　洞窟の居住区か、世界樹にいるのだろうか？

　俺は調理場にいるリエナにバリスの行方を訊ねる。

「バリスですか？　バリスは世界樹のほうです。そろそろ収穫のできる作物があるので、どれぐらいの食料になるか見に行ってます」

「へえ。もう収穫できるものがあるのか！」

「はい！　世界樹のおかげか、カブはもう収穫できるようでして！　他のももうすぐ収穫できるだろうということです！」

　そう語るリエナは、とてもにこやかだった。それだけ植物の成長が目に見えて早いのだろう。

　世界樹が生えたとき、一緒に花が急激に成長した。

　それから畑も世界樹の近くに移すことにしたのだが、やはり作物の成長も早まったようだ。

「今日はいっぱいカブを煮込みますからね！　楽しみになさってください！」

「ああ、楽しみにしているよ。じゃあバリスは、世界樹だな。ありがとう」

　俺はリエナの言う通り、肩にリルを乗せて世界樹のほうへ向かう。

　すると、世界樹の下に紙と羽根ペンを持つバリスがいた。

「バリス……今、大丈夫か？」

「これは、ヒール殿。今しがた畑を見終えたところです。何か？」

「それがなんだが、リルの紋章とか分かったりするか？」

「おお、そういえばリルの紋章を、アルヘミナ殿は仰おっしゃってませんでしたな。よろしければ、ワシが調べましょうか？」

「頼めるか？　実は洞窟でリルが、ミスリルを見つけてな……もしかしたら、特殊な紋章があるんじゃないかって思ったんだ」

「ほう、それは、なおさら気になりますのう。少しお待ちを……」

　バリスはその場で腰を下ろすと、持っていた予備の紙に丸い円と見慣れない文字を書いていった。

「これで準備完了です。リルを、こちらに」

「ああ。リル、少しのあいだ動くなよ」

　リルは俺の言葉通り、バリスが描いた円陣の上で、おとなしくする。

　すると、円陣が一瞬光った。

「終わりです。リルや、もう動いても大丈夫じゃよ」

　リルはバリスに頷き、その場を再び駆け回り始めた。

　バリスはそんなリルがいなくなった円陣を見て、診断を始める。

「ふむ……これは、見たことがないですのう。文字から解読するしかないですが、やはりコボルトの王族だけあって記述が多い」

　円陣の真ん中には光る文字が描かれており、あれが紋章の説明になってるようだ。

「ほう、【千里眼】とな……」

「【千里眼】？」

「ええ。遠くのもの、あらゆるものを見渡せるそうです。具体的には、非常に遠くまでを見ることができ、遮しゃ蔽へい物ぶつがあっても向こうの気配を感じ取ったりできるそうで……」

　バリスは円陣に目を通しながら続ける。

「変わったものを探し当てたり、他者の感情や意思を読み取れるそうですな」

「思った以上にすごい紋章だな……」

　予想していたのは【探検家】という紋章で、主な力は変わったものを探し当てることだ。

　が、【千里眼】はそれに加えて、他にも強力な力を有している。

「ええ。ワシも初めて見ましたが、随分と強力な紋章ですな。これは将来が楽しみですのう」

「ああ。リルなら、洞窟に埋まっている貴重なものを探し当ててくれるかもしれないな」

　まだ小さく頼りないリルだが、成長すれば大いにこの島の助けになってくれそうだ。

　もちろん、そんな紋章を持っているなら、いずれは外への興味も出てくるかもだが……。

　まあ、その時はその時だ。自分で好きな道を選んでもらえればいい。

「バリス様！　バリス様！　こちらに船が！」

　突如、そんな声が世界樹の上から響いた。

　どうやら世界樹の上で見張っていたゴブリンが、船を見つけたらしい。

「何隻じゃ!?」

「一隻です!!　ですが、相当大きい!!」

「なんと……ワシらベルダン族の船ではなさそうですのう……コボルトか、オークか……」

「とりあえず、様子を見に行こう」

「ええ。マッパ殿に作っていただいた望遠鏡もあるので、行けば分かるでしょう」

　こうして、俺たちは世界樹の頂上に向かった。

「あ、お二人とも！　あちらです！　北側です！」

　見張りが指さす北側のほうへ、俺たちも目を向ける。

　ちょうど水平線あたり、そこに確かに船が見える。だが、旗は分からない。

「ヒール殿、こちらを」

「ありがとう、バリス」

　俺は望遠鏡を受け取り、改めて遠くの船を眺める。すると、そこには頭蓋骨の描かれた旗があった。

「海賊だな……だが、船は王国海軍の戦列艦。たしか何隻かオークたちに拿だ捕ほされたという話があったが」

「アルヘミナ殿のお話では、オークと戦っていたということでしたな。すると、あの船はオークのものである可能性が」

「ああ……オークは人間と敵対している。ゴブリンも確かそうだったな？」

「ええ。ワシらの故郷を焼き払い、王を殺したのもオークです。会えばほぼ間違いなく、戦闘になるかと」

「俺が魔法で威嚇して、なんとか帰ってもらうか……うん？」

　海が大きくうねった感じがした。だが、目の錯覚かもしれない。

「なあ、バリス？　今、海が大きく動かなかったか？」

「言われてみればそんな気もしますが……いや？　これは!?」

　海賊船の下の海が、徐々に盛り上がっていた。それは山のような高さになり──。

「なんだあれは!?」

　見張りのゴブリンが、大きな声を上げた。海賊船の下から、巨大な黒い蛇のように体の長い生物が現れたのだ。

　王国の戦列艦は非常に大きい。人が常時千人、詰め込んで二千人も入るちょっとした砦とりでのような大きさだ。

　それが一瞬で、その黒い蛇に丸呑のみにされてしまった……。

　このたった一瞬の出来事に、俺もバリスも声を失う。

　黒い蛇はそのまま大きく水しぶきを上げ、海へと戻るのであった。

「なんじゃ……今のは……」

　バリスでさえも、理解を超えた生物に思えたようだ。

　俺もあんな生物は見たことがない。

　ただ、あの生物を俺はこう形容できる。

「リヴァイアサン……」

　神話の生き物としか思えない謎の生物が、今俺たちの前に現れたのであった。
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　その後、俺とバリスは、リエナとエレヴァン、タラン、シエル、マッパ、ゴーレムの一五号を集めて会議を始めた。

　言うまでもなく、先ほどのリヴァイアサンに対処するためである。

「二人とも……目がおかしくなったんじゃねえのか？」

　エレヴァンは疑うように俺に訊たずねた。

「そうだったら、どれだけいいか……だが、俺とバリス、あそこにいた全てのゴブリンが見たんだ」

　俺の声に、リエナも頷うなずく。

「北側で漁をしていた者も、はるか遠くに巨大な蛇を見たと言っていました。しかも、その直後大きな波がやってきたと。そういうことだったのですね……」

「まじですかい……すると、ここに向かってきているんですか？」

　エレヴァンが俺に訊ねた。

「いや、海に潜って少し経たつが、それから何も動きはないな。陸地は襲わないのかもしれないが……」

　あくまでも船や、海の生き物しか襲わないのかもしれない。だが、そうだという確証はどこにもない。神話によればリヴァイアサンに滅ぼされた海沿いの国は、数えきれないほどだという。

　ここでバリスが覚悟を決めたような顔で、口を開いた。

「ヒール殿。ワシに一つ提案があるのですが」

「提案？」

「ヒール殿はリヴァイアサンを退かせたお話をご存知ですかな？」

「いや……知らないな。そんな例があるのか？」

「あります。いくらでも」

　バリスの声に、エレヴァンがおおと声を上げた。

　そんな話がいくらでもあるというのは俺も驚きだ。

「それで、どういう方法で退けたんだ？」

　俺の声に、バリスは静かに答えた。

「……リヴァイアサンに生いけ贄にえを捧ささげるのです。生者の命を」

　……以前、バリスにリヴァイアサンを倒すにはどうしたらいいかと訊ねた。

　その時、最後にまじないのようなものがあると、冗談っぽく言っていたが、そのまじないがこれか……。

　バリスはすかさず続けた。

「ヒール殿。ワシを生贄にして、リヴァイアサンにこの島を襲わないよう頼むのです」

　俺はバリスに対して、初めて声を荒らげる。

「何を馬鹿な！　そんなこと許せるはずがない！」

「そうです！　なぜ、バリスが死ぬ必要があるのです！」

「そうだ！　そんなことするぐらいなら、皆、死んだほうがましだ！」

　リエナとエレヴァンもまた、俺同様に怒りを露あらわにした。

　だが、バリスは首を横に振る。

「皆様、よくお考えくだされ。老いぼれの命一つで、この島は助かるのです。未いまだかつて、リヴァイアサンを倒した者はいない。じゃが、リヴァイアサンを退けた話はいくらもあるのです。生贄によって……」

「バリス……それでしたら、私が生贄になるべきです。その退けた話は、身分の高い女性……王女を生贄にすることで、難を逃れています！　ヒール様、私を生贄にこの島をお救いください！」

「姫！　それは結果がそうであったという話で、身分が高いことや、女性だから助かったという話ではありません！　ヒール殿、ワシが生贄に！」

　バリスもリエナも、俺に必死に訴えかける。二人からは、なんとしてもこの島を守りたいという意志が伝わってきた。

「バリス、リエナ……お前たちの主人として、領主として命じる。それは禁止する」

「ヒール殿！　よくよくお考えを！　このような老いぼれに、気遣いなど無用です！」

「バリス……お前の気持ちはよく分かる。そしてそれは、俺も同じだ。だけど、一人として欠けちゃ駄目なんだ。俺は皆を守りたいんだよ」

　いかに相手が強大であろうと、もう誰も失いたくない。

　俺の手は、胸の小瓶をぎゅっと強く握っていた。

　瓶の中のこいつ……こいつが死んだときのような思いをするのはもう嫌だ。

「……だから、誰も死なせない。生贄の話はなしだ」

　俺の声に、バリスは少し嬉うれしそうな顔をしたが、すぐに詫わびるように頭を下げた。

「ヒール殿……わがままを申しました。お許しください」

「いや、分かってくれればいいんだ。俺だって自分の命と引き換えにでも、この島を守りたい。だけど、まずはやれることをやってからにしたいんだ」

「仰る通りです。では、まずは洞窟の奥に食料や物資を運び込み、いざとなれば籠ろう城じょうできるようにすべきでしょう。洞窟の奥にまでやってくるとは思いませぬ」

　バリスはそう俺に提案した。

「ああ。だが、入り口が封じられたり、島が壊されたら……」

　あの巨体なら、体当たりで島の洞窟が崩れる恐れもある。

「畑も世界樹も焼かれればお終しまいだ。ここは戦うことも視野に入れておきたい」

「ふむ……しかし神話の通り魔法が効かない場合、ワシらにとても勝ち目は」

「魔法が駄目なら、武器で戦えばいい。マッパ、さっきのミスリルは使えそうか？」

　俺の声に、マッパは任せておけと胸を叩たたく。

「そうか……皆、俺に力を貸してくれ……」

　俺のいつになく真剣な訴えに、皆も深く頷いてくれるのであった。




　その日から、俺たちは全ての行動をリヴァイアサン対策のために費やした。

　まず、ほとんどの者は戦闘に参加しないので、バリスの言うように洞窟の奥に避難場所を作っておく。

　温泉から湯を引いて、新たな冷凍庫に食料も保存してある。火をおこすための枝なども運ばせた。

　そして俺を中心とした戦闘力のある者のため、リヴァイアサンを倒すための計画も進められる。

「タラン、すまないな……」

　俺が言うと、ケイブスパイダーのタランは、気にするなと脚を一本振った。

　タランたちケイブスパイダーは全員、朝から夕方まで蜘く蛛も糸いとを吐き出し続けている。

　そうして大量に出された蜘蛛糸は、ゴブリンたちの手によって太いロープになった。それも、人の腰の高さはあろう直径のロープだ。

　蜘蛛糸だけではなく、鉄などの金属を薄く伸ばした糸も練り込まれているらしい。また一部分は合金の板で覆おおわれている。

　その巨大なロープは地上から洞窟の地下のほうまで伸ばされていて、もうすぐ完成する。

　そして鍛か冶じ場ば。ここではそのロープのための金属糸だけでなく、巨大な矢じりのようなものが作られていた。

　ロープに見合うような太さで、まるで船の錨いかりのようだ。

　矢じりの先っぽである場所にはミスリルが使われており、そこから後ろ側の刃は鋸のこぎりのようにギザギザとしている。

　この巨大な矢じりはマッパが中心となって作っていた。マッパは、何度も微調整を重ねるほどに力を入れている。

　またもう一つ、埋立地に巨大な構造物が出来上がろうとしていた。

　石の土台に組まれたそれは家ではなく、上から眺めれば巨大なクロスボウのように見えるだろう。現に、これはクロスボウのように作用する。

　そしてクロスボウの土台に、エレヴァンとスライムのシエルが乗っている。

「よし！　少し、西に回せ！」

　この巨大なクロスボウはその巨きょ躯くに似合わず、エレヴァンの指し示す方向に瞬時に回頭した。

「もうちょい右！　よし、いいぞ！　撃て！」

　エレヴァンの叫びと共に、巨大なクロスボウのしなる音がびゅんと響いた。

　クロスボウから射出された丸太は、遠く海の彼方かなたまで飛んでいく。

　世界樹の枝で作られたクロスボウ。弓ゆ弦づるはこれもロープ同様、タランたちケイブスパイダーの蜘蛛糸でできていた。

「どうだ、エレヴァン!?」

　俺が訊ねると、エレヴァンは得意げに答える。

「こっちはもう準備万端です！　スライムたちの動きも万全だ！」

　すると、クロスボウの下からスライムたちがにゅるにゅると出てきた。

　彼らスライムは、このクロスボウの照準を素早く合わせるために必要不可欠だった。

　クロスボウと土台に挟まれた彼らは、エレヴァンが指示した方向へ瞬時に、クロスボウを回頭させることができる。

「皆、頼むぞ……奴を倒せるかどうか、重要な部分だ」

　スライムたちは皆、俺に頷くように体を震わせた。

　そしてそのクロスボウを守るように、巨大なオリハルコンの盾を持った、大型ゴーレム一号から五号がずらりと並んでいる。

　その少し遠くでは人型ゴーレムの六号から一五号が背丈ほどもある大盾を持って、陣形を組んでいた。

「ゴーレムたちの動きも完璧だな……」

　ゴーレムは偽心石ハートストーンで作られた人形ドール。彼らには、リヴァイアサンが来たら最前線で戦ってもらうことになった。

　彼らに命があるかどうかは分からない。

　でも、俺は仲間として認識している。絶対に死なすつもりはない。

　ただし、彼らは他の者たちよりもはるかに頑丈なのだ。しかも、核となる偽心石ハートストーンさえ残れば、体は作り治せる。

　それでも万が一にも備え、彼らに【洞窟王】の彫刻デザインスキルでちょっとした改造を加えた。

　鉄などの金属で偽心石ハートストーンを、何重にも囲んだのだ。これで体が壊れても復活させられる。

「順調だな……あとは俺次第……」

　戦いは嫌いだ……でも、まさか嫌だった戦いの知識が役に立つ日が来るなんてな。

　俺は王宮では無能と呼ばれていた。しかし知識については、無能と呼ばれたことはない。

　大陸中の著名な戦い、それら全てをしっかりと網羅している。

　サンファレス王国はバーレオン大陸でもっとも豊かで、戦いに長たけた大国。王族は来きたる戦いで指揮官となれるよう戦術を学ぶ。俺も同様に学んできた。

　そのおかげか、自慢じゃないが卓上では他の王族に戦術で負けたことがない……あくまでも卓上でだが。

　ともかく、王国軍は大陸中で戦った膨大な情報を有していた。

　当然、巨大な生物とも戦っていたし、勝利を掴つかんだこともある。その中にはリヴァイアサンと似た、竜との戦いの記録もあった。大きさだけで言えば比較にはならないが……。

　しかし、何かを壊すことにおいて、王国を超える存在はないと断言できる。あらゆる破壊の知識が王国には蓄えられており、それが俺にも継承されているのだ。

　そしてこの島にはあらゆる強みがある。俺はこれを利用して、リヴァイアサンからこの島を守るつもりだ。

　あらかたの準備を終えたのを俺が確認し終わると、リエナがやってきた。

「ヒール様、ゴブリンたちには手はずを伝えました」

「ありがとう、リエナ。リヴァイアサンにどれぐらいの力があるか分からないが、皆で引っ張ればなんとかなるはずだ」

「ええ、信じましょう……ですが、ヒール様。本当によろしいのですか？」

「生贄の話か？」

「はい……私でしたらいつでも……」

「駄目だと言っても、最悪の事態になったらリエナは飛び出すだろうな……。だが、それはさせな……いっ!?　り、リエナ？」

　リエナは俺の手を取り、強く握る。

「では、ヒール様……ヒール様も必ず死なないとお約束してくださいますか？」

「リエナ……ああ、もちろんだ」

「約束ですよ？」

「約束する」

　俺が一言そう答えると、リエナは力強く頷いた。

　その時、マッパが白銀に輝く得物を持って、こちらにやってきた。

　マッパは俺に仰々しく跪ひざまずき、それを献上した。

「できたか……」

　俺はマッパから、白銀のピッケルを受け取った。

　すべてがミスリルでできており、少し長めの柄と頭が特徴だ。

　美しい……。

　俺が見とれていると、近くで見ていたフーレが言った。

「……剣とか槍やりじゃ駄目だったの？」

　ミスリル製のピッケルを微妙そうに見るフーレ。

　いや、まあ確かに戦いには不格好な気もするけど……。

「俺の紋章は【洞窟王】。ピッケルが一番速く振れるんだ。それにこれは、武器じゃないからな……」

　リヴァイアサンの鱗うろこは、剣やら槍である武器を通さないという。ならば、というわけだが……。

「ピッケルは武器じゃないから、通るだろうってことね……なんだか、屁へ理り屈くつのような気もするけど」

「まあ、一応というところだな……そもそもミスリルの武器はどんなものでも突き破れるというし、そこは心配してない」

　リエナが頷く。

「ええ。それでも、やれることはなんでもやるべきです。それが屁理屈かもしれないことでも！」

「うんうん、姫の言う通りですね……屁理屈でも」

　誰もこのピッケルが格好良いって言ってくれないんだな……割と真剣に格好良くなるようにマッパと意匠のやり取りをしたんだが……。

　肩を落とす俺に構わず、リエナもフーレもうんうんと頷き合っていた。

　すると、フーレが口を開く。

「そういえば、ヒール様。私の昇魔石チェンジ・ストーンだけど」

「ああ、進化か。だけどフーレ、悪いんだが進化しても今は魔鉱石を渡せない」

「分かってる。今は魔法を教わってるときじゃないし、私の進化は色々片付いてからにするよ……その、やっぱりちょっと覚悟も必要だしね」

「そうだな……何せ、姿が変わる可能性もあるしな。いずれにせよ、リヴァイアサンの問題が片付いたら、魔法は教える。少し待っててくれ」

　俺がそう答えると、フーレはうんと頷いた。

「わん！　わん！」

　リルもリエナの前で、元気よく吠ほえる。

　その手には世界樹の枝が握られていた。どうやら自分も戦いたいらしい。

「リル……お前はまだ駄目だ」

　俺が言うと、リルはちょっと不満そうに「わんわん！」と応じた。

「リルちゃんは、私と一緒に戦いましょう？　ね？」

　リエナに抱きかかえられるリル。

　すると、リルはすやすやと寝てしまった。

「あらあら。疲れてたみたいですね」

「いつもと島の様子が違ったからな……」

　思えば、リルがいたから攻勢にも出られるんだ。ミスリルがなければ、とてもリヴァイアサンを退治しようとは思わなかっただろう。

　……とにかくこれで、準備は整った。

　その日は、特に何事もなく皆眠りにつけるのであった。
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　翌日、俺はリルの盛んに吠える声で起き上がった。

　リルの紋章【千里眼】の効果なのか、リルにはなにかが見えているようだった。

　俺は察した。奴が来るのだと。

　それを証明するように、外側から鐘の音が響く。

　洞窟外に出たとき、空は晴天であった。その下にいたのは、海から顔を出す巨大な漆黒の蛇……いや、竜のような生物であった。竜は真っ黒い暗闇のような目で、俺たちを睨にらんでいる。

「リヴァイアサン……」

　この巨大な竜に俺は思わず目を奪われる。この世のものと思えないこの生き物こそ、リヴァイアサンで間違いないだろう。

　まるで俺たちの準備が終わるのを待っていたかのように、リヴァイアサンがまっすぐこちらに向かってきていたのだ。

　その優雅な飛ひ翔しょうの一方、シェオールは慌あわただしさに包まれていた。

「よし、行けるか!?」

　エレヴァンの声が響くと、いたるところから「準備完了！」と声が返ってくる。

　俺はその声を背に、人型のゴーレムとタランを従えリヴァイアサンを待つ。

　その後方には、大型ゴーレムが巨大な盾を持って整列しており、その後方に隠れるように巨大なクロスボウがあった。

　クロスボウの付近には、リエナ、エレヴァン、シエルが詰めている。スライムたちはそのクロスボウの下だ。

　そしてクロスボウに装そう填てんされたミスリルの矢じり。それにはタランたちの蜘蛛糸を用いたロープが付いており、洞窟の奥へと伸びていた。

　入り口ではバリス、マッパ、フーレがロープの近くにいる。

　そしてここからは見えないが、洞窟の中では皆、ロープの傍らに待機していた。最後は一人一人の腕力で、ロープを引っ張る。

　そう……俺たちは、まずリヴァイアサンの機敏な動きを封じるため、この巨大なミスリルの銛もりでリヴァイアサンを釣るのだ。

　動きが止まったところで、このミスリルのピッケルを、リヴァイアサンの頭に叩きつける……。計画は完ぺき……しかし、そんなに上う手まくいくだろうかという不安が、リヴァイアサンの姿が近く大きくなるにつれ、増してきた。

　そして追い打ちをかけるように、天高く登ったリヴァイアサンがこちらに凶悪な顔を向け、口を開いた。

　来るか……！

　リヴァイアサンは爆炎を吐き出す。俺は両手を前に、水魔法を放った。

「《ウォーターアロー》!!」

　俺の《ウォーターアロー》は爆炎を打ち消していった。が、リヴァイアサンの体には、傷一つつかない。

　元々水中の魔物には水属性の魔法は効き目が弱い。だが、全ての魔法属性が効かないかはまだ分からない。

　俺はすかさず、今度は雷属性の中位魔法《サンダー》を放った。

　閃せん光こうが一直線にリヴァイアサンに向かい、その巨体を覆う。しかし、やはり効かない。

「やはり魔法は駄目か……」

　俺の魔法は、リヴァイアサンを刺激するだけとなった。

　リヴァイアサンは急に俊敏な動きとなり、狙いも定めず爆炎をまき散らした。

　俺は皆を守るように《シールド》を張る。だが、《シールド》を展開してない埋立地の一部に着弾すると、大きな振動とともに爆発した。

　少しでも壁になればと高く厚く積み上げた防壁は、一瞬で吹き飛ばされた。

　その強烈な衝撃に俺も思わず身をよろめかせる。

　それを見たリヴァイアサンは頭をこちらに向け、一気に急降下してきた。

　体当たりを仕掛けてくるか……よし！

「エレヴァン！　いけるか！」

「お任せくだせえ！　二時！　いや、三時の方向で仕留める！」

　エレヴァンの叫びに、クロスボウが瞬時に旋回する。

「いまだ！　撃てぇっ!!」

　風を裂くような音が、俺の後方から響いた。

　しかし、銛の姿は見えない。

　これは、リエナが無属性魔法《ハイド》で、銛とロープを透明化してるからだ。

　当然リヴァイアサンはそんなことも知らず突き進み、突如咆ほう哮こうを上げた。

　クロスボウから放たれた銛は、まっすぐとリヴァイアサンに飛んでいき、その腹に突き刺さったのだ。

　リヴァイアサンは大きな水しぶきを上げて、海中に落ちていった。しかし、この程度で死ぬような見た目じゃない。

　俺たちは次の段階に移る。

「よし、引っ張るぞお!!」

　エレヴァンの声が響くと、やまびこのように「おお！」という叫びが連なった。

　他の魔物たちが洞窟の中で、ロープを引っ張っているのだ。順調にロープは引き揚げられていく。

　それに対し、一度は海中へ崩れたリヴァイアサンだが、再び海中から飛び出し、銛から逃れようと体を大きくうねらす。

　海中に潜ったり、防壁にぶつかったり……水しぶきや石材が周囲に飛び散る。

　だが、その暴れっぷりにもかかわらず、リヴァイアサンは首輪を付けられた犬のように、行動を制限された。

　より不安を煽あおるため、俺は次にインベントリにある大量の岩と石炭を選択する。そしてそれをリヴァイアサンの周囲に向けて降らせた。

　突然の落石に、リヴァイアサンは視界を奪われる。当然、その体に傷はつかないだろうが、目くらましだ。

　このままではいけないと、リヴァイアサンは爆炎を再びまき散らし始める。しかし、周囲の石炭にそれが引火し、逆に自分の視界を狭めることになった。

「勝ったぁっ！」

　そんな声が後ろから響いた。黒煙に包まれるリヴァイアサンを見て、エレヴァンは勝利を確信したらしい。

「いや、まだだ！」

　俺の声が響くと同時に、黒煙の中から極大の爆炎が勢いよく飛び出してくる。

　先ほどのとは比べ物にならない速度と大きさの爆炎。触れてもいないのに周囲の海から水蒸気が上がる。

　これは《シールド》じゃ防げない……仮に俺自身を守れても、皆や世界樹を守るのは不可能だ。

　俺はとっさに水魔法《ウォーター》を向かってくる爆炎に全力で放つ。

　しかし、リヴァイアサンの爆炎は強かった。まるで俺が放出している水ごと押されるような感覚だ。じゅうっと水の蒸発する音が徐々に近くなり、俺の全身から大粒の汗が滝のように流れていく。

　このままでは負ける……そう思ったとき、後ろから魔力が供給されるのを感じた。

「ヒール様！　負けないで！」

　リエナは力強い声と共に、俺に魔力を送る。

「リエナ……うぉおおおおおっ！」

　その場で踏ん張り、声に力を込め、俺は魔力を目いっぱい押し出した。

　俺が放った《ウォーター》はリヴァイアサンの爆炎を飲み込んでいく。そしてリヴァイアサンの体を大きく揺さぶった。

「今だ！　エレヴァン！」

「おうよ！　そぉれ！」

　エレヴァンの掛け声とともに、リヴァイアサンは一気にこちらに引き寄せられる。

　俺はそれを見て、リヴァイアサンにありったけの岩を放出し、走り出す。タランも同様に走り出した。

「行くぞ！」

　俺の声に、付近にいた人型ゴーレムが盾を構え、俺とタランの周囲に展開した。

　リヴァイアサンはそんな俺たちに狙いも定めず、苦し紛れの小さな爆炎を数発向ける。

　しかし、俺の《シールド》、加えて後ろからリエナの《シールド》も加わり、爆炎は防がれた。

　リヴァイアサンは負けを悟ったのだろう、目と鼻の先に俺たちが迫ると空中に上りとにかく逃げようとした。

　だが、そうはさせない。

「タラン、今だ！」

　タランはその声に俺の腕に蜘蛛糸を巻き付ける。

　そして大きく体を振って、俺をリヴァイアサンの顔に向け、投げた。

　俺はいつものようにピッケルを振り上げ──。

「うおおおっおおおおお!!」

　リヴァイアサンの頭に叩きつけた。

　と同時に、リヴァイアサンは悲痛な叫びを上げる。

　計画は完璧なはずだった。だが、声については全く考えが及ばなかった。

　この至近距離での巨大な咆哮を耳に受け、俺はその場で頭を大きく揺さぶられる。そして落下する中で、意識を失ってしまうのであった。
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　意識が遠のく中、リヴァイアサンが力なく埋立地に落下したのは確認できた。

　そしてゆっくり落下していく俺に、リエナにエレヴァン、その後ろではバリスやマッパが俺に向かってくることに気がつく。

「ヒール様!!」

　リエナ……皆……今度こそ、俺は守れた……。

　彼女の叫びを聞くのを最後に、俺の意識は途絶えてしまった。




　目覚めたとき、そこはとても温かった。

　ぼんやりとした視界が徐々に鮮明になっていくと、そこに俺を見つめる長い黒髪の美女リエナがいたのだ。

「……ヒール様？　ヒール様！」

「……リ、エナ？」

　周囲を見渡すと、そこには俺を心配そうに見つめる皆がいた。

　エレヴァンとフーレは涙を流し俺を見ている。いつもは大げさな動きを見せないバリスも、この時ばかりは両手を胸の前で組み、天を仰いだ。

　マッパがタラン、一五号とその場でハイタッチして、踊り始めた。

　リルは俺の顔をぺろりと舐なめる。

　首が温かいのは、リエナが膝枕をしてくれていたからか……体の下にはシエルがいて、ベッドになってくれてるようだ。

　どうやら、俺は助かったらしい。

「皆……ありがとう」

　俺の声に、周囲の魔物たちは一斉に歓声を上げた。

　楽器が奏でられ、皆、周囲の者たちと手を合わせたりして、その場で喜びを露わにする。

　頬ほおに温かい何かが落ちる。改めて目をまっすぐにすると、そこには大粒の涙を流すリエナがいた。

「ヒール様ぁ……ヒール様ぁあっ！」

「り、リエナ……」

　抱きついてくるリエナ。

　俺は上半身を起こし、その背中をポンポンと優しく叩いた。

「ごめん、心配かけたよ……」

「よかったぁ……よかったぁ！」

　俺はしばらく、子供のように泣きじゃくるリエナの背中をさすってやるのであった。
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　リヴァイアサンは倒された。

　埋立地はぼこぼことなった。なったが、誰一人欠けることなく俺たちは勝ったのだ。

　今は、スライムやゴブリンが穴を埋めるのに大忙しである。

　だが、決して悪いことばかりだったわけじゃない。

　リヴァイアサンの体は、俺たちに様々な恵みをもたらしてくれたのだ。

　その黒い鱗うろこは剥はがせばガラスのように透明で、しかしダイヤのように硬かった。

　またその肉はマッパによって生のまま食され、とても美味であることが判明した。

　これらの鱗と肉は、解体されシェオールの大事な資源となる。

　リヴァイアサンを倒した日は、シェオールにとって大事な日となったのだ。

　俺も肉の解体なり冷凍なりを手伝おうするが、皆がそれを許さず、俺はずっと世界樹の下で休んでいることになった。

　確かに脚のつけ根など、体の節々が痛かった。俺は皆の言葉に甘え、しばらく何もしない時間を過ごす。

　そんなとき、エレヴァンがリヴァイアサンの肉で祝宴をやろうと持ちかけてきた。

　俺もそれに賛成し、その夜、祝宴を開くことになった。

　世界樹の下に大きな机を並べ、焼いたり煮たりしたリヴァイアサンの肉がでかでかと盛りつけられた皿が並べられる。

　それに添えるように、果物や魚、キラーバードの肉も振る舞われる。

「それじゃあ、勝利を祝って乾杯だ！」

　エレヴァンは立ち上がると、果物のジュースが入った杯を高く掲げた。

　皆、それに応じるように乾杯と口にし、ジュースを飲み干す。俺も椅子に座りながら、杯をなんとなく触ってみる。腕が痛くて、まだちょっとあげられないのだ。

　それから、賑にぎやかな祝宴が始まる。キラーバードを倒したとき以上に、皆喜びを露あらわにしていた。

「勝ったんだな……」

　俺はその光景を見ながら、ぽつりと呟つぶやいた。

　正直言えば、リヴァイアサンとの戦いの最中、死を覚悟していたのかもしれない。

　死ぬのは怖かった……それ以上に皆が死んでしまうことが恐ろしかった。

　豪快に肉を頬ほお張ばるエレヴァンやマッパ、タラン。どうやら、大食い競争でもしているらしい。

「ワン！」

　皆をぼんやり眺めていると、そんな声が隣から聞こえた。

　視線を落とすと、リル。そしてスライムのシエルが。

　二人とも、俺に果物を持ってきてくれたようだ。俺が何も口につけずぼうっとしていたので、心配してくれたのかもしれない。

「二人とも、ありがとう」

　俺はリルとシエルを抱き上げ、二人を撫なでる。

　もふもふとぷにぷにとした手触りに、俺は思わず癒いやされた。

　と同時に、これは夢じゃないんだと実感した。

　そんなときバリスが杯を手にしながら、俺に声をかけてきた。

「ヒール殿。此こ度たびは誠にありがとうございました」

「礼を言うのは俺のほうだよ、バリス。皆の協力がなかったら、奴は倒せなかった」

　バリスは俺の声に頭を下げる。

「まさかあのリヴァイアサンを倒してしまうとは……目にするだけでもありえない話ですが、未いまだに信じられませぬ」
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「そうだな……俺もあの大きさの生き物を見るのは初めてだった。あれは夢だったんじゃないかって思ってたぐらいだ」

「仰る通りですな。だがそれを言えば、このような島でこのように豊かに幸せに暮らせること自体、ワシは夢のように思えます」

　バリスは皆を見て続ける。

「でも、夢ではない。ワシはこの島に来てから、今までの自分の人生が裏切られたと感じております。神話の生き物が殺され、ヒール殿のようなお方に会えた……人生、まだまだこれからと感じました」

「そうか……俺もバリスに長生きしてほしい。というよりは、これからも力を貸してほしいんだ」

「……ヒール殿。嬉うれしいお言葉です。この島に来る前は、姫さえ守れればいつ死んでもいいと思っておりました。ですが、今はやりたいことが多い。この年になって、おかしな話ですが」

　ふふっとバリスは笑った。

「では、ワシはこれで。勉強熱心な子がおって、そろそろ文字を教えに参らねばなりませぬのでな」

「勉強熱心か。そりゃ将来が楽しみだ」

「ええ。だが、ワシの教えられる知識には限りがあります。また、少々時間が足りなくて……」

「バリスには色々仕事を任せすぎてるからな……学校だとか図書館だとか、ゆくゆくは作れればいいんだが」

　衣食住が満ち足りた今、そんなことを欲する余裕ができてきた。

　とはいえ、書物などはいくら採掘しても手に入らない。どこかから手に入れないと。

「建物はすぐできても、本は用意できないな……本を手に入れるとしたら、まずはどこかと交易する必要がある」

「そのためには遠くへ行くための大きな船。それを造る設備も必要ですな」

「ああ。やることは山積みだ。これからも力を貸してくれ、バリス」

「もちろん。ワシにできることがございましたら、何でも仰ってくだされ。それでは」

　バリスは頭を深々と下げ、去っていった。

　バリスの言う通り、いくらでも作るものはあるな。

「ヒール様、お待たせしました！」

　声をかけてきたのはリエナだ。

　この祝宴の食事はリエナが中心となって、皆に作らせたものだ。今、ようやくそれが終わったのだろう。

「お、リエナ。皆、美お味いしく食べてるみたいだぞ」

「はい！　頑張って作った甲か斐いがありました！　ですが……」

　リエナは俺の顔を心配そうにじっと見る。

「ああ！　ごめんごめん。食べようとしてたんだけど、ちょっと考え事をしててさ」

　俺はすぐに肉を食べるため、フォークを手にした。が、ずきっと腕に痛みが走り、それを地面に落としてしまう。

「おっと……あ」

　俺の落としたフォークを、リエナが拾ってくれた。そして新しいフォークに替え、さらに肉を取り分けてくれる。

「あ、ありがとう、リエナ」

　俺の声に肉を取り分けながら、リエナが真面目な顔で続ける。

「ヒール様……一つお願いがあるのですが」

「お願い？」

「何かをしようとするとき、一人では難しいとき、どうか私を……皆を頼ってほしいのです」

「リエナ……」

「私たちにとって、ヒール様は大事な方なのです。だから、どうか……」

　俺は朝のリヴァイアサンとの戦いを思い出す。あの時、リエナが魔力を俺に分けてくれなかったらどうなっていたか分からない。

　リエナや皆に助けを請う、ということができなかった。皆に力を貸させている、という思いが強かったのかもしれない。

　リエナに魔力を出させれば、その分リエナの《シールド》が弱まる。リエナや、そのリエナが守っている皆を危険にさらすと思ったからだ。皆を失いたくなかった。

　だけど、皆もまた俺を失いたくなったのだろう。

　そうか……俺は図らずも、皆の領主になったんだ。

　領主が領民である皆を守るのは当たり前。それができてない者も多いけど……。

　俺は最初から、皆を守ろうと心掛けてきた。だけど、自分もまた皆にとっての守るべき存在となったのだ。

　だから、俺は死ねない。皆のために、生きていかなきゃいけない。

「……分かった。もう一人で全てをどうにかしようと思わない」

「ヒール様……出すぎたことを申し上げました」

　リエナはぺこりと頭を下げた。

「いやいや、これからも遠慮せず何でも言ってくれ。気がつかないことも多いからね」

「ありがとうございます……。それでは、手も動かないようですし……はい、あーんしてください」

　リエナはそう言って、俺の口にフォークに刺した肉を近づける。

「こ、これは一人でもできるって」

「いえ、その手と腕では当分無理です。先ほど、乾杯できなかったの、私見てますよ」

「そ、そんなことまで……」

「ヒール様のことは全部お見通しです！　さ、お口あけてください！」

　リエナはそう言って俺に肉を食べさせてくれた。口に汁がついたら、拭きとってくれたりも。

　それをフーレやエレヴァン、マッパ、タランなどが変に茶化す。

　こうして楽しい、俺にとっては恥ずかしい思いをした祝宴は大盛況のうちに終わった。
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　それから数日後、俺は完全に体も回復し、ようやくまっすぐに歩けるようにまでなった。

「おはようございます、ヒール様。調子のほうはいかがでしょう？」

　洞窟の居住区、その一室で着替える俺に、リエナが挨拶した。

「おはよう、リエナ。まだ少し耳鳴りがするけど、もう大丈夫だ」

「それは大変！　まだ、お休みになられていたほうがよろしいのでは？」

「いや、もう回復魔法はたくさんかけてもらったし、薬も飲んで随分休んだ。むしろ何もしてなかったからか、体がだるいぐらいだよ。だから、今日は運動がてら、皆の様子でも見てくるよ」

「そうですか……では、私もお供しましょう。リルちゃんも一緒です！」

「そうか。それじゃあ、皆で行こうか」

「はい！」

「ワン！」

　こうして俺たちは、洞窟の部屋から出ていく。

　ここは大きな通路の側面に、いくつもの石室があって皆が寝泊まりする場所になっている。

　壁には輝石の照明が埋め込まれ、その壁や床、天井は石材で綺き麗れいに整えられていた。

　この真っ昼間、ほとんどの大人はここにいないが、ゴブリンの子供がかくれんぼするのを、老人が優しく見守っているのが見える。

　この居住区を抜けると、洞窟の入り口まで続く大階段に出る。ここを軸に、この洞窟はいくつもの小道に枝分かれしている形だ。

　俺たちがちょうど地上を目指そうとしたとき、そこにフーレとタランがやってきた。

「あ、ヒール様！　もう歩いて大丈夫なの？」

「ああ、心配かけたな。だけどもうこの通り大丈夫だ。フーレもタランも、これから採掘か？」

　俺が訊たずねると、フーレは頷うなずき、タランは四本のピッケルを見せつけてきた。

　どうやらやる気満々らしい。思わず、俺も足が地下に向いてしまいそうだ……。

「……よし、俺も」

「まだ駄目ですよ、ヒール様」

　リエナはじっと監視するような目で言った。

「わ、分かってるって。それじゃあ、二人とも俺の分まで頼んだぞ……」

「うん！　それじゃあ、楽しんできます！」

　フーレは意地悪っぽく言ってみせた。俺が生き甲斐である採掘をできないのを知ってて。彼女からすれば、ライバルである俺を採掘の腕で追い抜くいい機会なのだ。

　俺たちはフーレとタランに手を振って、再び地上を目指す。

　フーレは自分の願望を叶かなえた。だけど、進化したらまた、別の願望ができるだろう。次は何を願うのだろうか？

　タランは、先のリヴァイアサン討伐の陰の立役者と言っていい。その功には感謝してもしきれない。

　二人とも俺が休んでいる間にも採掘の腕を上げているだろうし、早めに復帰しないと追い抜かれるかもしれないな。

　さて、もう少しで地上だ。

　その視界に嫌でも入ってくるのは、天井を走る鉄管。これは洞窟の中の温泉を地上までひいている。

　その鉄管と並行して走る小さな穴あきの鉄管は、フーレがマッパに作らせた換気用の管。計画は聞いていたが、この数日で作り上げたようだ。

　これで洞窟の中で息苦しくなることはないだろう。

　さて数日ぶりに地上に出た。

　リヴァイアサンの体は綺麗さっぱり解体されたようだ。だが、埋立地の陥没や破壊された防壁など、あの戦いの跡が生々しく残っている。

　そんななか巨大なクロスボウが、ゴーレムやゴブリンたちによって移動させられているのが見えた。

　クロスボウの下には車輪付きの土台があり、ロープで引っ張っている感じだ。

　俺は近寄り、様子を見る。

　すると、そこにはゴーレムや小さなゴブリンに交じってロープを引く、エレヴァンの姿が。

　エレヴァンはすぐに俺に気がつき、一いっ旦たんロープを引くのから抜ける。

「大将！　もう体はいいので？」

「ああ。だいぶ良くなった。心配をかけたな」

「いえいえ、心配なんてしてやせん。大将なら絶対大丈夫だって、信じてましたから」

　エレヴァンの声に、リエナがふふっと笑う。

「また、そんなこと言って。将軍はここ数日、私に会うたびにヒール様は大丈夫なのかと聞いていたではありませんか」

「そ、それは……まあ」

　少し恥ずかしそうにするエレヴァン。

　決して弱みを見せようとしないエレヴァンだが、誰に対しても情が深い。口が悪いときもあるが、慕われているのは、皆、エレヴァンが優しいのを知ってるからだろう。

「そういや、エレヴァン。このクロスボウ、壊さないのか」

「ええ。海側に置こうと思いやす。せっかく皆で作ったやつですし、これがあればどんな巨大な船も一撃でさ」

「もっとミスリルがあれば、これだけでもリヴァイアサンを倒せたかもしれないしな……」

「ええ。基本、ヒール殿が採掘中でも、自分たちだけで対処できるよう、これからも防備は整えていきます」

「心強い限りだな。これからも任せたぞ、将軍」

「お任せくだせえ！」

　エレヴァンは胸をどんと叩たたくと、再びクロスボウを引く作業に戻った。

　リエナやバリスが司令塔なら、エレヴァンは実際に皆を率いる現場向けの男だ。腕っぷしも強いし、皆がついてくる。

　今後もシェオールを文字通り引っ張っていく男だろう。

「さて、次は……」

　俺は金かな槌づちがカンカンとなる音が響くほうへと向かう。

　その鍛か冶じ場ばでは、今日も変わらずマッパやゴブリンが作業をしていた。

　今日は何を作っているのだろうか？

　俺が覗のぞくと、そこには細い金属の棒と、丸いガラスが。

「眼鏡か……」

　リエナがうんと頷く。

「はい。私たちゴブリンも、目が悪い者がいるのですが、眼鏡の製法は分からなくて……それに気づいたのか、マッパさんが作ってくださったんです」

　ゴブリンたちは金属の骨組みを作ったり、それにはめ込む透明なレンズを曲げたり、削ったりしている。あれはまさしく眼鏡そのものだ。

　そうか。リヴァイアサンの鱗は透明だった。あれを使って眼鏡を作っているのか。

　目の不自由な者もいる。その者たちのために、マッパが考えたのだろう。

　今後もこの島には何が足りないか、ある物で何ができるか……マッパはそれを考え、あらゆるものをこの島にもたらしてくれるだろう。

　今、鱗を真剣に切り出し、金槌で叩くマッパの眼差しは真剣そのもの。

　実はマッパに用があったのだが、急ぎでもない。また今度にしよう。

　俺たちは鍛冶場を離れ、世界樹のほうへ向かうことにした。

　次に向かったのは、世界樹の麓ふもとの畑だ。驚いたことに、もう様々な野菜や果物が、箱や樽たるから溢あふれんばかりに詰め込まれていた。

　それを確認するように、バリスが紙に色々とメモしている。

「バリス、おはよう！」

「おお、ヒール殿！　それに姫とリルも。お体はもう大丈夫なのですか？」

「ああ。この通りすっかりな。しかし、すごい収穫だな」

「ええ。まだ畑を移して半月ほどなのですがのう。この世界樹、やはり植物の成長を速めるようです」

「みたいだな。これで野菜にも困らないだろう。確か、麦とかも育ててるんだったよな？」

「ええ。そちらもすくすくと育っております。遠くないうちに、パンが焼けるでしょう」

「そうか……そりゃ楽しみだ」

「ですのう。おかげさまで、ワシもまだまだ生きたいと思えるようになりましたわい」

　にっこりと笑うバリスに、俺は言う。

「それなら、フーレから聞いているかもしれないが、昇魔石チェンジ・ストーンを手に入れたんだ。バリスも進化すれば……」

「ありがとうございます、ヒール殿。それは存じてますが、またヒール殿の調子が戻ったときに使い道など協議いたしましょう。急がずとも、ワシはまだまだ元気ですからのう」

「そうだな……それじゃあ、収穫のほう、引き続き頼んだぞ」

「はい、お任せくだされ！」

　バリスはリエナのほうに乗るリルを、手を振って見送る。

　そうだ、まだまだバリスには色々教わらなきゃいけない。この島の実質的な頭脳は、やはりバリスなのだ。俺とリエナ、エレヴァンだけでは、かじ取りは難しい。

「さて、こんなものかな……」

　世界樹の下の温泉では、ゴブリンの子供が水浴びをしている。ぶかぶかと浮かぶスライムの姿もあった。

「ヒール様！　もしよろしければ、世界樹の頂上に行きませんか？　実は前の花畑を広げまして！」

「ほう。それは興味があるな。坂道だし、いい運動になりそうだ……と」

　俺の足元にスライムのシエルがやってくる。どうやら、頂上まで連れていってくれるらしい。

「シエル……ありがとう」

　俺の声にシエルは体を広げ、リエナやリルも乗せた。そしてそのまま世界樹を登り始めた。

　世界樹の頂上に着くと、見張りが何名かいたり、葉っぱや枝を回収するゴブリンも見えた。

　少し驚いたがケイブスパイダーたちが蜘く蛛もの巣を枝の間に作っていて、キラーバードなどが来たときのための罠わなとしてるらしい。

　そんな中を、俺たちは進んでいく。

「しかし、随分とこの島も発展したものだな」

「それもこれも、全てはヒール様がこの島で頑張ってきたからですよ！」

「いや、今は俺一人じゃない……リエナや皆がいたから、今こうして生きてられるんだ」

　そうだ、誰か一人でも欠けていたら、こうはならなかった。

　確かに俺がいなければ始まらなかったかもしれないが、それはただのきっかけだ。

　それに、この島で一番何かを得たのは、俺なのだから。

「そんなことは……いえ、ありがとうございます、ヒール様。そう言ってくださると嬉しいです。あ、見えてきましたよ！」

「おお！　前よりもさらに花畑が広がっているな！」

　俺とリエナを置いて、リルが真っ先に花畑に駆けていった。シエルはそれをぴょんぴょんと跳ねながら追いかける。

「リルちゃんもお気に入りの場所なんですよ、ここ」

「そうか……俺もお気に入りというか、とても癒されるよ」

　本当、天国みたいな場所だな、ここ。

　天国か……。

「なあ、リエナ。ここにどうしてもお墓を作ってやりたい奴がいるんだが……いいかな？」

「もちろんです！　こんな綺麗な場所ですし、きっと喜ぶかと！」

「そうか、ありがとう」

　俺は花畑の下の土に少し、穴を開ける。そしてそこに、胸の小瓶を埋めた。

　あの日守れなかった魔物……その墓にするために。

「その小瓶……あの方のですね。よろしいのですか？」

　俺は何かある度に、この胸の瓶を握っていた。この中に眠るのが、俺が守れなかった者であるのも知っている。なので、そんな大事なものを埋めてしまっていいのかと、リエナは思ったのだろう。

「俺はそうだが、相手がどう思っているかは分からない……だから、直接聞いてみたいんだ」

「それは、つまり……」

「ああ。いずれ生き返らせてみたい。そこで謝ろうと思うんだ。だから……それまで待っていてくれ」

　俺は土をかぶせ、そこで両手を組んだ。隣を見ると、リエナも一緒に祈ってくれている。

「リエナ、ありがとう」

「いえいえ。私はヒール様をお手伝いすると決めました！　私もこの方のために、竜球石を掘ります！」

　リエナは元気よく、そう応じてくれた。

　そんなとき、後ろから足音が響いた。

　振り返ると、そこには王冠をかぶった人型のゴーレム一五号が。

　ゴーレムのまとめ役、皆の間の連絡係となっている一五号は、様々な場所を行き来している。その肩には、カバンもかけられていた。

　一五号はカバンから、木箱を取り出すとそれを俺に差し出す。

「これは……あ、一五号、ありがとうな」

　一五号がお辞儀して去るので、俺はそう言葉をかけた。

　リエナが木箱を不思議そうに覗く。

「なんでしょうか、これ？」

「あ、実はさ……」

　俺は木箱を開けて、それをリエナに見せる。

　大粒の真珠の指輪。以前リエナと一緒にサタン貝を倒したとき、貝の中に入っていたものだ。

　その時リエナに渡そうとしたのだが、そのまま渡してしまい、やんわりと断られた。

　そこでマッパに頼み、指輪に加工してもらったのだ。

　指輪の金属部分はミスリルにしてくれたらしく、とても軽い。また金属部分には植物の模様が彫られていた。

　その上に真珠……あのマッパが作ったとは思えないほど繊細で美しい指輪だった。

　これはリエナに似合う、俺はそう確信した。

　そしてこの指輪を渡す際、俺はあることを伝えようと思っていた。

　ずっともやもやしている気持ちをだ。

　リエナと会ったときから、俺はずっとリエナが好きだ。

　彼女の見た目が変わったことでそうなったわけじゃない。

　誰にでも優しく、思いやりがあり、あるときは何物をも恐れない勇気がある。

　そんなリエナに俺はどんどんと惹ひかれていった。

　一緒に温泉に入ったとき、俺はリエナにその気持ちを伝えようとした。だけど、あの時リエナが眠ってしまって伝えられなかったのだ。

　だから、今日はその気持ちを指輪にのせて、伝えようと思った。

「これは……あの日一緒に倒したサタン貝の真珠ですね！　なるほど指輪にしたのですか」

「ああ。この前は、このまま渡そうとしちゃっただろ。だから、ちゃんとしたものへマッパに直してもらったんだ。リエナ、受け取ってくれ」

「わ、私にですか!?」

　リエナは驚くように声を上げた。頬ほおを染め、目を逸そらしている。

　すでに宝石を使った宝飾品は、この島に溢れている。何を恥ずかしがるのだろうか？

　そういえば、真珠をそのまま渡したときも、同じような反応だったな。

「ああ。人の指に合うように頼んだんだが」

　顔を真っ赤にしたリエナは、なんとか口を開く。

「そ、そのヒール様……真珠というのは、その……ゴブリンにとっては求婚の際、贈るものなのです！」

「きゅ、求婚!?」

　なるほど、だからリエナはこんなに……。

　確かに俺は、リエナに面と向かって好きと言おうと思って、この真珠の指輪を渡した。

　だけど、結婚となると色々と……俺はリエナに見合うような男じゃない。情けない、弱い男だ。

　もちろん、リエナと結婚したくないかと問われればそれは嘘うそになるだろう。

　でもそうだとしたって、結婚を申し込むのはまだ早すぎる！

　結婚には色々順序があるはずだ。王国貴族でいえば、宮殿の庭園を一緒に散歩したり、舞踏会で踊ったり……そんなのここじゃできないけど。

「ご、ごめん、知らないことだったとはいえ、許してくれ……」

　リエナだって困ったはずだ。

　世界樹を探検したとき、リエナは俺のことを好きと言ってくれた。だから、俺を好いてくれているのは間違いない。

　しかし、結婚ともなれば話は違うはず。

　子供を一緒に育て、共に家庭を築いていく……パートナーは非常に重要だ。

　この前、俺が抜けているとリエナは言っていたし、俺みたいな男に求婚されては迷惑だろう。

　種族の違いだってあるだろうし……。

　あたふたとする俺に、リエナは手を伸ばす。

「い、いえ……ですから」

　リエナは俺の手から真珠の指輪を、目にもとまらぬ速さで取っていった。

「ありがたく頂戴します！　だから、結婚も決定です！」

「……え？　……ええ!?」

　いや、待て。そんなの絶対におかしい！　俺は知らなかったんだ！

「そ、そんな簡単に決めるもんじゃないだろ？　結婚って！」

　しかも俺と結婚なんて……もっといい男と結婚するべきだ。

　だが、リエナは力強く答えてきた。

「いいえ！　もう決まったことです！　撤回したら最後、ゴブリンの神から罰を受けますよ！」

　リエナはその後も来世では虫になるとか、全ての歯が虫歯になるとか、取ってつけたようなことをまくしたてる。

　だけど、この強引さというか、引っ張ってくれる感じというか……俺はリエナのこんなところに惚ほれたのかもしれない。

　リエナは息を切らし言い切ると、頬を赤くして、俺の方へ顔を近寄らせる。

「それとも……私じゃいやですか？」

「い、いや、そんなことは……」

　あるわけない。

　むしろお願いしたいぐらいだ。

　リルやシエルが見守る中、俺は自分を奮い立たせる。

「なら……」

　懇願するようなリエナに、俺も覚悟を決めた。

　俺はリエナを一生守る。

「リエナ、好きだ」

「私も……愛してます、ヒール様」

　俺とリエナは互いにゆっくりと顔を近づけていく。

　この日、俺は人生で初めてのキスをする……はずだった。

　突如、埋立地のほうから鐘の音が響いた。

　思わず俺たちはすぐに顔を離し、互いに頷く。

　恥ずかしくもあり、口惜しい気持ちもあったがそうも言ってられない。

　二人で音の方向へと向かうと、世界樹の上からでも鳴った鐘の音の理由がつかめた。

　沖に、黒い帆を張る巨大な戦列艦が現れたのだ。

　その船は、黒地に骸骨が描かれたボロボロの旗を高く掲げている。

「海賊船か！　リエナ、すぐに皆と合流するぞ！」

「はい、ヒール様！」

　俺たちは世界樹の下に向かって、走るのであった。
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